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　一さじの砂糖があればいい。

　ただそれだけを目指して、アリは安全な巣穴から這はい出だして、残酷な遊びに胸を躍らせる子供の前に、無防備に列をなす。

　踏み潰して遊ぼうか、火をつけて遊ぼうか、集めて炒いって食べてしまうのも面白い。

　哀あわれで愚かなアリ達は、仲間が次々に殺されても砂糖を運ぶのをやめはしない。





──社会性昆虫と呼ぶのだと、ものの本に書いてありました。






　そんな言葉を思い出した。

　なんでも知っている賢い〝館長〟が、地面を這はうアリに砂糖を与えながら言った言葉だ。

　あるいは、破壊した蜂はちの巣からとろりと垂れる、金色の甘い蜜みつを眺めながら。





──これほどの数の独立した生物が、それぞれに役割を持って集団で生活する姿は、人間に似ているとは思いませんか。






　少しも似てはいない、と思った。少しもだ。

　人間はもっと複雑で、もっと賢く、もっと美しい。





──虫は嫌いですか？　私も〝本の虫〟と呼ばれますけど。






　我々は似ている、と館長は言った。

　それも間違いだ。

　自分と館長に、似ているところなど少しもありはしない。それは侮ぶ辱じよくだ。

　けれども。

　今、生きているかも分からない仲間を救うべく、ウェニアス王国からノックス大聖堂を目指して行軍する人間達は、まさしく砂糖に誘われるアリそのものだった。

　彼らは危険に気づいていない。どんな残酷な方法でアリを苦しめようかと知恵を巡らせる、悪魔の存在に気づいていない。

　ならば守ってやらなければ。

　館長は、きっとそれを望むだろう。




　なぜならば、館長は人間を愛しているのだから──。
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　魔女は悪魔の力を借りて、あらゆる災害を引き起こす。

　泉の水を毒に変え、従順な家畜を血に狂わせ、畑を腐らす黒い雨を降らせるのだ。

　では。

　ではもし、魔女の力の源となる悪魔が、大量に召喚されたら。

　悪魔が魔女の命令もなく、自由気ままに世界を歩き、欲望のままに過ごしたら。

　飲み水は全て毒に変わるだろうか。

　放牧の羊は羊飼いを喰くらうだろうか。

　降りしきる雨は田畑を腐らせ、幼子を飢えさせるだろうか。

　今その答が、絶望で灰色に色いろ褪あせた世界に横たわっていた。

「総員警戒を怠るな！　盾たてを構え、仲間を守れ！　怯ひるむな神の剣つるぎの担い手達よ！　──たかが鹿の群れだ！　領地での狩りを思い出せ！」

　褐かつ色しよくの肌をした若い騎士が、両手にそれぞれ斧おのを構えて声を張り上げる。女の細腕と侮あなどるなかれ、振り下ろす一撃は獣の頭ず蓋がい骨こつを粉砕し、続く二撃目で確実に首を刈る姿は、なるほど立派な戦力だ。

　号令に従うのは、教会騎士団一万数千。

　その長く伸びた隊列を襲うのは、飢えた草食動物達だ。

　鹿の蹄ひづめは狼おおかみの爪へと変じ、その口からは人間の肉を食いちぎる鋭い牙が突き出している。

「人に狩られていた獣が、牙と爪をもって人を狩る──か。悪魔どもの戯たわむれだろうが、趣味の悪い冗談だ」

　魔女はゆるりと構えて状況を分析し、その傍かたわらに立つ白い獣けもの堕おちの傭よう兵へいは、

「この鹿は食えるのか……？　毒とかねぇだろうな」

　と吞のん気きなものだ。

　たかが鹿の群れ──褐かつ色しよくの騎士が兵を鼓舞するために叫んだ言葉は、この魔女と傭よう兵へいの二人組にとっては紛れもない事実だ。

　傭よう兵へいは素手をもって、襲いくる獣をあくび混じりに撃退し、魔女はその傭よう兵へいに戦闘を任せきり、負傷した兵を見つけては治療して回っている。

「お前の魔法一発で、どうにかできねぇのかよ、鹿くらい」

「教会騎士団をも巻き込んで一いつ掃そうしていいのなら」

「聞いた俺が悪かった。──っぶね！」

　視界の外から飛んできた一本の矢が鼻先ギリギリを掠かすめ飛んでいき、傭よう兵へいは声を上げてのけぞった。一直線に空くうを切った矢は、今まさに一人の騎士を襲わんとしていた鹿の眼球を貫き、それが倒れて初めて、襲われかけていたのが先の褐かつ色しよくの騎士だと分かる。

　若き北部遠征部隊長──兵士に指示を飛ばす事に夢中になり、自分の背後がいささか疎おろそかになっていたジェマだ。

　傭よう兵へいは矢が飛んできた方を見たが、射しや手しゆの姿はすでにない。流れ矢ならば隊長の豪ごう運うんだが、狙って射いたのならば大した腕だ。

「神のご加護ってやつかね……」

　傭よう兵へいが呟つぶやいたところで、どこかから勝利の声が上がった。長く伸びた一万数千の隊列の端から端まで、その声は徐々に広まり、やがて隊長の耳に届く。

　見回せばもう、教会騎士団を狙う獣の姿は消えていた。

「悪あしき獣は神の剣つるぎの前に屈した──狩りは終わりだ！」

　隊長の宣言とともに勝利の雄お叫たけびが上がり、傭よう兵へいはその、どこか懐なつかしい戦場の喧けん騒そうにゆらゆらと尻尾を揺らす。

　するとジェマが、喧けん騒そうの中にゼロの姿を認めて駆け寄ってきた。

「魔女殿！　兵への治療、感謝する。おかげで心強かった」

「戦闘面は、任せておいても良さそうだったのでな」

　ゼロの言葉に、ジェマは誇らしげな表情を浮かべる。

「我々の多くは貴族だ。鹿狩りには慣れている。少々勝手は違ったが──」

　そう言いながら、ジェマは足元に転がっている、爪と牙を持った鹿の死体をおぞましげに見下ろした。

　それから、

「獣の傭よう兵へいも、ご苦労だった」

　と、どこか微妙な──例えば嫌けん悪おを押さえ込むような──表情で獣の傭よう兵へいを見上げる。

「お前の警告で、いち早く襲撃に気づいた。話には聞いていたが、やはり獣けもの堕おちは危機を察知する能力に長たけているな」

「そりゃどうも」

「やはり、偏見は捨てなければ。獣けもの堕おちの多くは堕だ落らくしているが、お前のように高潔な魂を持つ者も──」

「やめろ」

　傭よう兵へいは強く遮さえぎった。

「利害が一致しただけだ。俺に高潔さなんぞ求められても困る」

　ぶっきらぼうに言って、傭よう兵へいはジェマに背を向けた。

　ジェマは突然の傭よう兵へいの拒絶に面くらい、不安げな表情を浮かべる。

「待ってくれ。気を悪くしたのなら──」

　引き留めようとしたジェマの肩を、ゼロが軽く叩たたいて引き留めた。

「ああいう性格なのだ、あれは。君も兵達のところに戻った方がいい」

　促うながされて、ジェマは傭よう兵へいの背中を気にしつつも、本来の仕事に戻っていく。

　幼い頃、ジェマは獣けもの堕おちに父親を殺されている。それ以来、獣けもの堕おちへの嫌けん悪お感かんと苦手意識は、人一倍強いと言う。

　だが、教会騎士団とともにノックス大聖堂を目指す傭よう兵へいを迫害したくはないようで、青ざめた顔をしながらも、傭よう兵へいに対して公正で友好的な態度を取ろうと努めている。

　これぞ美しき教会の精神。

　己を殺し公を重んじる、隊長の理想像。

　本来ならば、傭よう兵へいとしても歓迎してしかるべき状況だったが──一つだけ問題があった。

「凄すさまじい確率で、〝当たり〟を引き当ててしまったものだな、傭よう兵へい」

　ゼロは立ち去るジェマを見送って、すぐさま傭よう兵へいに追いついた。

「まさか隊長の親の仇かたきが、〝黒の死し獣じゆう〟であったとは」

　くっく、とゼロは笑った。そんなゼロを、傭よう兵へいはジロリと睨にらむ。

「笑い事じゃねえんだよ……！　バレたらどうなると思ってんだ！」

「どうなると思っているのだ？」

　逆に聞かれて、傭よう兵へいは頭を抱える。

　ただで済むわけがない。それだけは確かだ。

　十年前、人々が恐怖と侮ぶ蔑べつを込めて〝黒の死し獣じゆう〟と呼んだ獣けもの堕おち──すなわち、過去の自分に負の遺産を突きつけられて苦悩する傭よう兵へいに、ゼロはやはり楽しげに肩を揺らすのだった。
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　教会騎士団・北部遠征部隊の隊長を務めるジェマは、最近十九歳になったばかりだと言う。

　清せい廉れん潔けつ白ぱく、公明正大、それに加えて、教会騎士団長であるユードライトが隊長に抜ばつ擢てきするほどの実力派ってんだから、まったくご立派なことこの上ない。

　十三年前に父親を亡くし、その遺志を継いで自分も教会騎士団に入ったのだと聞けば涙の一つも浮かびそうなもんだが、あいにくその父親を殺したのが俺だってんだから、苦笑いも浮かばない。

　まったく──厄やつ介かいな事になっちまった。

　悪魔がひしめく大陸北部を進軍し、北の最果てにいるという、教会の権力者を救わなきゃならないだとか。

　それから、北のどこかにいるらしい、ゼロの師匠を殺して世界を救わなきゃならないだとか。

　そのために協力体制をとったはずなのに、護衛対象である教会騎士団の連中が、魔女と獣けもの堕おちの二人組にまったく心を許しちゃいないだとか。

　それらの問題が可愛かわいく思えてくるほどに厄やつ介かいだ。

「くれぐれも、言動には気をつけろよ、魔女。誰かに知られたら、厄やつ介かいどころじゃ済まなくなる」

「心配せずとも、我わが輩はい達の周りには誰も寄り付きはしないさ」

　ゼロは盛大に伸びをして、藁わらを敷き詰め、雨よけの幌ほろをかぶせただけの、急ごしらえの馬車にごろりと寝転がった。

「この愛すべきボロ馬車には、御者すらいないのだからな」

「そりゃそうだけどよ……」

　俺は幌ほろの隙間から、手た綱づなを引く御者もいないのに勝手に進む馬を見た。

　常識的に考えて、魔女と獣けもの堕おちが乗る馬車を引きたがる御者なんぞ、教会騎士団には一人として存在しない。

　遠征部隊長の名において、ジェマが無理やり御者を選出しようとしたが、ゼロが「馬くらい自分で御せる」と言って断った。

　まあ、馬は賢い。

　御者がいなくても勝手に道なりに進んでくれるし、危険があれば勝手に止まる。

　そこでさらに、稀き代だいの天才魔女たるゼロが馬を使い魔として操れば、御者なんぞいなくても滞とどこおりなく馬車は進む。

　便利なのは確かだが、魔女に慣れてる俺でも不気味に感じるんだから、教会騎士団員達の嫌けん悪お感かんは推して知るべしだ。

　ノックス大聖堂への遠征に選出された教会騎士団は、その数およそ一万数千。

　他の七大聖堂に向かう部隊の兵数がそれぞれ四千程度でしかない事を考えると、凄すさまじい大所帯だ。

　長く伸びた隊列の先頭集団では、旗手が教会騎士団の旗をゆうゆうとなびかせて行軍しているが、その連中を守るために先行している俺達のボロ馬車に、掲げる旗印は特にない。

　いっそウェニアス王国の旗でも掲げるか？

　それか、新しく紋章でも作ってみるか？

「──それで？」

　作るとしたら、どんな紋章がしっくりくるか──などと俺がどうでもいい事をもやもやと考えていると、ゼロが何かを促うながした。

　何がだ？　と視線だけで問い返すと、ゼロは本隊の方に顎あごをしゃくる。

「君がやったのか？　それとも、千里を駆けた悪あく名みように、尾ひれがついたが故の冤えん罪ざいか？」

　ああ、ジェマの父親の話か。

「残念ながら」

　俺は溜ため息いきとともに耳を伏せ、ゼロと同じく藁わらの上に寝転がった。

「我らが隊長と同じ色の肌をした、教会騎士団のお偉方を殺した記憶がバッチリ残ってる」

「肌の色と役職だけでは、確実とは言えないだろう」

「──黒い猫に月の紋章」

　教会騎士団に入団するには、家名を捨ててあらゆる相続権を放棄する必要がある。

　唯一持ち込みが許されるのが手に馴な染じんだ武器で、それには大体一族の紋章が刻まれているもんだ。

　俺が殺した男の武器は片手持ちの戦せん斧ぷで、黒猫と月の紋章が刻まれていた。

　ジェマの武器も片かた手て斧おの──おまけに、紋章は黒猫と月だ。さすがに〝人違いです〟は通用しない。

「戦場での出来事ならば、不可抗力だろう。殺さなければ君が死んでいた。戦場とはそういうものだろう？」

「味方同士だった場合は話が別だ」

　何？　とゼロは肘ひじに体重をかけて上体を起こす。俺が味方を殺したという事が、よほど意外だったらしい。

「詳しくは言わねぇぞ。胸むな糞くそ悪わるい話だ」

「なんだ、つれないな」

「乗りのいい性格だと思ってたか？」

　ふうん、と気のない声を上げ、ゼロは藁わらの上を這はうようにしてにじり寄ってくる。

「なんだよ……」

「物理的な距離を近づければ、心の距離も縮まって話す気になるかと思ってな」

「ならねぇよ」

「我わが輩はいは君の味方だ。君が味方を殺した事があるのなら、我わが輩はいにはその詳細を聞く権利があるとは思わないか？」

「おあいにく様。俺は金を受け取って人を殺す傭よう兵へいだ。で、口止め料を受け取った。何を言われたって話さねぇよ」

　珍しく俺の意思が揺らがない事に、ゼロは「なんだつまらない」と唇くちびるを尖とがらせる。

「では勝手に推測しよう。口止め料を受け取ったという事は、誰かに依頼されたのだな？　味方の指揮官を殺すようにと。敵軍による買収か？　しかし君は獣の戦士だ。目立ち過ぎるし、敵兵と接触していたら怪しまれる。暗殺に向いているとも思えないが──」

「うるせぇ。詮せん索さくすんな」

　俺は大きく手を開き、ぺらぺらと捲まくし立たてるゼロの顔半分を鷲わし摑づかみにした。

　鼻と口を塞ふさがれたゼロは特に暴れる事もなく、ただ責めるような目で「窒息するぞ」と言外に俺を見る。

　何時間この状態を続けてたって、まるで窒息しそうもない顔だ。ふと、この魔女がどれだけの間呼吸せずに平然としていられるのか試してみたい衝動にかられたが、突然足を止めた馬車馬の嘶いななきが、俺の悪戯いたずら心ごころを吹き飛ばした。

「なんだ？　お前が止めたのか？」

「いや──馬が何かに気づいた」

　俺とゼロは暇つぶしのじゃれ合いを切り上げて、幌ほろの隙間から様子を窺うかがう。

　まず見えたのは、枝にぶら下げられている死体が三つ。そのうち一つの首には、血文字で書かれた看板が引っかかっている。

「……ここから先、悪魔の領地。ようこそ、人間。大歓迎」

　ゼロが読み上げた文言に、怯おびえるべきか、笑うべきか──。

「なあ魔女。悪魔って連中は……字が書けるのか……？」

「低級の悪魔は自我さえ定かでないが、王とも呼ばれる悪魔の知識は人間をはるかに上回る」

「どうした！　なぜ止まった！」

　後方の集団から馬が一頭駆けてきて、荒々しい質問が飛んだ。

　俺は黙って看板付きの死体と、その先に延びる道を指差した。途端に兵士は馬上で硬直し、喉のどまでせり上がってきた悲鳴をすんでのところで飲み込む。

　よくぞ我慢したと褒ほめてやろう。

　吊つるされた死体という、ある種の境界線を隔てたあちら側──つまり〝悪魔の領地〟のその異様。

　まず一つ。

　街道沿いに並ぶ木々が全て灰色に立ち枯れて、不気味な弧こを描きながらその頭を地面に突っ込んでいた。

　なんと言おうか──まあ、最大限に趣味の悪い緑りよく門もんだ。本来なら木の枠組みに、青々とした葉っぱやら色鮮やかな花やらを飾り付けて作るもんだが、この緑りよく門もんは一味違う。

　どこまでも連なる緑りよく門もんの全てが、人間の死体で〝飾りつけ〟られていた。

　腸はらわたが赤い染め布のように垂れ下がり、緑りよく門もんの一つ一つにご丁寧に人間の首が載のっているわけだから、悪趣味を通り越して現実味がない。

　まるで〝どうぞお通りください〟とでも言うようで、死にたがりの画家が見る悪夢の始まりのようだった。

　まだ行軍を始めて一日目だ。

　無力な人間を歓迎するには、ちいとばかし強烈過ぎる。

「……兵士よ。隊長を呼んでこい。文字通り、ここから先は悪魔の領地──少しばかり、気を引き締めて歩く必要がありそうだ」




「──我々教会騎士団に、魔女の決めた事に従えと？」

　ゼロが呼びつけたのは隊長であるジェマ一人だが、実際に現れたのはジェマとその従卒、副隊長の三人だ。

　不満の声を上げたのは白い髭ひげを几き帳ちよう面めんに整えた厳格そうなジジイで、立場で言えば副隊長──なんでこいつが隊長にならなかったのか疑問だが──だが、魔女と獣けもの堕おちを嫌っているのを隠しもしない、筋すじ金がね入いりの教会信者だ。

　隊長であるジェマを後方に押し下げて、馬から降りもせず俺達を見下ろしている。

　控えめに言って、悪意と敵意の塊だった。

　大体、俺達はこいつから初対面の挨あい拶さつも受けなかったし、名前すら聞いてない。礼儀がなっちゃいないと不満の一つも言いたいところだが……まあ、礼儀に関して言えばお互い様か。

「従えとは言っていないぞ、若いの」

　それだけ言って、ゼロは御者台にだらしなく腰掛けて足をぶらぶらさせながら、一抱えもある巨大なパンにかぶりついた。

　さっきまで干し肉を食ってたってのに、こいつの胃袋は本当にどうなってんだ……？

　副隊長が頑かたくなに馬から降りないのは、ゼロが立ち上がって挨あい拶さつをしないばかりか、パンを食うのをやめないせいもあるだろう。

　礼儀を示さない魔女に対して、教会騎士団である自分が礼儀を示す事などあってはならんというわけだ。

　そして副隊長が馬から降りないのだから、隊長であるジェマが降りるわけにもいかず、居心地悪そうにもぞもぞしている。

　まったく、階級制度ってのは面倒くせぇ。

「わふぁふぁいふぁ──」

「黙れ。口を閉じろ。飲み込んでから話せ」

　ジジイに鋭く叱しつ責せきされて、ゼロは言われた通り口を閉じ、しばしもぐもぐと口の中のパンと格闘した。

　ジジイは深いシワの刻まれた額に青筋を浮き立てつつも、ゼロが水の力を借りて、パンを飲み込むのを忍耐強く待っている。

　しかしたっぷり数十秒待って、ようやくパンを飲み込んだゼロが、あろう事か次の一口に取り掛かろうとしたところで、ジジイはついに馬から飛び降りてゼロからパンを奪い取り、俺に向かって投げつけた。

　抜け目なく受け取って、俺はパンを律りち儀ぎに布でくるんで御者台に安置する。

　副隊長はゼロとしばし睨にらみ合あい、

「我々を馬鹿にしているのか？」

　と詰きつ問もんした。

　なかなか堂どうに入いった凄すごみぶりで、普通の人間ならそれで怯ひるんだだろう。しかしあいにく、ゼロに脅おどしは通じない。

「そちらほどではないにせよな」

　さらりと答えたゼロの態度に、ジジイの忍耐力が限界に達したらしく、腰の剣に手がかかった。同時に、俺は剣を半身抜く。

「副隊長！　どうか剣をお収めください。我々は魔女殿の話を聞きにきたのです」

　憤いきどおる副隊長を制して、後方のジェマが馬上から声を上げた。

　副隊長は忌いま々いましげに舌打ちし、

「魔女の話など」

　と吐き捨てる。

「お気持ちは分かります。ですがユードライト騎士団長は、この魔女を信じておいでです。どうか、話だけでも聞いてはいただけませんか」

　小娘の言葉なんぞ聞くようには見えなかったが、騎士団長の名前を出したのが効いたのか、ジジイは大人しく剣から手を下ろす。

　それで、ゼロはようやく真面目に口を開いた。

「聞く気があるのならば、喜んで話そう。忘れてもらっては困るが、我わが輩はいは君達の護衛としてここにいるのだ」

　もちろん、とジェマは頷うなずき、ひらりと馬から飛び降りた。

「副隊長の非礼は、隊長である私が詫わびよう。是非助言を賜たまわりたい」

「……まず一つ。この緑りよく門もんを作った悪魔は、我わが輩はい達がこの道を通って北を目指す事を知っている。この緑りよく門もんは、我わが輩はい達のためのものだ」

　ジェマ達はざわめいた。

　ウェニアス王国の包囲戦に参加していた教会騎士団の連中は、もれなく悪魔達による強襲を受けている。

　その時の惨事を思い出せば、悪魔に待ち伏せされてるなんて状況を軽く見られるわけがない。

「では、迂う回かいをして他の道を探そう。多少道は悪くなるが……」

「決断をはやるな、隊長。そう簡単な話でもない」

　ジェマの言葉を遮さえぎって、ゼロは続けた。

「悪魔は〝契約〟に縛られる存在だ。悪魔には厳格な階級があり、下位の悪魔は高位の悪魔に決して干渉できない。そしてこの緑りよく門もんは、悪魔による領地の主張だ」

「では……この緑りよく門もんを通れば、下位の悪魔は我々に手出しができないと？」

「察しがいいではないか。そしてわざわざ領地の主張が許されているという事は、この近辺には緑りよく門もんの主より上位の悪魔が存在しないという事だ。しかし道を外れて森を進めば、どこからどのような形で悪魔が現れるか予想がつかない」

　ジジイが鼻で笑った。

「そんな馬鹿げた話、誰が信じるものか。守るなどと言いながら、我々を罠わなにはめるつもりだろう」

　ゼロは肩を竦すくめる。

「君達を罠わなにはめる利点がない」

「〝世界の破壊〟に一歩近づく。気づいていないと思っているのか？　貴様のその容姿……あの夜、世界の破壊を宣言し、我々に悪魔をけしかけた魔女にそっくりだ！　ジェマ。今からでも遅くはない。魔女の力が必要だと言うなら、せめて魔封じの鎖をつけて隷れい属ぞくさせるべきだ」

　──鎖？　鎖だと？

「おいジジイ。口には気をつけろよ」
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　俺は唸うなった。珍しく、心底腹が立っている。許可が出れば今すぐにでも、このジジイの喉のど頸くびを食いちぎってやりたいくらいだ。

「もう一度でも、うちの魔女に鎖をかけるなんて言ってみろ。てめぇの両手足首を切り落として、首に鎖をかけて犬みてぇに引きずり回してやる！」

「よすのだ傭よう兵へい。我わが輩はいは気にしない」

「俺が気にする！」

　ジジイは勝ち誇ったように、俺を嘲ちよう笑しようした。

「本性を現したようだな、堕だ落らくの象徴め。あの夜、我々は悪魔に取とり憑つかれた獣けもの堕おちに多くの仲間を殺された。貴様とて、次の瞬間にも悪魔に変じるやもしれん！　むしろ、今目の前にいる貴様が悪魔ではないと、いったい誰が証明できる？　その魔女か？」

「いい加減になされよ、レイラント副隊長！」

　ジェマの一いつ喝かつで、副隊長のジジイははっとして口を閉じた。

　と言っても、「小娘風ふ情ぜいが私に黙れとは何事だ」って感じの黙り方だ。間違っても「しまった、隊長のお怒りに触れてしまった」って感じじゃない。

　剣けん吞のんな雰囲気の副隊長を、ジェマは怯ひるみもせずに正面から見据えて言った。

「魔女の同行は、ユードライト騎士団長がお決めになった事。それを、副隊長ともあろうお方が、今更何をそれほど喚わめかれますか。それほど魔女が恐ろしいなら、今すぐウェニアスに引き返し、騎士団長に直じき訴そなさればよろしいでしょう。私は止めはいたしません」

　引き返せとは、大きく出たな。

　部外者の俺でさえぎょっとするわけだから、言われた本人の衝撃たるや、相当なものだろう。レイラントと呼ばれた副隊長は、案あんの定じよう怒りで蒼そう白はくになっている。

「引き返せ……？　この私に引き返せだと！　小娘の分ぶん際ざいでよくもそのような口がきけたものだな！　貴様一人でこの部隊が率ひきいれるとでも思っているのか？　思い上がるな！」

「思い上がっているのはどちらです？　小娘だろうと、ユードライト騎士団長に任じられた隊長は私です。立場をわきまえられよ、副隊長」

「貴様……！」

「まあまあまあまあ、ちょっと二人とも落ち着いて。酔っぱらいの喧けん嘩かじゃないんですから、もうちっと建設的にいきましょうや」

　急に割って入る声があり、ジェマと副隊長は同時に声に振り向いた。

　誰かと思えば、ジェマの馬を引いている従卒の男だ。

「教会騎士団の誉ほまれある隊長と副隊長がそんな調子じゃあ、戦いくさの双ふた子ご神しんが呆あきれて死し生せい神しんを連れてきちまう」

　途端に、ジェマは明らかにホッとしたような表情を見せる。

　しかし当然、副隊長はいい顔をしない。

「従卒風ふ情ぜいが口を挟む事ではない」

「いいえ副隊長。この男は当家に仕える騎士であり、私の亡き父の従卒も務めていた男です。戦場の経験も豊富ゆえ、未熟な私よりも有意義な意見を言えるでしょう」

「いえ、そんな大したもんじゃあ。騎士と言っても〝もどき〟でして」

　へへへと、従卒は目ま深ぶかにかぶっていた日ひ除よけの帽子を脱いで、だらしなく伸びた紺こん青じようの髪をわしわしとかいた。

　弓を担いでいるところを見ると弓兵のようだが、ひどい猫背で顔色も悪く、これで本当に従卒の仕事が務まるのか心配になった。

　ジェマと揃そろいの髪飾りを使い、右側だけ三つ編みにした前髪が目について、初めて俺はまともに従卒の顔を見る。

　年の頃は三十か、その半ばか……もっと上か。まあ若くはない。無ぶ精しよう髭ひげがひどく、服も薄汚れていて、これじゃ隊長の従卒じゃなくて飯場の下働きだ。

　従卒の身だしなみに関しては、隊長が気を配るもんだ……が……。

「んぐッ……お、ぁ……！」

　思わず声を上げそうになってしまい、俺は慌あわてて口を押さえた。

　だが、俺は明らかにぎょっとしたような態度をとっちまったし、ゼロも副隊長のジジイもジェマも、そんな俺に目ざとく気づいて「どうかしたか？」と言わんばかりに視線を注いでくる。

「うちのバルセルが何か？」

「いやその……ちと昔の知り合いに似てて……」

　似てるどころか、間違いなく本人だ。

　まずい。

　俺がこのバルセルとかいう従卒と顔見知りだと知られるのは、この状況だと極めてまずい。

　それはお互い様のはずだというのに、当のバルセルは笑みさえ浮かべて俺を見た。

「いやぁ、嬉うれしいな。こんな地味な従卒を覚えててくださったんで？」

「馬鹿、お前……！」

「バルセル、お前、獣けもの堕おちの傭よう兵へいに知り合いがいたのか」

　意外そうな声を上げたジェマに、バルセルは軽く頷うなずく。

「ええ、十年ちょっと前に一度、戦場で会っただけですが……ねえ、傭よう兵へいの旦那」

　こうまではっきり言われちまったら、さすがに人違いじゃ通せないだろう。俺は「まあ」とだけ呟つぶやいて、ごくごく控えめに旧友との再会を肯定した。──別に友ってわけでもねえが。

「バルセルと会っているという事は、お前は私の父と同じ戦場にいた事があるのだな」

　ジェマは嬉うれしそうに俺を見る。──その視線の、居心地の悪さときたら。

「そりゃどっかで会ってる事もあるだろうが、ほとんど記憶に残ってねえよ。再会の挨あい拶さつなんぞどうでもいい。それより道を決めてくれ」

　俺が吐き捨てると、バルセルは「おっしゃる通りで」と朗ほがらかに笑う。

「あ、レイラント副隊長。先に謝罪させていただけますか。この遠征には、レイラント副隊長のお力が不可欠だ。隊長もそれをちゃんと分かってらっしゃる。さっきのは売り言葉に買い言葉で……ほら、あるでしょう？　若いと」

「バルセル！　私は──」

「隊長、謝罪を。今回の抜ばつ擢てきは、レイラント副隊長の補佐を前提としての話だって、ちゃんとご存知でしょう？」

　ね？　と笑顔で促うながされて、ジェマは下した唇くちびるをぐっと嚙かむ。

「……言葉が過ぎ、申し訳ありませんでした。あなたの力が必要だ……」

「受け入れよう」

　お互い、だいぶ含むところを残している感じだが、バルセルはそんな空気をものともせず、全てが丸く収まったかのような笑顔で、パンと軽やかに手を叩たたく。

「さすが副隊長、懐ふところが大きくていらっしゃる。で、大きいついでにこの一兵卒の意見を聞いて頂ければと思うんですが……」

　よろしいですか？　と確認されて、副隊長は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　どうやら、下から揉もみ手ですり手でこられると、無む碍げには断れない性格らしい。

「じゃあ、失礼して。まず迂う回かいするかどうかって話ですが……街道を通らなきゃ悪路を進む事になりますよね？　森の中とか、曲がりくねった農道とか。街道を通るよりはるかに時間がかかる。けど食料はノックスまでの往復でギリギリだ。でしたよね？　隊長」

「そうだな、うん……余裕はない」

「それに森に入れば、道に迷う可能性もあります。その点、街道ってのは軍隊のためにある道だ。水場も野営地も、大体が街道沿いにある。そりゃ魔女殿に従っても危険は危険です。魔女は信用ならない。けど同じ危険なら、ユードライト騎士団長のお考えに従った方が……」

「もういい！　十分だ！」

　ジジイの怒声でバルセルは黙り、ジェマは決心を固めた表情でゼロを見た。

「北の地で助けを待つ者が多くいる。時間を無駄にする事はできない。教会騎士団は、ゼロ殿の助言を受け入れる。──よろしいですね、副隊長」

「……〝彼らは喜びをもって迎えるだろう。悪あしき者による偽いつわりの救済を〟」

　副隊長はそれだけ言って馬にまたがると、土つち埃ぼこりを上げて隊列の方へと消えていった。

　ゼロの話を自分で聞く気はないらしい。

「……今のは？」

　ジジイが去り際に口にした台詞せりふの意味を、ゼロが誰にともなく問いかける。

　答えたのはバルセルだ。

「教会で有名な説教の一節です。意味はまあ……隊長への嫌味ですね」

「大丈夫なのかよ。あのジジイが副隊長で……」

「ま、デカイ部隊には派閥争いがつきものです。上手い事やってきましょうや」

　バルセルは人ひと懐なつっこい笑みを浮かべるが、こっちはまったく笑う気になれない。それは隊長であるジェマも同じようで、しょんぼりと肩を落として地面に視線を彷徨さまよわせた。

「すまなかった、バルセル。ついカッとなって……仲裁してくれて、助かった」

「いえいえ。隊長をお守りするのが、あたしの仕事ですから」

「……ん」

　なるほど、立場上はジェマが上だが、精神的に優位に立ってるのはバルセルか。

　こうなってくると、実質隊長はバルセルって感じになるな。

「先が思いやられるぜ……」

　俺がぼやくと、ゼロも「まったくだな」と同意する。

「しかし、今は先の事を思いやるより、眼前の問題を解決しよう。待ち構えている悪魔の名前が分からない以上、その場しのぎの対応になるが──」

　ゼロの言葉に、落ち込んでいた隊長が顔を上げた。

「いや、十分に心強い。至らない隊長で申し訳ないが……是非、魔女殿の力を貸してくれ」





３






　悪魔の緑りよく門もんを通るに際し、ゼロが口にした決まり事は三つだ。




　一つ──緑りよく門もんを通る間、視界の外から声をかけられても返事をしない事。

　二つ──たとえ髪を引っ張られても、絶対に振り返らない事。

　三つ──隊列全体に渡した縄を、何があっても放さない事。




　簡単過ぎてジェマは逆に不安がっていたが、

「儀式を複雑化すれば、従えない人間が出てきて結果的に犠牲が増える」

　というゼロの言葉に納得し、すぐさま長い縄の準備のために本隊へと駆けていった。

　──しかし、だ。

「……本当に大丈夫なんだろうな？」

　俺はジェマほど単純じゃないし、おそらくジェマより臆病だ。

　不安に満ち満ちた声で問うと、ゼロはくすりと笑って俺の首をわしわし撫なでた。

「我わが輩はいは君を危険にさらしたりはしない。心配せずとも、この緑りよく門もんを作った悪魔はかなり人間に対して好意的だ」

「人間の死体をぶら下げて看板にするような悪魔の、いったいどこに好意があるって……？」

「まさに、それこそが好意の印だ。悪魔はわざわざ我わが輩はい達に領地の主張をし、この道を通るように促うながしている。殺さつ戮りくが目的ならば、わざわざそんな事はしない」

「じゃ、本気で俺達を歓迎してるってのか？」

「悪魔なりにな」

　げえ、と俺は舌を出す。悪魔の歓迎なんぞ欲しくもない。

「多くの悪魔は、娯楽を好む。察するに、緑りよく門もんの悪魔は我わが輩はい達と遊びたいのだ」

「まるで悪魔と遊んだご経験がおありのような言い方だな」

「幼少期はよく、命懸けの追いかけっこをしたと言ったら信じるか？」

「お前に幼少期が存在したのか？」

　わざと真面目に驚いてみせると、ゼロも楽しげに声を上げて笑う。

「そう、我わが輩はいにも過去がある。君に過去があるようにな。──過去と言えばあの従卒の男だ。過去には隊長の父の従卒をしていたと言っていたな？」

「ああ」

「そして隊長の父は君が殺した」

「内緒話は馬車の中でしねぇか？　唇くちびるを読まれる」

　俺はゼロを促うながし、一旦馬車の中に戻った。

　ゼロは俺の膝ひざの上に収まり、ほとんど耳に口をくっつける距離でひそひそと話す。

「つまり君は、あの従卒の主を殺したという事だ。だがあの男は君を憎んでいる風ではなかった。あの男は君が殺したと──君が〝黒の死し獣じゆう〟だと知らなかったのか？」

「いや……あいつは全部知ってるよ」

　それだけ言って俺が黙ると、ゼロは片かた眉まゆを吊つり上あげて続きを促うながす。

「……あいつが俺に依頼したんだ」

　ゼロは一瞬動きを止めて、ぐるりと首を反らして俺を見上げる。

「隊長の父親殺しをか？」

「なぜだって質問は受けつけねぇぞ。とにかく、さっきの挨あい拶さつは牽けん制せいだ。俺がその事を、隊長に話したりしないようにな」

　ふうん、とゼロは納得したように頷うなずいたが、直後に釈然としない表情で首を捻ひねった。

「しかし、妙ではないか。君が隊長の親の仇かたきと知られては、殺しを依頼した従卒の立場も危うくなる。ならばお互い、知らぬふりをしていた方がよかったではないか」

「バーカ」

　俺が直球で罵ののしると、ゼロが「馬鹿とはなんだ」と憤ふん慨がいして俺の髭ひげを引っ張る。

　その手を振り払って、俺は世間知らずな魔女殿に〝立場の違い〟ってもんをご説明してさしあげる。

「いいか魔女。あいつがわざわざ俺の前に出てきたのは、自分と隊長の信頼関係を俺に見せるためだ。仮に俺が密告しても、従卒が否定すれば隊長は従卒を信じる。副隊長の意見を切って従卒の助言を聞き入れたようにな。そうすると、例の一件が隊長に知られた場合、俺一人が殺される」

「君は死なない。我わが輩はいが殺させたりしないからな」

「はいはいありがとうさん。とにかく、お前も余計な事言うんじゃねえぞ」

「余計な事とは？」

「判断できねぇなら何も喋しやべるな」

　俺は爪の先で軽くゼロの額を弾はじき、ゼロは痛そうに額を押さえる。

　何をするのだ、と文句を言うが、ゼロはそれ以上追及してこなかった。




　準備が整ったという報告が届いたのは、すっかり日が暮れてからだった。

　報告を届けにきたのは、よりによってジェマの従卒──バルセルだ。

「いやどうも、すみませんね。時間がかかっちまって……隊長が今、魔女殿の指示を徹底させてるところです。副隊長の一派がごねてますが……」

「純粋な疑問なんだがよ……なんでジジイを隊長にしなかったんだ？」

　どう考えても、そっちの方が順当に思えるし、そうすりゃ部隊内でのゴタゴタは起こらなかっただろう。

　俺の質問に、そりゃあ、とバルセルは答える。

「魔女を護衛にする事に反対したからでしょうねえ。レイラント副隊長はウェニアス王国の結界に守られてる時だって、魔女を絶滅させるべしと声こわ高だかに叫ぶほどの過激派ですから」

「騎士団長と意見が割れたから、隊長の座を小娘に奪われたって？　そりゃ反発もするわな」

「ユードライト騎士団長の采さい配はいなんですがね。まだ若くて経験の浅い隊長を、副隊長という立場で上手い事支えてやってくれって名目で──まあ、実質自分が指揮を取れると思って、副隊長も承諾したんでしょうがね」

「あてが外れたみてぇだな」

　そのようですねぇ、とバルセルは笑う。

　ジェマ一人なら簡単に操れただろうが、その従卒にバルセルこいつがついてちゃ、そう簡単にはいかないはずだ。

「しかし、何を今更ごねているのだ？　副隊長は先ほど、隊長の決定に従うと決め、引き下がっていったではないか」

「それが〝直進する事を承諾しただけで、魔女の命令に従うとは言っていない〟そうで……魔女殿の助言に従わず、自力で緑りよく門もんを無事通り抜けるつもりだそうです」

「うわめんどくせぇ」

「──君は」

　一旦、ゼロは言葉を区切り、バルセルの注意を自分に向けさせる。

「魔女を恐れてはいないようだな。まるで教会騎士団らしくない」

「いえいえ、もちろん怖がってますとも。魔女ってのは恐ろしい。けど、あたしは実利主義ですんで」

　そう言って、バルセルはにっと笑った。

「それにあたしにとっちゃ、普通の人間だって、魔女や獣けもの堕おちと同じくらい怖い」

「ほう？」

　興味深そうに聞き返したゼロに、「そこ、詳しく聞いちゃうんですか？」とバルセルは苦笑いした。

　それから少し悩んで、緑りよく門もんに視線を投げる。

「……前にも一度、こんな光景を見た事ありましてね」

「悪魔の所業をか？」

「いえ、やったのは人間です。……あん時は酷ひどかった。抵抗した大人の死体を、その子供達に刻ませて、晒さらさせたんです。子供達が大人になった時、絶対に抵抗する気なんて起こさないようにってね。そんな事を、高貴だ高潔だと言われてる方々が平気でやるんです。大きい声じゃ言えませんが、蔑さげすまれてる魔女や獣けもの堕おちよりも、あたしは民衆に崇あがめられてる、善人ぶった悪人の方がよっぽど怖い」

「なるほど……一理ある。以前、〈女神の浄火デア・イグニス〉が民を虐しいたげていた一件もあった」

「あぁ、〝背はい徳とく〟な……」

　畑一面の生き埋め死体を思い出し、溜ため息いきを吐つく。

　バルセルは〝背はい徳とく〟による生き埋め事件を知っているようで、「まさにそれです」と嬉うれしそうに頷うなずいた。

「〈女神の浄火デア・イグニス〉──ありゃあ教会の恥ですよ。成り立ちからして非人道的だし、連中の行動も常じよう軌きを逸いつしてる。連中がいなくなるだけで、教会の抱える闇の半分は解決だ」

「言うじゃねえか。〈女神の浄火デア・イグニス〉はどこ行っても毛嫌いされてるな」

　俺は先日別れたばかりの、両目を眼帯で覆った殺人神父を思い出していた。

　あいつの肩を持つ気はまったくないが、少なくともあいつは邪悪じゃなかった。人は殺すが、楽しんじゃいないし、どちらかと言えば殺さない方向を模索する。

　なので、一応。

「〈女神の浄火デア・イグニス〉にもマシなのはいる」

　擁よう護ごしといてやる事にする。バルセルは意外そうに俺を見て、へらりと笑った。

「見た事はありませんが、そうなんでしょうね──まさに、教会を守る魔女や獣けもの堕おちがいるように。長居しちまいましたが、こっちはそんな感じです。出発は翌朝早くで？」

「いいや。──今夜出る」

「なに!?」

　思ってもいなかったゼロの言葉に、俺はぎょっとして聞き返した。

「何を驚く。悪魔には朝も夜も関係ない。人間は朝の方が少しばかり安心できるが……例えば朝に突然夜がきたら、君は混乱するだろう？」

「経験はねえが、するだろうな」

「だが夜に朝がくれば、どちらかと言えば安心する。ならば最初から夜を歩こう。これが魔女の論理だ」

「ははぁ……一理ある」

　さっきのゼロの言葉を借りて、バルセルが感心して呟つぶやく。

「従卒よ」

「はっ」

「隊長に伝えろ。副隊長を丸め込み次第、出発するとな」
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　レイラント・タンガーは、長年教会騎士として務めてきた老兵だ。

　長い人生をかけて教会について学び、魔女について学び、悪魔について学んだ。

　世俗の組織である教会騎士団といえど、その知識は七大聖堂の主教にも匹敵すると自他ともに認めるほどだった。

　先のウェニアス王国包囲戦でも二万の兵を指揮し、恐るべき悪魔の大群にも、その退魔の知識を駆使して対抗した。

　大陸北部の祭さい壇だん遠征──最も危険なこの任務に、レイラントは真っ先に名乗りを上げた。率いる人数も、その他の遠征任務に比べればはるかに多い。

　豊富な戦闘経験を持つ自分こそが、遠征部隊の指揮官にふさわしいと確信していたからだ。

　そもそも教会騎士団は、魔女の脅きよう威いから民と教会を守るために組織されたのだ。悪魔と戦うのに、魔女の護衛など必要なものか。

　だがユードライト騎士団長は──あの体がでかいばかりの若造めは、レイラントの意見をがんとしてはねつけた。

　おまけにあの、隊長面した小娘だ。まだ母の乳を吸っているような子供の分ぶん際ざいで、レイラントに逆らうなど！

「副隊長殿」

「なん──！」

　背後からの呼びかけに振り向きかけ、レイラントはぎりぎりで踏みとどまった。

　出発前、あの魔女に徹底された事はなんだった？

　声をかけられても答えるな。

　引っ張られても振り向くな。

　そして、何があっても縄を放すな。

　レイラントは油断なく、視線だけで周囲を窺うかがう。そして、自分以外の誰一人、今の呼びかけに反応していない事に気がついた。

「……なるほど」

　今、振り向いていたらどうなっていたのか──。

　それが分からないほど、レイラントは悪魔について無知ではない。

「副隊長殿？　聞こえていますか？」

「おいよせ。副隊長殿は魔女の言いつけを守っていらっしゃるんだ」

「声をかけられても振り向くなって？　冗談だろう。振り向いたからなんだって言うんだ。何も起こりはしないさ──ねえ、副隊長殿？」

　レイラントは縄を強く握り締める。

　十代で教会騎士団に入って、もう三十年──前線に出るには老い過ぎたと誰もが言ったが、死に場所は戦場と決めている。

　何度も魔女と戦った。

　その多くは魔女とも言えない小悪党ばかりだったが、千の軍隊を囁ささやき一つで滅ぼす恐るべき魔女も一人か二人は存在した。

　それゆえ、分かる。

　あのゼロと名乗る魔女が、どれほど強大な力を持つ魔女か。

　どれほど恐ろしい魔女か。

　レイラントがこの道を通る事に反対したのは、この悪魔の緑りよく門もんこそが、魔女が用意した道であると考えたからだ。

　魔女に従わなければ命はない──そんな道が行軍の初日から用意されているなど、あまりにもでき過ぎている。

　それでもジェマはこの道を通ると言った。

　ならば教会の信仰心で悪魔を退しりぞけ、魔女に対する優位性を示すべきだと言った。

　だがジェマは、魔女の言う通りに行動せよと言い張った。

　なるほど、魔女の言葉通りに進めば問題は起きないだろう。だが一万数千もの教会騎士団員の魂は、この道を通る事で魔女の隷れい属ぞく下かに落ちる。

　──この縄は。

　悪魔に惑わされても道を見失わないための、魂の命綱だ。

　悪魔の呼びかけに返答してしまったとき。

　迂う闊かつにも振り向いてしまった時。

　この縄を摑つかんでさえいれば救い出せるという、精神の道しるべだ。

　レイラントは大きく深呼吸し──。

　そっと、その縄を放した。

　突然闇が濃くなり、周囲の兵の姿が見えなくなった。忍び笑いが耳元に張り付き、こっちへこいと馬の手た綱づなを引っ張る手が、右から左から際限なく現れる。

　馬の足元からすすり泣きが聞こえ、聞き覚えのある声に視線を下げれば、とうに他界した妻が地面にひれ伏して泣いていた。その腕に抱える幼子は、生まれる事なく流れた最初の子だろうか。

「お願いよレイラント。私を馬に引き上げて……お願いよ……」

　無視して馬を進めれば、馬の蹄ひづめが何かをぐしゃりと踏み潰した。気が付けば地面には血と死体が溢あふれ、そのどれもがレイラントを呼んでいた。

　過去にレイラントとともに戦い、死んでいった仲間達だ。全員の顔と名前が一致する。彼らがどう死んでいったかも。

　空を見上げても星はなく、たった今放したばかりの縄は、もう見つける事ができない。

「……ふん。この程度か」

　こんなもの、少しも恐ろしくはない。

　全ては幻に過ぎない。

　もし幻でなく、実体のある存在ならば、それこそ教会の敵だ。亡もう者じやなど──状況が許せば、たとえ妻の姿をしてようと焼き払っていただろう。

　レイラントはまっすぐ歩き続けた。

　空が白み、悪魔の声が聞こえなくなるその時まで。
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「──副隊長がいない？」

　隊列のしんがりを務めた兵が、無事に悪趣味な緑門を通り抜けたのは、空が白み始める早朝だった。

　劇的な事は何も起こらなかった──ような気がする。

　俺はずっとゼロのそばにいたし、兵達が震え上がって口にする〝悪魔の呼び声〟なんてのも聞こえなかった。ゼロが大げさに話したんだろうと思っていたくらいだが、実際に兵数を数えてみると、四十二人の兵が消えている。

　そしてその四十二人の中には、あの傲ごう慢まんな老兵も混ざっているらしい。

　俺達と一緒に各部隊長からの報告を待っていたジェマは、その結果にゼロを睨にらむ。

「四十二人……ただ道を通っただけで？　どういう事だ！　言う通りにすれば安全だと言ったではないか！」

「言う通りにすれば──だ。決まりを破って消えた者にまで責任は持てない」

「では副隊長が……四十二人もの教会騎士団が、私の命令に背そむいたと!?」

　ジェマが激げつ昂こうして怒鳴ると、バルセルが気まずそうな咳せき払ばらいでその注意を引く。

　バルセルの隣には一人の兵士が立っていて、バルセルに促うながされて声を上げた。

「わ……私は隊列で、副隊長殿のすぐ後ろにいました。緑りよく門もんに入って少し歩くと、副隊長は縄から手をお放しに……まもなく隊列を外れ、お一人で森の中に消えて行きました。まっすぐに前を見ながら」

「確認したところ、消えた四十二人は全員副隊長の信奉者です。緑りよく門もんに入る前から、縄を摑つかむ事すら拒否してた兵もいるらしく……」

　ジェマは青ざめ、イライラと手袋をはめた指を嚙かみ始はじめる。

「すぐに捜索隊を出さなければ……バルセル！　志願者を募って連れてこい！」

「はい隊長」

「やめとけよ。四十二人なら少ない犠牲だろう。そいつら探すために足止め食って、さらに百人死ぬかもしれねぇぞ」

「黙れ獣けもの堕おち！　私は決して、ケダモノのように仲間を見捨てはしない！」

　言ってしまってから、ジェマははっとして俺を見た。

　その顔色が哀あわれなくらいみるみる青ざめていくもんだから、こっちとしては、子供の失言を咎とがめる親のような気持ちになる。

「す、すまない。私は……そんなつもりでは……」

「別に気にしちゃいねえよ。仲間を見捨てない？　ご立派な心がけじゃねえか。──なあ魔女？」

「我わが輩はいは嫌いじゃないな」

　しかし、とゼロは続けた。

「捜索隊を出すのは賛成できない。時と体力と人員を無駄にするばかりだ」

「しかし──！」

「……噓うそだろ」

　突然、バルセルが呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

　何かと思ってその視線を追えば、森の向こうから歩いてくる一団が見える。

　率いているのは、教会騎士団・北部遠征部隊副隊長。

「副隊長殿！」

　ジェマの呼び声に反応して、ジジイは馬首をこちらに向けた。まっすぐに歩いてくるジジイは少し疲れた様子だが、血色もよく、ちゃんと生きているように見える。

「よくぞご無事で……！　いったい何があったのです？　なぜ森から……後ろの団員達は？」

　ジェマの矢や継つぎ早ばやの質問に、副隊長はもったいぶって口を開く。

「特別な事をしたわけではない。魔女の用意した命綱を放し、自分の意思で歩いた。私には悪魔の声に惑わされぬ、信仰があるのでな」

「し、信仰……？」

　ジェマは啞あ然ぜんとしたまま聞き返し、俺はゼロと顔を見合わせる。

「信仰でどうにかなるもんなのか？」

「それを信仰心を持たぬ我わが輩はいに聞くのか？　教会がいかにして魔女に対抗してきたか、全て知っていれば魔女は戦争に負けていない」

「その通りだ、魔女よ」

　副隊長は騎き乗じようしたまま胸を反らし、思い切りゼロを見下ろす。

「これで分かったか？　我ら教会騎士団は、魔女になど頼らずとも悪魔と十分に渡り合える」

「いや、北坑道を包囲してた教会騎士団は全滅したじゃねえか……」

「それは信仰心が足りなかったのだ」

　こうまで自信満々に言い切られちゃ、そういうもんかと言うしかない。

　実際、ジジイはゼロが用意した命綱なしで生還したわけだしな。

「森の中は地獄のようでした」

　レイラントとともに生還した兵士の一人が、震える声で言った。

「私は過去の戦友に自死を迫られる幻覚を見せられ、剣を自らの喉のどに……しかしその時、光り輝く蝶ちようが現れ、私を副隊長のもとに導いてくれたのです」

「──光る蝶ちよう？」

　ゼロが片かた眉まゆを跳ね上げ、聞き返した。

　一人の証言をきっかけに、「私も見たぞ」「俺もだ」と次々と声が上がる。

「あれは神の御み使つかいです。神がレイラント副隊長をお認めになった」

　その目は完全に副隊長のジジイに心しん酔すいしきってる感じで、この噂うわさは今日中に部隊全体に広がるだろう。

　それがジェマの立場を悪くする事は、誰の目から見ても明らかだが──。

「す……素晴らしい。さすが副隊長です！　長きにわたり神の剣つるぎとして仕えた経験は、悪魔をも退しりぞけるのですね！」

　当の本人は、そんな事まるで考えてちゃいないらしい。

　素直に賞賛された副隊長の方が、居心地悪そうな顔をするほどだ。

「二十七人います、隊長」

　副隊長が連れて現れた兵数を数えて、バルセルがそっと隊長に耳打ちする。

「では、残りの十四人は……？」

　ジェマの期待に満ちた視線に、副隊長は静かに首を左右に振る。

「私は自らの意思で彼らを救ったわけではない。彼らが自らの意思で私を見つけ、自らの力で救われたのだ」

　ジェマは一瞬俯うつむき、しかしすぐに顔を上げた。

「では、やはり捜索隊を……副隊長のように生き残っているやもしれませんし」

「隊長！　ご報告です！」

　隊列の後方から馬を走らせてきた兵が、息を切らしながらジェマの前に片かた膝ひざをついた。

「隊列から姿を消した兵達ですが……見つかりました。十四人だけ」

「本当か!?」

　十四人と聞いて、ジェマは笑みを浮かべた。消えた騎士団員が全員見つかった事になる。

「無事なのか？　怪け我がは？」

「いえ、その……見つかったのは、遺体で……」

　その言葉に、ジェマは言葉を失った。

　だが衝撃を受けたのはジェマだけで、バルセルもジジイも、もちろん俺とゼロも、「十四人で済んで良かった」と思っているのは間違いない。

　そこでふと、ゼロがある違和感に気づいた。

「……遺体は……どこにあったのだ？　誰かが森に入って見つけたわけではあるまい？」

　兵士はびくりと体を硬くして、青ざめた表情でジェマを見る。

　ジェマが「話してくれ」と言うように頷うなずいてみせると、恐る恐る口を開いた。

「我々が通ってきた緑りよく門もんの上に……首が並べられておりました……体は仕切り布のように並べて吊つるされ、〝後退禁止〟の看板が……！　最後尾の者が緑りよく門もんを抜けた時には何もなかったのです！　しかし誰も気づかないうちに、いつの間にか……！」

　副隊長とバルセルは同時に祈りの言葉を口にする。ジェマは唇くちびるを嚙かみ締しめてどうにか気を失うのを堪こらえると、かろうじて隊長としての威厳を保ちつつ命じた。

「犠牲者を埋葬する……バルセル！　先発隊を編成し、周囲の状況を探らせろ。あまり遠くには行かせるな。危険を察知したら即刻戻るよう厳命しろ」










【幕まく間あい　ちぐはぐな一行】










　竜は馬車の何倍もの速度で、障害物の存在しない空を飛ぶ。

　しかし竜の体力も無限ではなく、休憩や食事も必要だ。

「おまけに、騒ぎを起こさず着地するために、直進ではなく大回り。空路と言っても、さほど自由が利きくわけではないのですね」

「それでも馬車よりは随分早い。七日もあればルートラに着けるだろう」

　人目につかない切り立った崖がけに着陸するなり、滝に頭を突っ込んでがぶがぶと水を飲む竜を眺めながら、二人の青年は粛しゆく々しゆくと野宿の準備を進める。

　一人は両目を眼帯で覆った翠すい髪はつの神父で、もう一人は目の覚めるような赤毛の騎士だ。

　さらにもう一人、白い毛並みをした小さなネズミの獣けもの堕おちが、するすると高い木に登って果物をぽいぽいと下に投げ落としている。

「リーリ。あまり落とし過ぎないように。荷物が増えても困ります」

　注意されて、リーリは無毛の尻尾をふらふらと揺らしながら、竜を指さした。

「ヒースも食べるって」

　リーリの言葉に呼応するように、ヒースと呼ばれた竜がぐるぐると喉のどを鳴らす。

　白銀のウロコを持った竜はまだ若く、額から伸びた二本の角もささやかだ。尻尾を含めなければ、体の大きさは馬二頭分ほどしかなく、恐ろしげな印象はあまりない。

「だ、そうですよ。破は竜りゆう王おう」

　神父は果物を拾い上げて袖そででふき、かぶりついた。

「破は竜りゆう王おうはやめろと言っただろう。俺にはゴーダという名前がある」

　赤毛の騎士は拾った果実を竜の口めがけて放り、竜は喜んでそれを食べた。リーリの言葉通り、口を大きく開いてもっとよこせとねだっている。

　リーリは木からするすると滑り降りると、両手いっぱいに果物を抱えてヒースに駆け寄り、その口にぽいぽいと果物を放り込むという遊びに熱中し始めた。

「……平和なものですね。たった一日南に向かって飛んだだけなのに、ウェニアス王国周辺とは比べ物にならないほど被害が少ない」

「無事ルートラ大聖堂に着き、ウェニアス王国以北が悪魔に蹂じゆう躙りんされたと報告しても、冗談を言うなと笑われるだろうな。──今から楽しみだ」

　ゴーダは普段から深く刻まれている眉み間けんの皺しわをなお深くした。

「しかし、あんたが俺とともに南に行くと言い出すとは思わなかった。おまけに、獣けもの堕おちまで連れてだ。魔女嫌い、獣けもの堕おち嫌いは克こく服ふくしたのか？」

　自分の事が話題に上って、リーリの大きなネズミの耳がぴくりと跳ねる。

　神父は果物を食べ終えるまで無言を通し、ヘタを捨てると同時に「別に」とそっけなく答えた。

「今でも両方嫌いですよ。特に獣けもの堕おちは」

「あんたは嫌いな獣けもの堕おちを、ヒースの背から落ないように始終抱いててやるのか？　変わった趣味だな」

「聖務は全てに優先される。私の感情など二の次です。リーリはネズミを操れますし、役に立つから連れている──落ちて死なれては困ります」

「リーリ、有能なの！」

　キリリと尻尾を垂直に立て、リーリがえへんと胸を張る。

　ゴーダはそんなリーリに一瞬だけ視線を向けて、

「ネズミだぞ」

　と低く言った。

「獣の種類は関係ありません。嫌けん悪お感かんで言うなら、ネズミよりも狐きつねの方が強いですしね」

「狐きつね？　畑を荒らすからか？」

「噓うそが上手いから」

　どういう意味かとゴーダは首を傾かしげたが、神父はその先を話そうとはしない。

　ただ、いつも手にしている杖つえを軽く持ち上げ、ゴーダの胸にその先端を突きつけた。

「忠告しておきますが、二度とあの子を〝ネズミ〟と蔑さげすまない事です。どんなに声を潜ひそめても、あの子にはそれが聞こえてしまう。──嫌でしょう？　寝ている間に、無数のネズミにたかり殺されるのは」

　実際に想像してみたのか、ゴーダは生真面目な表情で「嫌だな」と頷うなずいた。

「リーリ、そんな事しないもん！」

「ネズミをけしかける事は、何度もやってるじゃないですか」

「やな奴やつにだけだもんー！」

　リーリが憤ふん慨がいして手足を振り回すと、ヒースがそれを面白がるように喉のどを鳴らし、リーリの体を鼻先で押して地面に突き倒す。

「……俺は嫌な奴やつか？」

　ゴーダは顔を顰しかめて、ヒースとじゃれているリーリに振り向いた。

「んーん」

　リーリは首を左右に振る。

「だって、ぶたないし。いい人」

「基準が低いな」

「自己評価が低過ぎて感覚が麻ま痺ひしてるんですよ。しかし気にしていないわけではない。気分を害すると一瞬尻尾の動きが止まります」

「え、うそ！」

「先ほど〝ネズミ〟と言われた時も止まってましたよ」

　リーリは恥ずかしそうに顔を両手で隠し、「気にしてないもん」と言い張る。

「気にしていいんですよ。侮ぶ辱じよくなんですから」

「俺は別に侮ぶ辱じよくしたつもりは……」

「好意的な意味で〝ネズミだぞ〟と言ったんですか？」

　ふむ、とゴーダは顎あごを撫なでた。

　魔法を得意とする王家に生まれながら、魔法の才能が一切ないゴーダである。努力ではどうにもできない部分を侮ぶ辱じよくされる気持ちは知っている。

「なるほど、俺は嫌な奴やつのようだ……とは言え、ネズミである事はやはり気になる」

「私もあなたの眉み間けんの皺しわは気になっていますよ。ご心配なく。リーリの事であなたを煩わずらわせる事はありません。喋しやべって動く便利なぬいぐるみとでも思っていて下さい」

　言われて、ゴーダは眉み間けんの皺しわをそっと揉もみほぐした。

「……しかし、喋しやべって動くぬいぐるみは気になる存在だろう？」

「あなた、融ゆう通ずうきかないって言われません？」

「耳にタコができるほど」

　しんと、二人の会話が止まる。

　そのまま何事もなかったかのように野宿の準備を再開した二人を眺めながら、リーリは小さな疑問に忙しく頭を働かせていた。

「なんで狐きつね、嫌いなんだろうね……別に狐きつね、噓うそ上手じゃないよね……？」

　グルルル、とヒースは唸うなる。

　ひょっとしたら、とリーリは思い出していた。サナレの魔法で我を失い、過去の亡霊に囚とらわれてリーリの事を殺そうとした神父の言葉を。




　──あなたは私の全てを奪った。

　──私にとっては、あなたが全てだったのに！




　むむむ、とリーリは悩む。本当はずっと気になっていた事だった。だが立ち入った質問をするほど親しいわけではないし、妙な質問をして嫌われたくもない。

「……なんか……難しいねえ」

　呟つぶやくと、ヒースはリーリを励ますように、長い舌でべろりとリーリの頰ほおを舐なめた。
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「なあ魔女。ジジイも言ってたけどよ」

　行軍二日目──夕方。

　緑りよく門もんに並べられた教会騎士団員の葬儀を終え、その日はそのまま休養に当てられた。

　悪魔の緑りよく門もんを一晩かけて踏とう破はした上、わけの分からん理由で仲間が十四人死んだ状況を考えれば、休養は英断だ。

　当然俺も眠気が限界にきていたので、ゼロと一緒に馬車でぐーすか眠り込んで目覚めたら、辺りには天幕まで張った本格的な野営地が展開されていた。

　当番を割り振られた部隊が晩飯に向けて、温かい食事の用意を進めているらしく、辺りには肉とパンの焼けるいい匂いがただよっていた。

　しかし当然、その料理が俺達に回ってくる可能性は低いので、俺はその辺をうろついていたバルセルに頼んで食材を分けてもらい、自前で飯の用意をする事にした。

　ここ最近、神父とリーリの分まで作っていたから、今一つ、二人分の量感覚ってのがつかみにくい。

　ゼロは味見をしては首を捻ひねる俺にぴったりと張り付いて、匙さじと器を手にしてスープの完成を今か今かと待ち構えていたが、俺が切り出した話題にさらりと答えた。

「君が悪魔に変わる心配はないのか……という話か？」

「お前の察しの速さには本当に恐れ入るよ……」

「馬鹿げた話だな。火の消えた焚たき火びに魚をかざすと、焼き魚になるか？」

「いや、ならねぇけど」

「ならば君も悪魔にならない。召喚というのは、一瞬だけ門を開くようなものだ。門を開いて、依より代しろに悪魔を下ろす」

　そういうもんかと俺が呟つぶやけば、そういうものだとゼロは頷うなずく。

「……そのくらいの事、教会の人間ならば知っていると思うのだがな。特にあの副隊長は、悪魔や魔女に造ぞう詣けいも深そうだった」

「いちゃもん付けたかっただけだろうよ」

　実際のところ、副隊長のジジイは本気で俺達を警戒しているわけじゃないだろう。ただ自分達が魔女や獣けもの堕おちに守られているわけではないと主張したいだけだ。

　そして実際、ジジイは自分の力で悪魔の緑りよく門もんを通り抜けた。大したジジイだが、だからこそあいつの言った事を妙に気にしちまう。

　世界を破壊に導いた泥どろ闇やみの魔女と、ゼロ。

　この二人の容姿は、年齢の差はあれど生き写しと言っていい。

　それこそ、まるで親子のような──。

「……お前さ、前に親の顔は覚えてないって言ってたよな？」

「うむ、言った」

「十三番は？　あいつも自分の親を知らなかったのか？」

　予想外の質問だったのか、ゼロはしばし黙り込み、記憶の糸を手た繰ぐって首を捻ひねる。

「……分からない。そういう話はした事がない」

「自分の親の話だぞ」

「穴ぐらには家族の概念がほとんどないのだ。知識として知ってはいても、自分がその家族のどこに当てはまるかなどと考えはしない。十三番が兄だという事さえ、説明されて初めて知ったくらいだ。お師匠様が我わが輩はいに似ているというのも、言われて初めて気がついた」

「どんだけ他人に無む頓とん着ちやくなんだよ……」

「魔女は魔力で個人を見分けられるのでな。魔術で容姿などいくらでも変えられるし、どうでもいいのだ」

　傭よう兵へい団だんや、旅芸人の一座みたいだな、と漠ばく然ぜんと思った。

　そういう集団で生まれた子供は、そのほとんどが誰が父親か分からない。子供が生まれれば女達が集団で世話をするし、子供も誰が親か知らずに育つ。

「副隊長のジジイは、お前があの泥どろ闇やみの魔女の娘だと思ってるぜ。あれだけ似てりゃ、俺でもそう思う」

「だから我わが輩はいが教会騎士団を滅ぼすと？　教会の人間は、いささか家族の情を過信している。子が親を倒す話など、歴史上にも物語上にも掃はいて捨てるほどあるではないか」

　ゼロが不満そうに唇くちびるを尖とがらせるが、その件に関しては俺もかなり教会の考えに染まっている。

　子が親を倒す話は確かに多いが、家族だからって理由で親の命令に従い、バカバカしい奴ど隷れい生活を甘んじて受け入れている連中の方がはるかに多い。

　それが本当に家族だからなのか、そう教育されたからなのかは、俺には判断つかねぇが……。

「我わが輩はいはお師匠様とは違うぞ、傭よう兵へい」

「そりゃ分かってるけどよ……教会騎士団の連中は──」

「君が分かっていてくれるなら、それでいい。君さえ我わが輩はいを信じていればな」

　ゼロがほっそりとした指を伸ばして、俺の鼻面を軽くつついた。くすぐったさに顔を背そむけて、俺はわしわしと鼻の頭を撫なでる。

「……そう言えば俺、お前の過去ってほとんど知らねぇな」

「我わが輩はいは、けっこう君の過去を知っているぞ。出身は南の小さな村で、十三歳で家を出た事。傭よう兵へい団だんに入り、各地を転々とした事。愉快なあだ名がある事」

　あだ名に言及したところで、ゼロがにやりと笑ってみせる。

　くそ、人がそのあだ名で苦しんでるってのにおちょくりやがって……。

　仕返しとばかりに、俺がいい具合に煮詰まったスープを自分の器にだけよそって食べ始めると、ゼロは慌あわてた様子もなく、鍋なべに直接匙さじを突っ込んて食い始めた。

「……俺の名前は知らねぇだろ」

「傭よう兵へい」

「なんだ？」

　突然呼ばれて返事をすると、ゼロはこれにもまたにやりと笑う。

　その意図を察して、俺は微妙な表情になった。

「……だから〝傭よう兵へい〟は名前じゃねえって」

「だが、そう呼べば君は応える」

「そりゃそうだけどよ……あーあ、俺も十三番になんかいろいろ聞いとくんだったな。お前が昔どんなガキだったのかとかよ」

　いや、聞いたところで答えちゃくれなかったか。十三番にそんな事を聞いたが最後、間違いなく殺されただろう。

「面白い事を教えてやろうか、傭よう兵へい」

「あん？」

「おそらく十三番より、君の方がはるかに我わが輩はいを知っている」

　俺が虚きよをつかれて黙った隙すきに、ゼロは鍋の中身を全てぺろりと平らげた。

　あ、と声を上げた時にはもう遅く、ゼロは満足そうに腹をさする。

「……まだ会って一年だぞ」

「濃厚な一年だった。十三番は、我わが輩はいが嫉しつ妬とする姿を見た事がない。肉親を失って泣く姿など想像もしないだろう。我わが輩はいが何を好んで食べるかすら、十三番は知らない。穴ぐらで過ごした長き時はそういうものだった。君と過ごした一年は、穴ぐらでの百年に勝る」

　昔を知らない。

　だが今を知っている。

　そう考えれば…‥まあ、そう悪くないような……。

「いや、ごまかされねぇぞ！　お前だけが俺の忌いまわしい過去を知ってるのが不公平だって話でだなぁ！」

「知っているのは忌いまわしいあだ名だけなのだが……実際、君が傭よう兵へいとしてどんな風に生きてきたのか、我わが輩はいは知らない」

「なんなら、あたしがお教えしましょうか？」

　忍び笑いとともに足音が近づいてきて、俺は耳を立てて顔を上げた。

　またこいつか──と俺が顔を顰しかめても、バルセルは怯ひるみもせずに「そんな顔しないで」とへらりと笑う。

「手土産もありますよ」

　バルセルが水筒を投げてよこす。匂いからして葡ぶ萄どう酒しゆだ。毒味のために一口含み、へぇ、と思わず声が出る。

「上物だな」

「隊長付きの従者は利点が多い。隊長は禁酒の誓いを立ててらっしゃいますしねえ」

「我わが輩はいにも」

「てめぇはダメだ」

　酒を欲しがって腕を伸ばすゼロを押しのけ、水筒を荷物に押し込む。

「あれ？　傭よう兵へいの旦那は、女に酒はやらない主義でしたか」

「天才魔女が酔って暴れてもいいってんなら飲ませるぞ」

「次から酒の差し入れは控えます」
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　これは真顔で宣言し、バルセルは許可もしてないのに火の近くに座る。

「おい。何勝手に──」

「旦那は強い戦士でしたよ。大体いつも一人でいましたが、まあこの見た目でしょう？　目立つのなんのって」

　俺の制止を無視して、バルセルが語り出す。ゼロが身を乗り出して聞く体勢に入っちまったら、もう俺に止める手立てはない。

　俺は立ち上がり、馬車の中に逃げ込んだ。──それでも、声だけは聞こえてくる。

「あんまり強いもんだから、敵部隊に旦那がいると、士気が下がるほどでした。冷れい酷こく無む比ひの残忍な獣けもの堕おち。その残忍さに、隊長──ジェマお嬢様の父君は目をつけた」

「しかし、傭よう兵へいは残忍ではないだろう」

　ゼロの言葉に、バルセルは「その通り！」と膝ひざを打つ。

「噂うわさには尾ヒレがつくもんだ。旦那は確かに強かった──だが逃げる兵を追って殺しはしなかった。死体を食いもしなかった。上官の命令だって、気に入らなきゃ平気で無視した。例えば、親が死んで泣いてる十歳の少女を、親の遺体の前で犯せとか、そういうクソみたいな命令です」

「さぞかし、上官に嫌われただろうな」

「ええ、嫌われました。隊長の父君も旦那を嫌った。けど、旦那が敵部隊に雇われちまったらと思うと、クビにもできない。そこで、父君は旦那を殺しちまおうと考えた。殺してその首を晒さらせば、自分の強さを敵にも、教会騎士団の仲間達にも示せると思ったんです」

「殺せはしないだろう。傭よう兵へいは強いのだ」

　へっへ、とバルセルは笑う。

「旦那を一人殺すために、獣けもの堕おちの傭よう兵へいを十人雇いました。旦那は四人殺して逃げ出しましたが、逃げた先にも百人の兵が待ち構えてた。処刑は父君が直々にやりたがったから、旦那は動けないほど痛めつけられて檻おりに入れられた」

「しかし、傭よう兵へいは生きてる」

「あたしが助けたんです。ある条件を出してね」

　ははぁ、とゼロは全てを察したような声を出す。

　実際、察したんだろう。──そうだ。助けてもらう交換条件で、俺はジェマの父親を殺した。

　表向き、俺は敵兵から金を受け取って教会騎士団を裏切り、失敗して捕まった事になっていたから、ジェマの父親を殺した後は俺の悪あく名みようが千里を駆ける勢いだった。

　幸い、異名が〝黒の死し獣じゆう〟だったおかげで、俺の毛並みが元々白いと知らない連中には気づかれずに済んだが、主な戦場だった南の土地を離れて、大陸の各地を放浪するはめになった。

「面白い話で、旦那が父君を殺して逃げた事で、父君は殉教者になった。元々外面のいいお方でしたし、貴族や聖職者には恐ろしく礼儀正しかった。そして教会騎士団のお歴々は、彼がいかに勇敢な男だったかを、まだ幼かった娘のジェマお嬢様にこぞって吹き込んだ」

「それで、隊長は父に憧れ、教会騎士を目指したのか」

「話の流れで分かると思いますが……はっきり言って隊長の父君はクズ野郎でした。従卒だったあたしが言うんだから間違いない」

　笑って言ってはいるが、かなり笑えないクズだった。

　そしてバルセルは、それを身をもって知っている。俺はバルセルの身の上話を聞いて、殺しの依頼を引き受けた。別に引き受けたフリして逃げちまっても良かったんだ。

　それでも、俺のなけなしの正義感が、汚名を着てでも殺さなきゃならないクズの存在を許せなかった。

「教会騎士団には、それを知ってる方ももちろんいる。特にレイラント副隊長──あのジジイは隊長の父君を心底見下していた」

　……うん？

　いつの間にか俺の昔話が終わって、ジェマと副隊長の話が始まってる。

　馬車に転がっていた俺はのそのそと幌ほろから顔を出し、

「お前、なんの話しにきたんだ？」

　とバルセルを睨にらんだ。

「旦那の昔話ですが」

「隊長さんの話になってんぞ」

「ああ、ほらすぐそうやって核心ついちまう。だから旦那は嫌われる。交渉術にはこう、雑談から入る搦からめ手てってもんがあるでしょーよ」

　不満そうに言いながら、バルセルは長ったらしい前髪をくるくると指で弄もてあそぶ。

「それに、あたしが交渉してるのは旦那じゃなくて魔女殿なんで、旦那にゃ黙っててもらいたいもんですね。自分の昔話されるの嫌なんでしょう？」

　引っ込めとばかりに、バルセルは俺をしっしと馬車に追いやろうとする。

　腹が立ったので馬車から降りて再び火を囲むと、バルセルは「そんな性格でしたっけ？」と苦笑いした。

「して、従卒よ。交渉というのは？」

「あーあ、魔女殿までそんな単刀直入に……まあこうなっちまったら言いますがね。隊長と副隊長の折り合いがさ、あんましよろしくないでしょう？　だったらせめて魔女殿と傭よう兵へいの旦那には、隊長の味方についてもらえればなーって」

「味方だぁ？　派閥争いに巻き込もうってのか？」

　冗談じゃねえぞ、と俺が舌を出すと、バルセルは「冗談じゃねぇんですよねえ」と笑う。

「あたしはこれでも、隊長に哲学や正義、倫りん理りや慈悲についてきっちり教えてきたつもりです。なのに、親がクズってだけで嫌われちゃ、あんまりかわいそうじゃないですか」

「……分からないのだが」

　ゼロが難しげに顔を顰しかめた。

「同じ教会騎士団の内部で、敵だ味方だと分類して何になる？　我わが輩はいは隊長の清すが々すがしいほどの正義馬鹿に好感を持っている。同時に、我わが輩はいの用意した命綱なしで悪魔の緑りよく門もんを通過した副隊長に感心もしている。確かに二人は反発しているが、そもそも完全に正しい唯一など──」

「待った！」

　ゼロがつらつらと語る講釈に、バルセルが待ったをかける。

「たはー。考えが甘かった。魔女を嫌ってる副隊長と、魔女に理解を示してる隊長だったら、魔女殿は文句なしに隊長の味方をしてくれと思っちまった……浅知恵だったなぁ。いやお恥ずかしい」

「そもそも、味方するってのは何なんだ？　口論になった時に援護してやれって話か？」

「いえ、逆です。隊長と敵対して欲しいんですよ──隊長がどんなに正しい事を言ってもね」

「そりゃ〝味方する〟とは言わねぇだろう」

　ははあ、とゼロが察して声を上げた。

「否定し、口論し、最終的には折れて欲しい──そういう意味か？」

　バルセルは声に出して肯定はしない。だが、表情だけでそうだと語る。

　隊長が隊長であるために──魔女に隷れい属ぞくしているわけではなく、使役しているのだと隊員達に思わせるために、あえて見せかけの敵対構造を作ってくれというわけだ。

　現状、ジェマは穏健派であり、俺達とも仲良くやろうと努力している。だがその行動そのものが、隊員達には「魔女におもねっている」と思われてジェマの立場を悪くするってわけだ。

「そこまでするほど、隊長さんの立場ってのは悪いのか？」

「今朝の副隊長のアレを見ちゃねえ」

　バルセルは肩を竦すくめた。

　アレってのは、副隊長のジジイがゼロの用意した命綱なしで生還し、そればかりか数十人の教会騎士の命を救ったアレだろう。

「今朝の今夜で、魔女の護衛なんかなくても遠征任務は果たせると考える連中が増え始めてる」

「ジジイがちょっと上手い事やっただけじゃねえか」

「そうなんですが……ここ最近、教会騎士団はいいとこなしです。悪魔に襲われて部隊が壊滅。それを、滅ぼす予定だったウェニアス王国に救われて、誇りはズタボロ。ジジイがちょっと上手い事やった程度でも、凄すさまじい偉業を成し遂げたように持ち上げたくもなりますわな」

　そう言って笑うバルセルは、まるで教会騎士団を見下しているように見える。

「ねえ、魔女殿。あなたは高潔な精神をお持ちのようだ。物事を公平に見て、感情で敵味方を選ばない。──けど、普通の人間はそうはいきやせん。このまま副隊長派の声がでかくなりゃ、早晩、魔女殿は鎖をかけられる」

　バルセルは笑わずに言った。生気の感じられない、ぞっとするような灰色の目で。

　ゼロはそんなバルセルに怯ひるまず、いっそ穏やかに微笑ほほえんだ。

「それは恐ろしいな。もしそんな事態になれば、教会騎士団は全滅だ」

「悪魔に襲われて……ですか？」

「もっと身近な脅きよう威いにこそ目を向けるべきだな、従卒よ。もし我わが輩はいに鎖をかけようとすると、我わが輩はいの傭よう兵へいが暴れ狂う」

　そりゃあ、とバルセルは恐ろしげな目で俺を見た。

「確かに恐ろしい」

　俺はそれを否定する。

「馬鹿、恐ろしいのはこっからだ。暴れる俺を殺そうとすると、魔女が怒り狂って教会騎士団を消し炭にする」

　心底からの恐怖を込めて言うと、バルセルはしばし沈黙し、ここにきて初めて、大声を上げて笑い出した。

「あっはっは！　何かと思えば、盛大なノロケときやがった。こちとら真面目に部隊の事を考えて、いろいろ頭を悩ませてるってのに……長居しちまいましたが、邪魔者は退散するとしましょうかね。隊長を一人でほっぱらかしとくと、何しでかすか分かりませんし」

「一国の王を殴なぐりつけるとかな」

　ジェマは一度、ウェニアス国王であるナナに直じか談だん判ぱんし、殴なぐりつけて馬乗りになったという凄すさまじい実績を打ち立てている。

　俺の軽口に、バルセルは苦笑した。

「いや、あん時はあたしも肝きもが冷えました。さながら、死し生せい神しんの覆い布で体を包まれた感じで」

　バルセルのいかにも教会騎士団らしい言い回しに、ゼロがふと興味を示す。

「死生神の覆い布か……悪人には苦痛に満ちた死をもたらし、善人には心安らかな死を与え、布にくるんで死者の魂を正しく導くのだったな。そしてその布を切り裂くようにと、病人や怪け我が人にんにはハサミを贈る」

「へえ……よくご存知だ。魔女も教会について学ぶんですね」

「教会が魔女について学ぶのと同じ程度にはな」

　バルセルは愛あい想そ笑わらいのような表情を見せて立ち上がった。

「何せ、うちの隊長はまだ若い。いろいろやらかしちまう事もありますが……まあ、せめて長い目で見てやって下さい。あ、それと」

　バルセルは俺を指差す。

「隊長はお父上が高潔な騎士だったと思ってらっしゃいます。間違っても、残酷な現実を教えたりしないで下さいよ？　隊長は、父親を侮ぶ辱じよくした人間を決して許さない」

「ご心配いただかなくても、人様の家の教育方針に口を出すほど立派じゃねえよ」

「はは、そいつはご立派だ」

　信じてますよ──と言い残して立ち去ったバルセルが、その実俺の事なんて小指の先程も信じていないのは明白だ。

　だから傭よう兵へいや兵士ってのは、お互いの心臓に剣を突きつけ合って、どうにか均きん衡こうを保つ。

　現状、バルセルの剣の方がいくらか深く俺の心臓に食い込んでるが──まあ、それで死ぬほどやわでもない。

「隊長に味方……ねえ。どうする気だ？　魔女さんよ」

「隊長が教会騎士団で孤立しないよう、魔女である我わが輩はいがあえて隊長と対立する──なるほど理にかなってはいるが、我わが輩はいとしてはいささか面白くないな」

「理にかなってる事は好きだろ？」

「何も理は一つではない」

　ゼロは人差し指を突き立てて、空中にくるりと輪を描いてみせる。

「ようは隊長──ひいてはユードライト騎士団長の意思に教会騎士団全体が合わせられればいいのだ。それが難しいからと言って、簡単で即効性のある対症療法にばかり逃げていては解決にならない」

「理想ばっかり語ってても解決にはならねぇぞ」

　ゼロが片かた眉まゆをはね上げて、咎とがめるように俺を見た。

「つまり君は、従卒の言葉に従い、隊長に味方してやれ……と言っているのか？」

「そうじゃねぇが……」

「やめておけ。君の優しさは美徳だが、ここでは少しばかり危険だ。教会騎士団は我わが輩はい達の味方ではない」

「──言われなくても、俺に〝味方〟がいた事なんて一度もねぇぞ」

　ゼロはきょとんとして目を瞬またたき、はっと何かに思い至る。

　さっきのバルセルの話を思い出したんだろう。

　まあ、そういう事だ。

　獣けもの堕おちの傭よう兵へいなんてのは、特に理由もなく仲間に裏切られて殺される。

「しかし……それも我わが輩はいに会うまでは、だろう？」

　俺は鼻の頭に皺しわを寄せた。

「お前、本当に自信家だよな」

「当然だ。我わが輩はいが君の敵であった事など、出会ってから一度もない。無論これからもな」





２






　先発隊が持ち帰った情報は、悪魔の領地と銘めい打うたれた近辺の絶望的状況だった。

　生存者はなく、作物は枯れ、動物が凶暴化して鹿が肉を食っている有あり様さまだと言う。とすると、行軍では野生動物も警戒する必要がありそうだ。

　相変わらず俺達は部隊の先頭を進んでいるが、七日の間これといった問題は起こらず平和に進む。

　この頃になると、一万数千人に及ぶ教会騎士団は明確に派閥で分かれ始めた。

　魔女を憎む副隊長派が三分の一。

　ジェマ派及び〝ジェマに対して忠誠心はないが、ユードライト騎士団長が決めた事だから〟って理由でジェマについてる騎士団長派で残りの全部。

　遠く離れてもジェマに兵を縛り付けておけるんだから、騎士団長の人徳ってのは凄すさまじい。

　超少数派だが、ゼロ派もいるのが面白い。

　教会騎士団っつっても所しよ詮せんは人間。怖おぞ気けを震ふるう美び貌ぼうを惜しげもなく振りまきながら歩き回るゼロの姿を見たら、心しん酔すいする連中が出てくるのもおかしくはない。初しよっ端ぱなの戦闘で、負傷兵を治療して回った影響もあるだろう。しかもゼロは、相手が自分をどう思っていようがお構いなしに近づいていって、好き勝手に振る舞うからな。

　教会騎士団が魔女の派閥になるってのはどうなんだ？　とも思うが……まあ、副隊長の「魔女は必要ない」と対立するという意味では、ゼロ派も極論すればジェマの派閥だ。

　その派閥をどうやって見分けるか？

　簡単だ。飯時を見ればいい。

　飯を食う時、違う派閥の連中とは顔を合わせたくないもんだ。だから自然と飯時は、同じ派閥の連中が固まる事になる。

　……はずなんだが。

「……少し、兵と絆きずなを深めるべきだと思ってな。魔女と行動をともにすることを是ぜとしている私が、魔女と距離を置いては示しがつかない」

　ジェマだ。

　昼食の準備中に、隊長であるジェマがふらりと現れたりするもんだから、ナイフで野菜を切っていた俺は危うく自分の指を切断しかけた。

「……だから、俺達と飯を食うって？」

　ジェマは頷うなずく。

「……で、お前の従卒は？」

「私は何も、常にバルセルと行動をともにしているわけではない」

　気分を害したように言われて、反射的に「悪い」と謝っちまう。

　ジェマは俺の手からナイフを奪い取った。

「私も手伝う。獣けもの堕おちに料理などできるわけがないだろう……今まで自分で作っていたのか？」

　それさえ知らなかったとは驚きだ。──と、顔に出ちまったんだろう。ジェマの褐かつ色しよくの頰ほおがさっと赤くなり、「そんなに前からなのか？」と囁ささやくように聞いた。

「……いや、ま……初日からだな」

「初日!?　ちっとも知らなかった……部隊における重要な存在が、どんな風に過ごしているかも知らないなんて……こんな事では騎士団長に顔向けが……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、ジェマは手袋を嚙かんだ。

「……その癖」

「え？」

「手袋嚙かむやつ。部下の前ではやめとけ。陰口叩たたかれるぞ」

　あ、と目を見開き、ジェマはさっと手を下ろして後ろに隠すようにした。

　癖になっているという自覚はあるらしい。

「やめなければともは思うんだが、イライラすると無意識に……指がボロボロになるから、手袋をするようになったんだ」

「苦い汁しるでも染しみ込こませといたらどうだ？　ガキのしつけによくやるだろう」

　怒らせるつもりで言ったんだが、ジェマは「もう試した」と言ってますます落ち込んだ風になる。

「何度苦い思いをしても治らず、いつか苦さに慣れてしまった。さすがに毒を塗ぬるわけにもいかないし、私の癖は治らずじまい──呆あきれた話だろう？」

　ジェマは手袋をはずしてベルトに挟み込み、ナイフを手に野菜を切り始めた。

「……どうした？」

　黙って突っ立っている俺に、ジェマが不ふ審しんそうな目を向ける。

「いや、困ってる」

「困る？」

「貴人を丁重に追い払う方法を知らねぇ」

　ジェマは俺の言葉の意味をしばし考え、直後に小さく吹き出した。

「真面目に言ったつもりなんだが」

「すまない。だが、お前が私を追い払う方法を知らなくて助かった。おめおめと天幕に戻ったりしたら、バルセルの小言を聞くはめになる」

「〝だから近付くなと言ったでしょう〟って？」

　うん、とジェマは素直に頷うなずいた。

「バルセルは過保護なんだ。私が至らない隊長だから、いろいろと気を回してくれる。だが、協力してくれる魔女や獣けもの堕おちを敵のように扱うのは、私は間違っていると思うんだ」

「……そりゃ、ご立派な心がけだ」

「教会騎士団の多くは、そうは思ってくれないがな」

　それから周囲を見回し、

「ゼロ殿は？」

　と聞く。

「馬車で昼寝」

「彼女は料理をしないのか」

「あいつは食う専門だ」

「では、この七日もの間、お前がずっと食事の支度を？」

「得意なんでな」

　これも冗談に受け取ったらしく、ジェマは笑う。

　俺はジェマからナイフを奪い返し、食事の支度を再開した。

　ジェマは横からそれを物珍しそうに眺め、不安げにそわそわしている。

「随分手て際ぎわがいいんだな……獣けもの堕おちには、力仕事か殺ししかできないと思っていたが……」

「喧けん嘩か売りにきたなら帰っていただきたいんですがねぇ？」

「す、すまない！　確かに非礼だった」

「別に思うだけなら、何思ってもらってもかまわねぇがな。どうせお前さんも、食人衝動持ちの獣けもの堕おちが作る料理なんぞ、気持ち悪いと思ってるんだろうが」

　それは、とジェマは口ごもる。

　噓うそをつくのは苦手な性格らしく、図星を指摘されると否定できないらしい。

　ジェマは落ち着かない様子で地面に視線をさまよわせ、

「大人しくしているから、食事が終わるまでここに置いてくれ」

　と、俺が拒絶するより先に焚たき火びのそばに腰を下ろした。

　ベルトから斧おのを引き抜き、いつでも握れる位置に置く。と同時に、ゼロがのそのそと馬車から這はい出だしてきて、くあ、と大きくあくびした。

　それからジェマと俺を見比べ、

「浮うわ気きか、傭よう兵へい」

　とのたまった。

「冗談でもやめとけ、魔女。普通の人間相手じゃ笑えねぇ。ましてや教会騎士団だぞ」

「わ、私なら気にしない！　その程度の軽口……受け流せる」

「受け流すってのは、〝顔面蒼そう白はくで冷や汗垂らしながら耐え忍ぶ〟って意味じゃねえぞ」

　ジェマは萎い縮しゆくして顔を伏せた。

　今にも手袋を嚙かみ始はじめそうだが、さっきの会話を思い出してか、ぐっと拳こぶしを握り締めて耐えている。

「二人とも、まるで獣の戦士に人間が恋をする事が異常だとでも言うようだな」

「異常なんだよ」

「ではアクディオスの聖女と鷹たかのは異常か？」

「あの二人は──」

「あ、そうか。聖女様の下僕も獣けもの堕おちか……」

　例外だろう、と言おうとした俺の言葉にかぶせて、ジェマが呟つぶやいた。

　聖女も獣けもの堕おちを使役していると思った途端、俺に対する嫌けん悪お感かんが和らいだらしい。

　とは言え、それはこいつが、俺が父親の仇かたきだと知らないからだ。それを知られた時の事を思えば、あまり馴なれ合あうのは得策とは言えないだろう。

　バルセルの要望に応えるわけじゃないが、俺としてはジェマを遠ざけておきたい。

　俺はさっさと下準備を終えると、全て鍋なべにぶち込んで火にかけた。それをじっと見つめながら、言葉のない俺達にジェマが居心地悪そうに身じろぎする。

「……初日以降、悪魔の襲撃らしい襲撃はないようで……安心した」

「うむ。我わが輩はいも楽ができていい」

「しかし、そのせいで兵の不信感が高まっているんだ。魔女などやはり必要ないと……」

「君もそう思うのか？」

「わ、私は思わない！」

　心からの否定だった。

　ジェマは気持ちを落ちつけるように、深く息を吐つく。

「あの夜……悪魔の群れに襲われた時……ウェニアス王国は我々に退路を作ってくれた。ウェニアスに攻め入ろうと決起していた我々をだ。放置すれば、我々は間違いなく全滅していた。ユードライト騎士団長の隊の生存率が高いのだって、魔女と協力したからだ。魔女の結界は悪魔を退しりぞけ、私や、兵や、民の命を救った。それを認めないのは、ひどく愚かだ」

「……しかし、理屈と感情は別だ」

　ゼロはジェマの手にそっと自分の手を添えた。

　ジェマはぎくりとして身を引いたが、ゼロがそれを追って身を乗り出す。

「幼子の頃からずっと、魔女を悪だと信じてきただろう？　世界の敵だと。害悪だと」

「そ、それは……」

　息がかかりそうなほど近くで囁ささやかれるゼロの言葉に、ジェマはどぎまぎし始める。女から見ても、ゼロの美び貌ぼうってのは落ち着かないものらしい。

「あの騎士団長ですら、我わが輩はいと傭よう兵へいと相対する時は緊張していた」

「き、騎士団長殿が？」

　ジェマは目を見開いた。

　引き気味だった体から緊張がほぐれて、少しだけゼロに寄る。──ゼロの奴やつ、あの手この手でジェマを味方に引き込もうとしてやがるな……？

「だから君のその感情は、誰に責められるものでもない。否定せず、認めてなお利用するくらいの気持ちでいればいいのだ」

「……ゼロ殿は……まるで主教様のような事を申されるのだな……」

　思わず俺は咳せき込こんだ。

「口出しして悪いが、今のはまずいぞ。教会的に」

　ジェマもはっとして口を押さえる。

「そ、そうだな！　どうか、忘れてくれ！　誰にも聞かれていないといいのだが」

　不安そうに言ってから、ジェマは急に笑い出した。

「不思議だな。魔女と獣けもの堕おちと一緒にいるのに、この七日間で一番穏やかな気持ちになってしまった。これが魔女のやり口なのか？」

「いかにも、そうだ。恐ろしいだろう？　誰もが魔女の虜とりこになる」

　確かに、いつ見ても全身で世界を警戒しているようだったジェマの雰囲気が、少しだけ和らいだように感じられた。

　──それでも、斧おの一振り分の距離がゼロとジェマの間にはある。

　少し打ち解けはしたかもしれないが、ジェマは決してゼロに心を許しちゃいない。たぶん、ほとんど無意識の領域でだが……。

　まあ、教会騎士団の隊長が魔女を理解しようと努めてくれるなら、俺の個人的な事情さえ考慮しなけりゃありがたい。俺はいい感じに煮詰まった鍋なべに、一かけのバターを落とす。

　ぐるぐると混ぜて味見をし、絶品というわけでもないが、まずいとは言わせない程度のスープを完成させた。

　すると、ゼロがすでに器を手にして「早くよそえ」と待ち構えている。

　ジェマも少し躊ちゆう躇ちよしてから、

「私にも、もらえるだろうか……とてもいい匂いだから」

　とおずおずと器を差し出した。




　教会騎士団の人間が、獣けもの堕おちの作った料理を食う──例えるなら、不潔で毒を持った生き物が素手で作った料理を、虚弱体質の子供が食うような心境だろう。

　無理に食う必要はないと言ったが、ジェマは頑かたくなに俺の料理を所しよ望もうした。

　毒を食らわば皿までだ。

　最初の一口を食べるのにこそかなりの勇気を振り絞っていたが、見上げた根性でジェマは俺の料理を完食した。

「……意外と食べられる」

　という控えめな感想に、俺の料理人として誇りがささやかに傷ついたが、完食しただけでも褒ほめてやるべきだろう。

　折り目正しい挨あい拶さつを残して本隊に戻っていくジェマを見送りもせず、さっさと後片付けに取り掛かっていると、ゼロが斧おのを弄もてあそんでいる事に気がついた。

「お前それ、どっから持ってきた？」

「隊長が忘れていった」

　俺は洗いかけの鍋なべを取り落とした。

「なんで教えてやらねぇんだよ！」

「今気づいたのだ。それに、今は追わない方がお互いのためかと思ってな」

　俺はゼロから斧おのを取り上げた。斧おのには山猫と太陽の紋章──間違いなくジェマの斧おのだ。

「お前は知らねぇだろうが、騎士が武器を失くすなんざ鞭むち打うちものの大失態なんだよ。あの性格じゃ、失くしたって気づいた瞬間半狂乱になるぞ」

「──なぜ忘れたのだろうな」

　ジェマを追いかけようと踏み出した俺の背中を、ゼロの声が追ってくる。

　立ち止まって振り向くと、ゼロは疑問を質問に変えて俺に投げかける。

「それほど大切な武器を、隊長はなぜ忘れたと思う？」

「さあな。人間、うっかりする事だってあるだろうよ」

　まともに取り合わず、俺はジェマを追って馬車を離れた。さほど時間も経ってないから、すぐに追いつけるだろう。本隊には人も多いが、臭においを追えない事もなさそうだ。

　そして、本体から少し離れた場所で、木に向かってうずくまっているジェマを見つけた。どうかしたかと駆け寄りかけて、足が止まる。

「うぐ……ぉえ……」

　吐いてる。

　俺は笑い出しそうになった。

　命より大切な武器を、どうしてジェマが忘れたか。その質問の答がここにある。

　食材が傷んでた？　違う。嫌いな物が入ってた？　そうじゃない。

　ただ、獣けもの堕おちが作った食い物を、どうしても体が受け付けなかったんだ。

　ゼロは俺にこれを見せたくなかったんだろう。獣けもの堕おちが作った料理を無理して食べて、気持ちが悪くなって急いでその場を離れて、吐いた。平静を装よそおう事に必死で、大事な武器を置き忘れたってわけだ。

　ジェマは口元を拭ぬぐって体を起こし、振り向くと同時に俺に気づいた。──その、愕がく然ぜんとした表情。
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　これでもう一つ理解する。ゼロは俺にこれを見せたくなかったし、ジェマがこれを見られるのを嫌がるだろうと察していた。

　お互いにとって不利益極まりない。ジェマが必死に獣けもの堕おち嫌ぎらいを表に出さないようにしてるのに、俺はそれを間抜けにも暴いちまったわけだ。

「……これは……違うんだ……急に、気分が悪くなって……吐くつもりじゃ……」

「なんの話だ？　武器を忘れてったから、届けにきただけだ」

　きっかり十歩の距離を保ったまま、俺は斧おのを地面に投げた。ジェマは慌てて斧おのを拾い上げ、黙って背を向けた俺を呼び止める。

「バルセルには……言わないで……くれるか……？」

「斧おのを忘れてった事か？」

「そ、それもそうだが……！」

「ほかに心当たりはねえな」

「噓うそを言うな！　見ていたじゃないか！　見えていなくても、獣けもの堕おちの鼻で吐と瀉しや物ぶつの臭においが分からないわけがない！」

「うら若き乙女がゲロの存在を声高に主張するんじゃねえ！　行間を読めよ〝言わねぇ〟つってんだ！」

　立ち止まる気はなかったのに、あまりにも場の空気を読めないジェマの言葉に、俺はついつい振り返っちまった。

「そ……そんな事、そう言ってもらわなければ分からない！」

　逆切れかよ……。

　と思ったが、ここでそれを口にしないだけの分別は俺にもある。

「だが、その……バルセルに黙っていてくれるなら……恩に着る」

　ここでまで、ジェマが気にするのはバルセルの評価か。

「余計な世話かもしれねぇが、なんであんな下したっ端ぱに気ぃ遣つかってんだ？　隊長だろ、お前」

「気を遣つかっているわけでは……！」

　ほんの一瞬前、バルセルに言わないでくれるか？　と言った女の言葉としては無理がある。

　ジェマもそれに気がついて、落ち着かない様子で手袋を嚙かんだ。

「し……失望されたくないんだ。私は幼い頃に父が死んで……バルセルは、そんな私の面倒を見てくれた。今も、未熟な私が失敗するのを防いでくれる」

「だからあいつの言いなりってか？」

「私がお前のところにきたのは自分の意思だ」

　きっと睨にらまれて、俺は「確かにな」と同意する。

　だが、重要な決断を下す時はいつもバルセルの指示を仰ぐし、意見が対立してもほとんどはバルセルに言いくるめられる形になっている。

「た……確かに、頼ってしまっている面は大きい。だが、仕方ないんだ。なんでもあいつの言った通りになる。子供の頃、木に登るのは危ないって言われたのに、私は無視した。そうしたらある日、枝が折れて……バルセルが気づいてくれなければ死んでいたかもしれない」

「……へえ？」

「それだけじゃない！　酒を禁じられたが、無視して飲んだら、翌朝私は裸で廊下で眠っていた。記憶がまったくなくて、ひどく恥ずかしい思いをした。バルセルにダメだと言われたのに町の男に恋をしたら、その男が犯罪者だった事もある」

　──目に浮かぶようだった。

　ジェマが登る木の枝に、バルセルがあらかじめ切れ込みを入れてもろくしている姿や、酒に混ぜものをする姿や、悪い男に金を渡してジェマを誘惑させる姿が。

　もちろん想像であって、証拠はない。だが妙に確信だけはある。

「そして今も、バルセルに反対されたのにお前に近付き、このざまだ。振る舞ってもらった料理を吐くなんて……私にがっかりしただろう」

「いや、口に入れただけでも見上げたもんだと思うぜ」

「……獣けもの堕おちも気休めを言うのだな」

「獣けもの堕おちは気休めを言わねぇよ」

　ジェマは曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。あくまで気休めだと思っているらしい。

「私も、このままではいけないと思っているんだ……その……バルセルに頼りきりでは。あの男にとって……いや、全ての部下にとって誇れる隊長でありたい」

　けれど、とジェマはまた肩を落とした。

「なかなか上手くはいかないな……ユードライト騎士団長は、なぜ私なんかを隊長に……」

　俺が何か余計な事を言いそうになった、その時だ。

「いらっしゃいました、あちらです！」

　俺達を指差して、誰かを呼ぶ兵士の声がした。その声に呼ばれて、バルセルがこっちに駆かけてくる。

　その瞬間、あれほど沈んだ表情をしていたジェマが背筋を伸ばし、隊長然としてバルセルを迎えた。

「隊長！　よかった、こちらにいらしたんですね」

「慌あわただしいぞ、どうした」

「いえ、お戻りが遅いんで魔女殿のところにお迎えに上がったんですが、ちょっとばかり問題が発生したみたいで……吐いたんですか？」

　言葉の途中で、バルセルは地面をちらと見て顔を顰しかめる。

　ジェマが何か言う前に、俺が口を挟んだ。

「野菜が傷んでたんだ。俺と魔女はその程度じゃなんでもねぇから、いつも古めの食材をもらってくるんだが……隊長さんにゃ厳しかったらしい」

「だから獣けもの堕おちと食事なんて無茶だって──あ、悪く取らんでくださいよ、旦那。大丈夫ですか、隊長。まだ気持ち悪いですか？」

「いや……吐いたら楽になった。問題ない」

「ならよかった。実はさっき、魔女殿と話してる時に先発隊が戻ってきたんですが……」

　バルセルの表情に不穏なものが混じった。ジェマの目にも緊張が走る。

「何か変わった報告でも？」

「戻ったのは一人だけです。その……〝招待状〟を持って」

　これほど〝招待状〟という単語が不気味に聞こえた事は初めてだ。

　バルセルがジェマに差し出した手紙は黒の封ふう蠟ろうで封印してあり、紋章は〝燃える本〟だ。

「この紋章は……ニエドラ金貨？」

　ニエドラ金貨ってのは、まあ世界的に価値がある事で有名な金貨だ。

　ニエドラ金貨一枚で、その他の金貨十枚分の価値があるとすら言われている。もちろん俺はお目にかかった事もないし、その金貨にどんな紋章が刻まれているのか見た事もないが、貴族であるジェマにとっちゃ見慣れた紋章なんだろう。

「なぜこの紋章が？」

「分かりませんが……戻った兵が言うには、魔女が現れたそうです。同行を求められたので拒否すると、〝虫に襲われた〟と……」

「虫だと？　……ゼロ殿はなんと？」

「今、戻った兵の話を詳しく聞いてもらってます。手紙は魔女殿に見せる前に、まず隊長にと思いまして……」

　ジェマは表情を硬かたくして手紙を睨にらみ、意を決して開封した。

　手紙を読み進めると、もともと悪かった顔色がますます青くなる。

「……副隊長殿を呼べ。ゼロ殿のところへ、すぐにだ」

「なんて書いてあったんです？」

「〝招待〟だ。極めて礼儀正しいな」

　ジェマは手紙をバルセルに押し付けた。

　後ろから文面を覗のぞき込こむと、黒い紙面に金のインクで、俺の頭じゃ読むのが難しいほどの美び辞じ麗れい句くが並んでいる。

　内容を推察するに、こうだろう。




　ここは悪魔の領地だ。通るのならば領主に挨あい拶さつにこい。

　仲間は客人として預かっているが、招待を無視するならば客人とはみなさない。




　ようするに、これは最さい大だい限げんに礼儀正しい脅きよう迫はく状じようだった。
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「だからあれほど言っただろう！　偵てい察さつには魔女と獣けもの堕おちを使えと！」

「しかし副隊長殿！　護衛の魔女が本隊を離れては、悪魔による襲撃を受けた時に我々は壊滅的な打撃を受ける事になります！」

　案の定、副隊長のジジイが怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで激げつ昂こうし、ジェマがそれに抗戦する形になった。

　バルセルは今にも武器を持ち出しそうな二人の言い争いをハラハラと眺め、ゼロは馬車の荷台に腰掛けながら頰ほお杖づえをついて手紙を眺めている。

　俺はそんなゼロの横に突っ立って、成り行きを傍観していた。

「この七日間、悪魔の襲撃は起こらなかった。そもそもほとんどの悪魔は、北の地へと撤退したという話ではないか。ここはまだ、北というより大陸中央に近い。教会騎士団を襲えるほどの悪魔がいるのか疑問だがな」

「今まで襲撃がなかったからと言って、警戒が無駄だったとおっしゃるのですか？　それでは被害が出てからしか警戒できない。いたずらに犠牲を増やす事になります！」

「犠牲とは、面白い事を言うではないか。教会騎士団に寄生する神の敵を庇かばいだてし、教会騎士団の尊い命を犠牲にした隊長殿のお言葉とは思えんな」

「魔女による護衛はユードライト騎士団長がお決めになった事だと、何度も申し上げているではありませんか！　それに従う事こそが神への忠誠の証あかしです！」

「では魔女と獣けもの堕おちと和やかに語らい、食事をともにするのが神への忠誠の証あかしか？」

　はっとして、ジェマは口をつぐんだ。

「ほう……思い当たる節があるようだな。私の部下が報告を上げてきたぞ。我らが隊長殿は魔女に下った。もはやこの部隊は、魔女に率いられているようなものだとな。たかだか七日でこのざまだ。ノックス大聖堂に着いた時、部隊がどうなっているか見ものだな！」

　あーあ、と俺は声を漏らした。

　ゼロも隣で溜ため息いきを吐ついている。

　バルセルは「だから隊長に近づくなと言ったのに」と言いたげな目で俺達を見ているが、近づいてきたのはむしろその隊長様の方だ。

「ダメだな、こりゃあ。どうすんだこれ……」

　ふむ、とゼロは頷うなずく。

「我わが輩はいが部隊を抜ける──というのはどうだ？」

　俺とゼロのささやかな雑談に、ジェマと副隊長が同時に振り向いた。

　バルセルも顎あごを落とし、「ちょっと待ってください」と声を上げかけるが、それより前にジェマが一歩前に出た。

「待ってくれ、ゼロ殿！　ノックス大聖堂までは六十日かかる。七日時点の我々は、まだ十分の一ほどしか進んでいない。ここでゼロ殿に抜けられては……！」

「魔女め、本性を現したな」

　副隊長が声を低くしてゼロを威い嚇かくした。

「そもそも、此こ度たびの一件は全て貴様の差し金だろう！　魔女の必要性が疑問視されている事に気づき、事件を起こしたのだろう！　それで自ら隊を離れると言えば、我々教会騎士団が貴様に縋すがると思っているのか？　そうはいかんぞ、魔女め。放ほう逐ちくなどするものか。檻おりに放り込んで鎖で繫つないでくれる！」

「レイラント副隊長！　貴公にゼロ殿を拘束する権限などありません。この隊は私がユードライト騎士団長に任された隊です。貴公の隊ではない！」

「黙れ教会騎士団の恥さらしめが！　魔女におもねるなど、親が親なら子も子だな。ユードライト騎士団長は、貴様の父親がどんな下げ衆すだったかを知らないと見える！」

　面と向かって父を侮ぶ辱じよくされ、半ば反射的にジェマの手が斧おのにかかった。明らかな殺意を持って副隊長に切りかかろうとしたジェマの体を、バルセルが間かん一いつ髪ぱつで引き戻す。

「なぜ止めるんだバルセル！　この男は私の父を侮ぶ辱じよくした！」

「だからって、ここで副隊長を叩たたき切きるんですか？　今は悪魔からの招待状をどうするかって事の方が重要でしょう」

「まったく……とんだ茶番だな。考えるまでもない。招待など受けず、進むまでだ」

　吐き捨てた副隊長に、ジェマは牙さえ剝むいて反論する。

「では、囚とらわれた兵達はどうなるのです！」

「教会騎士団にとって殉教は誉ほまれだ。囚とらわれたのはたかだか四人──少数の犠牲者が出るたびにいちいち足を止めていては、ノックス大聖堂には永遠にたどり着けない」

　一切の躊ちゆう躇ちよなく見捨てる選択をした副隊長に、いよいよジェマの怒りが膨れ上がった。

　それをどうにかなだめながら、バルセルが二人の間に割って入る。

「しかしですねえ、副隊長。こいつが悪魔からの招待状だとすると、無視するにはちと危険が大き過ぎる。悪魔の恐ろしさは、我々教会騎士団こそが一番よく理解してます。魔女殿の話によると、悪魔が今まで我々を攻撃しなかった理由は、この招待状を送りつけるためだ」

「それを貴様は信じると？」

「いいえ。ですが噓うそだとも断定できない。だったら安全策を取るべきです。我々はどんな手を使ってでも、ノックス大聖堂に向かわなきゃならない」

　ふむ、とジジイは考えるような仕草を見せた。

　そして何かろくでもない事を思いついたように、バルセルの後ろで怒りに震えているジェマを見る。

「では受ければいい。領主からの招待ならば、隊長が受けるのが礼儀にかなっている」

　危なく、場の雰囲気を読まずに口笛を吹きそうになった。

　よくもまあ、ジェマみたいな小娘にここまで冷酷になりきれるもんだ。大勢の魔女を殺してきただろう、教会騎士団の古株はさすがに言う事が違う。

　さしものバルセルも口元を引きつらせ、逃げ道を探すように視線をさまよわせた。

「隊長に生いけ贄にえになれっておっしゃってるんで……？」

「招待に応じろと言っているんだ。魔女と手を組む事ができるんだ。悪魔の招待に応じるくらいわけないだろう？　私には到底できそうもないが」

「そりゃ無茶って話ですよ副隊長。招待に応じるんだったら、全部隊を向かわせるべきだ。ひょっとしたら、豪勢なご馳ち走そうでもてなして頂けるかも──」

　言葉半ばで、バルセルは緊張にこわばった表情を浮かべ、背後のジェマに振り向いた。ジェマがバルセルの肩を叩たたき、横に押しのけたのだ。

「副隊長殿のおっしゃる通りです。私が出向くのが道理だ」

「隊長！　何を言い出すんですか！」

「すまない、バルセル。だが上手くすれば、私一人の犠牲で一万を越える部隊が安全に行軍できるかもしれない。どの道私には、生きている仲間を見捨てる事はできない」

「その話は後でしましょう。救出部隊を編成するとか……！　とにかく、隊長が行く必要はありません」

　言い聞かせるようなバルセルに、ジェマは曖あい昧まいな笑みを浮かべてみせた。

「人の上に立つ者は、常に下の立場の者の盾たてであらねばならない。お前が私にそう教えた。それに、魔女に必要以上に近づくなという忠告を無視し、兵の信頼を失ったのは私だ。ならば私は、自らの力でその信頼を取り戻さねばならない」

　相変わらず、清すが々すがしいほどの正義馬鹿だ。

　拍手でもしてやろうか、と俺が思うと同時に、ゼロが隣で大げさな拍手を贈る。

「お見事、お見事。見事な自己犠牲精神だ。だからこそ、我わが輩はいはこの隊の護衛についた。──一つ聞くが、隊長よ。君は教会騎士団員として、魔女である我わが輩はいに慈じ悲ひと寛かん容ようを示した事を悔いているか？　我わが輩はいのせいで兵の信頼を失ったと」

「いいや」

　ジェマの答えに迷いはなかった。

「私はあなたが我が隊の護衛についてくださった経緯を知っている。あなたは──いや、ウェニアス王国の魔女達は、教会に慈悲と寛容を示した。居心地の悪い行軍になると分かっていたのに、あなたは我らとともに北へと発たってくれた。私が悔いるとしたら、そんなあなたに敬意を払う事を、兵達に徹底できなかった私の不ふ甲が斐いなさだ」

　ジェマは改めて副隊長を見上げる。

「勘違いめされるな、レイラント副隊長。私とて、幼い頃から魔女を憎んで生きてきました。ですが過去の自分を否定するのが恐ろしいが故に変化を厭いとうほど、私は弱くはありません」

　減らず口を、と副隊長は吐き捨てるが、ゼロはその答えに満足したようだった。

「それならば、我わが輩はいも腹を決めよう。──この悪魔の招待、我わが輩はいが受ける」

「……ぁんだって？」

　思わず聞き返した。俺が。

「ちょ、ちょっと待てよ聞いてねぇぞ。それって俺も一緒って事だろ？　さすがに嫌だぞ悪魔の招待受けるなんざ！」

「では隊長を一人で行かせるか？　教会騎士団にあって魔女を信じるという困難を選択し、結果仲間から手痛い裏切りを受けようとしている隊長を？」

　俺が反論できずに黙ると、ゼロは招待状をひらひらと風に揺らし、啞あ然ぜんとしている副隊長を、器用にも下から見下ろした。

「これは取引だ、副隊長の若造よ。我わが輩はいが悪魔の招待を受け、無事に先発隊を救い出したら、黙って我わが輩はいを部隊に受け入れろ」

「神の剣つるぎたる教会騎士団が、魔女と取引などするものか」

「我わが輩はいを悪魔のもとに送り込むのは不安か？　鎖をかけて檻おりに閉じ込めておかねば、不安で夜も眠れないか。悪夢で布ふ団とんに小便を漏らすか？　教会騎士団の信仰も大した事はないな」

　副隊長の口元が固く引き結ばれ、眉み間けんの皺しわが深くなる。ゼロの挑発に乗るような性格じゃないだろうが、思うところはあるようだ。

「その血の巡りの悪い頭で考えてみろ、副隊長。貴様が見捨てた先発隊を、我わが輩はいが救い出して戻ってきたら、兵の心はどの道我わが輩はいに傾くぞ？　その時貴様が我わが輩はい達を受け入れなければ、部隊はどう割れる？　その我わが輩はいに、隊長が味方をしたら？　ノックス大聖堂に着いた時、部隊がどうなっているか見ものだな」

　先ほど副隊長がジェマに言い放った言葉を、ゼロはそのまま副隊長に投げ返す。

　しばしの沈黙を挟んで、副隊長は重々しく口を開く。

「……貴様が出て行くのを止めはしない。だが、どちらにせよ隊長には招待を受けて頂く。魔女が裏切らぬように監視する必要性を考えれば、ますます行ってもらわねば困る」

「あまり私を侮あなどられますな、副隊長殿。私は最初から、私が行くべきだと考えていた。悪魔の招待に応じる事など、少しも恐ろしくはありません」

「立派な心がけだな」

　まったくそんな事は思っちゃいない口調で、副隊長は吐き捨て、俺達に背を向けた。

「我々はこのまま、予定通り隊を率いて北を目指す。運良く生き残れたら追ってこい。その時こそ、心から貴様を隊長と呼んでやる」
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「あーあぁ。本当に置いて行っちまいやがった。冷酷なもんだねぇ」

　土煙を上げて遠ざかっていく教会騎士団を見送りつつ、バルセルが呆あきれとも嘆きともつかない声でぼやいた。

「我わが輩はいの愛いとしきボロ馬車まで取り上げる事はないではないか……七日かけて最高の寝心地にしたというのに」

「馬も馬車も貴重品だ、しょうがねえよ。副隊長からしたら、俺達に英雄的凱がい旋せんを果たされたくはないだろうしな」

　温情でいくらかの食料を分けてはもらえたが、実質、副隊長のジジイに謀む反ほんを起こされ、隊長であるジェマが部隊から切り離された形だ。

　もちろんジェマが抵抗すれば部隊に残れただろうが、その場合、隊の分裂を恐れた副隊長が、ジェマを暗殺しかねない。

　隊長が部隊にとって有害だと判断されたら、下から寝首をかかれるのが軍隊だ。

「すまない……我々のいざこざに巻き込む形になってしまって」

「別にお前さんが謝る事じゃねえよ。そもそも、俺が巻き込まれたのはお前さんにじゃなくて、こっちの魔女に、だ。──なあ魔女」

「うむ。我わが輩はい達が君についたのは、その方が我わが輩はい達にとっても有益だからだ」

　嫌味のつもりで言ったんだが、ゼロはまったく悪びれる様子もなく頷うなずいた。

「バルセルも。──無理についてこなくてよかったんだぞ……？」

「あたしは人生をかけて隊長にお仕えしてるんです。隊長が嫌と言ったって、無理にでもついていくに決まってるじゃないですか。それに悪魔の領地なんて不気味な場所じゃあ、魔女殿と一緒にいるのが一番安全ですからね」

　へへへと笑って、バルセルは教会騎士団らしからぬ本音を口にする。

「でなきゃ、隊長が部隊を離れるのを了承したりしませんよ。本当なら、このまま隊長を連れてウェニアスまで戻りたいくらいなんですが……」

「わ、私は仲間を救い出すまで、逃げたりはしないぞ……！」

「ええ、まあ、はい。ですよね。分かってます」

　そもそも、ウェニアスに逃げ帰ろうにも、後退禁止の悪魔の緑りよく門もんがそれを許しちゃくれないだろう。

　ジェマとバルセルの二人きりで、無事にウェニアス王国にたどり着けるとは思えないし、さすがにウェニアスまで二人を送り届けてやるほど俺達もお人ひと好よしじゃない。

「それで、ゼロ殿」

　ジェマはゼロに首を向けた。

「いきなり頼ってしまって申し訳ないが……どこに向かえばいい？　招待状にも、詳細な場所は書かれていなかったが……」

「先発隊の蹄ひづめの後を追えば分かるんじゃねえか？」

「あ、そうか……」

　ジェマの話によれば、先発隊は五人で、全員騎き乗じようしていた。

　戻ってきたのは一人。という事は、四頭分の馬の蹄ひづめが、街道から外れてあらぬ方向に進んでいる事になる。

「幸い、この辺は往来が激しいってわけでもなさそうだしな」

　俺は人っ子一人見当たらない、寂しいばかりの平野を見回して軽口を叩たたいた。

　往来も何も、ここに至るまでの七日間で、生きてる人間は一度も見かけなかった。

　通過する村は焼け落ち、外壁のある町も完全な廃はい墟きよ。北部の人間は全滅か……それともどこかに隠れているか。

　なんにせよ、ぞっとする光景だ。

　各町の聖堂なりをしらみ潰しに探せば生存者の一人や二人は見つかりそうだが、その人手も時間もない。

　できる事と言えば、せいぜい人目につきそうな場所に「ウェニアスに向かえ」って伝言を残して回るくらいで、大陸各地に散った教会騎士団はその任務も担になっている。

　大陸には大聖堂が七つあるが、北部にあるのはそのうち三つ。北部の主要港であるアダク大聖堂と、サングィス北大聖堂と、副隊長のクソジジイが現在目指してるノックス大聖堂だ。

　教会の歴史は北から始まる。

　祭さい壇だんと呼ばれる北の島で始まり、大陸最北端に建てられたノックス大聖堂を拠点として世界中に広がっていった。

　というのは、街道の左右に分かれ、馬の蹄ひづめを探しながらジェマが語った教会の歴史だ。

「その教会の始まりの地に悪魔が集結しているというのは、皮肉と言うしかないが……」

「あ、蹄ひづめ」

　しんみりと呟つぶやいたジェマの言葉にかぶせる感じで、バルセルが声を上げた。

　その視線の先には、確かに東に向かって続く馬の蹄ひづめの跡がある。

　俺は周囲の景色を見回した。

　森は少なく、起伏もなく、平らな地面に針葉樹がまばらに生えている。景色の終わりには頂上に雪をかぶった山々が連なり、なんと言うかこう……のどかだ。

　悪魔の領地と言ってはみても、こうして見る景色は何の変哲も──。

「……なんだありゃ？」

　俺は平原のど真ん中にぽつんと突っ立っている、人影らしきものを指さした。

　先発隊も、道中であれに気づいたんだろう。蹄ひづめの跡がまっすぐそちらに向かってる。

「動かないところを見ると……立札……ではないか？」

　とジェマが首を傾かしげ、

「なんで、あんなに道から外れた場所に？」

　とバルセルが顔を顰しかめる。

　とりあえず少し近づいてみて、それが見た目よりもかなり遠くにある事に気づいた。──つまり、予想していたよりデカイ。

　人影に見えたものは見上げるほどの高さがあって、しかもどうやら、道しるべとして機能しているらしい。

　その事が分かるところまで近づくと、道しるべの材質がなんなのかを察するのに時間は必要なかった。

「……この土地のご領主様は、人間の体でものを作るのがお好きらしいな」

　俺は吐き捨てた。

　色とりどりの服を着た人間が、五人縦に重なっていた。巨大な杭くいを人間のケツから頭まで貫通させて、五人連ねて道に突き刺してある。

「引き返すなら今だぞ、隊長さん」

「わ、私を見くびるな。このくらい平気だ」

　これを〝道しるべ〟だと判断したのは、串刺しにされた死体達が一様に一つの方向を指しているからだ。

「あちらの方向には何があるのだ？」

「ちょっと待ってください。近隣の地図を備品から失敬してきたんです」

　ゼロに聞かれて、バルセルは地図を広げた。

　ウェニアス王国から、街道を進んで七日間──地形から考えるに、アウトライン平原の辺りだろう。山の稜りよう線せんをもとに現在地に当たりを付け、そこから人間道しるべが示している方向に指を滑らせると、歩いて四日ほどの距離に砦とりでの印が書き込んである。

　紋章は〝燃える本〟──届いた手紙と同じ紋章だ。

「ニ、エ、ドラ……砦とりで……？」

　俺が紋章の下に書き込まれた文字を読み上げると、バルセルが「ああ！」と声を上げた。

「ニエドラ砦とりでの〈禁書館〉！　金貨の方が有名だからうっかりしてましたが……〝燃える本〟の紋章っつったらニエドラ砦とりでで間違いない」

「〈禁書館〉？」

　ゼロが問い返すと、バルセルは表情を険しくする。

「いえ、一部の教会関係者の間では有名な話なんですが……ニエドラ砦とりでの城主は代々無類の本好きで、世界中のありとあらゆる本を集めてるんです」

　何？　とジェマが不思議そうに聞き返した。

「私は聞いた事がないぞ、そんな話」

「ええ、ですから〝一部の教会関係者〟しか知らない話で……ニエドラ砦とりでの城主は、希少な本ほど集めたがる。だから教会が何かを禁書に指定すると、どこからか使者がすっとんできて、必ず一冊はニエドラ砦とりでに置くんです。で、ついた異名が〈禁書館〉と」

「そんなもん、よく教会に焼き払われなかったな……一歩間違えば反逆行為じゃねえか」

「ほら、禁じた本を読みたくなる事だってあるでしょう？　けど邪悪な本を教会の蔵書に加えたくはないと」

　なるほど、必要悪か。

　ちなみに、本ってのは手書きで複製される事で増えていく。それが写本だ。

　商人は原書を書いた人間に金を払って写本を作らせてもらい、その写本を売って儲もうけるわけだ。

　人気の本ともなれば、あちこちの商人が写本を作りたがり、職人の奪い合いになるほどだ。

　でもってその本が教会の目に留まり、〝広めるべき作品〟と判断されると、教会が開発した印刷機で凄すさまじい数の写本が作られ、世界中に広められる。

　原書を書いた人間には大金が入り、それで一生安あん泰たいだ。

　逆に教会が〝悪あしき本〟と判断すれば禁書として扱われ、原書を含む全ての本が焼き払われる。原書を書いた人間は、悪くすると死罪だ。

　とすると、〈禁書館〉は世界に一冊しかない特別な本の宝庫って事になる。

　教会の人間も、さすがにそれを焼き払うのは惜しかったか。

「何より、ニエドラ砦とりではでかい金脈を持ってる上に、純度の高い金を生成する技術を先祖代々受け継いでる。そこで作られる金貨がニエドラ金貨──ご存知の通り、世界で最も価値ある金貨です。教会が支払いをニエドラ金貨でする事は有名でしょう？」

　そうなのか？　とゼロは俺を見上げ、聞いた事はあるな、と俺はゼロに頷うなずく。

「教会は〈禁書館〉を見逃す代わりに、毎年ニエドラ砦とりでから多額の献金を受け取ってるんです。だからニエドラ金貨で支払いができる」

「なるほどねぇ」

　つまり〈禁書館〉は、教会の従順な金庫番といったところか。攻め滅ぼして下手な城主を置くよりは、反乱の心配がない本の虫に管理させておいた方が安全だって判断だろう。教会も金庫は守りたいから、砦とりでそのものにさしたる軍事力がなくても攻め滅ぼされなかったわけだ。

「そうは言っても、まあ表立って歓迎できる話じゃない。だからニエドラ砦とりでへの道は五十年以上前に教会が閉鎖して、場所も地図には載せなかった」

「載っているではないか」

　ゼロは地図を指さした。

「これは教会騎士団保有の地図ですんで、世の中に出回ってる地図とは違うんでさ。しかし道を閉鎖したからって、ニエドラ砦とりでの禁書集めは終わらなかったし、どうにかしてニエドラ砦とりでを見つけ出して本を売りつける商魂たくましい連中も後を絶たなかった。一説によると、ニエドラ砦とりでの蔵書数は、禁書だけで教会に比ひ肩けんするとも言われています」

　ふうん、とゼロは気のない声を上げながら、にわかに歩く速度を上げた。俺はその襟えり首くびをがっと摑つかんで引き戻し、無言で肩に担かつぎ上あげる。

「何をするのだ」

「今のお前に〝歩調を合わせろ〟つっても無駄そうだと思ってな」

「なかなかの観察眼だ。さすが傭よう兵へいだな。我わが輩はい、ヘタをするとその〈禁書館〉に百年間引きこもりそうだ」

　ゼロの言葉に、バルセルは声を上げて笑い出した。

「残念ながら、魔女殿が楽しめるような禁書なんてほとんどないと思いやすよ。教会が禁書に指定するほど人気が出る本なんざ、そのほとんどが、いわゆるエロ本の類ですんで」

　ぐふ、とジェマが咳せき込こんだ。

　見ると耳まで真っ赤になって、「え、エロ本なんて下品な言葉を使うな」と小さな声でバルセルを叱しつ責せきしている。しかしゼロは、それでも〈禁書館〉に対する興味を失っていないらしく、早く歩けと俺の事をせっついた。

「人間の欲望を綴つづった禁書を集めた砦とりでに、悪魔が巣食って教会騎士団を招待する──なかなかに詩的ではないか。何が待ち受けているか──我わが輩はい、少しばかり楽しみだ」




　人間道しるべは等間隔に配置されているらしく、道を失いそうになると異様な存在感を示して俺達の前に現れた。

　道しるべに沿って歩くと、ご丁寧に水場まで経由させてくれたのは、細やかなお心遣い痛み入ると言いたいほどだ。

　平原を二日歩き、野宿して翌朝──半日歩いて午後を過ぎると、空から白いものがハラハラと落ちてきた。

「……雪？」

　ジェマは手袋を外して腕を伸ばし、指に落ちてきた白いものをこすってみる。

「灰だ」

「火山があるようには見えねぇが……」

「溶よう鉱こう炉ろですよ」

　バルセルが答えた。

「金きん鉱こう石せきを溶かすニエドラ砦とりでの溶鉱炉は、一度も火を絶やした事がないそうです」

「燃料はなんなのだ？」

「さぁ、そこまでは……城主の本への情熱とかじゃないですかね」

　面白くもない冗談を口にして、バルセルは一人で笑った。

　空を見上げると、灰は後から後から降ってくる。進むほどにその勢いは増し、俺達は口と鼻を布で覆い、降りしきる灰の中をまた一日歩いた。

　そして四日目。

「……おい、あれ」

　灰色の景色の中に、何本目か知れない人間道しるべが浮かび上がり──その根元で、誰かが俺達を待っていた。

「敵か？」

「いいや……だが魔女──いや、魔法使いだ」

「何!?」

　という事は、もと〈ゼロの魔術師団〉か〈不完全なる数字セストウム〉か──どちらにせよ、ろくなもんじゃなさそうだ。

　ゼロが俺の肩から飛び降り、ジェマとバルセルを下がらせる。

　同時に、俺は剣に手をやった。

　バルセルはとっくに弓を構えているし、ジェマも遅れて斧おのを握る。

　ゼロは懐ふところから招待状を取り出し、封筒ごと地面に投げた。

「招待を受け、馳はせ参さんじた。教会騎士団ノックス遠征隊長および、その従卒バルセル。護衛の魔女と、獣の戦士」

「ええ──見ていました」

　返事があった。

　地面に落ちた招待状はひとりでに魔女の足元まで這はっていき、魔女はそれを拾い上げる。

「館長は大勢でいらっしゃる事を期待しておりましたが──」

　館長？　と俺達が疑問に思うのと同時に、バルセルがそっと口を開いた。

「ニエドラ砦とりでの城主は、代々館長と呼ばれるそうです。〈禁書館〉のあだ名が気に入ってるらしくて……」

　では、とジェマが安あん堵どの笑みを浮かべかける。

「城主はまだ生きているのか？」

「さぁて……招待状を送ってきた状況を考えると、あまり期待はできないでしょう。我々に届いた招待状の封ふう蠟ろうは、ニエドラ砦とりでの紋章だったわけですから……」

　ジェマは唸うなった。

　笑みを浮かべかけた表情を引き締め、正面から魔女を見る。

「我々には果たすべき任務がある！　しかし非礼なきよう、隊長である私が招待に応じた！　それでは不服と申されるか！」

　ジェマが力強く声を張り上げると、魔女はその場でうやうやしく腰を折る。

「長旅お疲れ様でした。私の事は、どうぞ司書とお呼び下さい」
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　稀き代だいの芸術家が人間の骨で門を作ったら、たぶんこうなる。

　そんな感じの門だった。

　綺き麗れいに形が残った頭ず蓋がい骨こつや、心臓のかわりに赤い宝石を埋め込んだ肋ろつ骨こつ、芸術的な曲線を描く背骨に、真っ白な大だい腿たい骨こつ。

　それらの骨が複雑に絡からみ合あった門を「見事だ」と表現したくなる理由は分からない。

　ただ、この門から感じられる凄すさまじい執念──それが悪意ではなく愛情だと思わせる何かが、この門には確かにあった。

　思えば人間道しるべもそうだった。あの死体はどれも腐敗していなかったし、服も高級なものを着せていた。力任せに串刺しにしたというより、昆虫の収集家が丁寧に虫を針で留とめたような印象が近いだろう。

「しょ……正直な事を言っていいだろうか、獣の傭よう兵へい」

　ジェマがゴクリと息を吞のんだ。俺は頷うなずき、下手クソな笑みを浮かべてみせる。

「たぶん同じ意見だろうよ。同時に言うか？　隊長さん」

「ああ──さすがに、引き返したくなってきた」

　俺とジェマと、ついでにバルセルの声が重なった。

　ゼロはそんな俺達を見て疎そ外がい感かんを抱いだいたのか、「我わが輩はいも混ざるからもう一度」とか言い出したが、こいつが帰りたいと思っていないのは明白だ。

　迎えに現れた司書は何も語らず、降りしきる灰の中を進む。司書が近づくと、見上げんばかりの巨大な門が、音も立てずに滑なめらかに開いた。

　足を踏み入れて俺達は、しばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くす事になる。

「クソったれが……どうなってんだこいつぁ……！」

　バルセルが思わずそんな罵ののしり声ごえを上げるほど、それは異常な光景だった。

　灰色の世界を行き来する、無数の人間。

　家々から上がる料理の煙に、子供達の笑い声。鉄を打つ鍛か冶じ屋やの音に、行き交う荷馬車の車輪の音。

　平和としか言い様のない光景がそこにはあった。

　ジェマが啞あ然ぜんとして、しずしずと前を歩く司書の肩を摑つかむ。

「どうなっているんだこれは！　なぜこんなに人がいる？　ここに至るまでの全ての町や村で、生き残りなど一人もいなかったというのに！」

「家を失い、拠より所どころを求めてさまよう人々を、館長がここに集めたのです」

「馬鹿な、行動が早過ぎる！　教会騎士団もようやく動き出したばかりだというのに……！」

　どうやって、と詰め寄るジェマの手をそっと振りほどいて、司書は再び歩き出した。

「お会いになれば分かります。さあ、こちらへ」

　重ねて、司書は感情のこもらない声で、含みを持たせるように言った。

「ご安心ください。館長は人間を愛しておられます」




　左右に民家が並んだ通りを抜けると、箱をずらしながら重ねたような、奇妙な形の塔が現れた。箱の大きさは上に進むにつれて小さくなっていき、その天てつ辺ぺんからはもうもうと煙が上がっている。

　どうやら、この塔が町全体に灰を降らせているらしい。

「あの……今も金貨を作ってるんで？」

「いいえ。集める本がなければ、金貨を作る意味もありませんので」

「じゃ、何を燃やしてるんだよ」

「──遺体を」

　うわぁ、聞くんじゃなかった。──という表情を浮かべたのは、何も俺だけじゃない。

　ジェマとバルセルも複雑そうに、自分の肩に降り積もっている灰をじっと見る。

「館長は、遺体が埋葬もされず、野ざらしにされているのが許せないのです。ですから、生存者を探すついでに、近隣の村や町から遺体を砦とりでに運び入れて火葬を……」

「じゃ外の芸術作品はなんだよ」

「状態のいい素材があれば、再利用するのは当然ですので」

　この時点で、俺はこの砦とりでの館長とやらにまともな感性を期待するのを諦めた。

　司書は吸い込まれるように塔に入っていき、お早くどうぞと俺達を促うながす。

　後に続いた俺達は体に積もった灰を叩たたき落おとしながら、ひとしきり塔の内部を見回す。

　なんて事のない、普通の石造りの部屋だった。

　床には赤と青の絨じゆう毯たんが敷かれ、部屋の中央のは太い柱──というより、煙突が柱としても機能している感じだ。

「……暖かいな」

　ほう、とジェマが息を吐いた。

「あのぶっとい柱が、煙突兼暖房になってるんでしょう。北部には、暖炉の煙を利用する暖房が多いんです。その燃料が人間だと思うと、あんまり居心地はよくないですがね……」

「ニエドラ砦とりでの火は、自らの力で燃え続ける」

「へ？」

　司書の言葉に、バルセルは間抜けに聞き返した。

「ニエドラ砦とりでの溶よう鉱こう炉ろはこの百年、燃料を投じずとも燃え続けています。遺体を燃料にしているわけではありません。お間違いなきよう」

　司書の言葉にバルセルは目を瞬またたき、今一つ誠意が感じられない謝罪を呟つぶやく。

「いや、失礼しました。悪気があったわけじゃ……司書さんは砦とりでにお詳しいようですが、ずっとニエドラ砦とりでに暮らしてるんで？」

「ええ……ここで生まれ育ちました」

「では、司書殿は世界を悪魔が蹂じゆう躙りんしたあの夜も、この砦とりでにいたのだな？　教えてくれ！　一体ここで何が──」

　ジェマは口を覆っている布に手をかけた。

　それを、ゼロが摑つかんでやめさせる。

「……魔女殿？」

「顔を見せるな。君は美しい」

「な、何をいきなり……！　わ、私は別にそんな……」

「客観的な事実だ。ここは悪魔の領地だ、隊長。美しさは悪魔を引き寄せる」

　突然顔を褒ほめられて恥ずかしげにしていたジェマが、その一言で硬こう直ちよくする。

　そう言えば、十三番は悪魔との契約で〝美しさ〟を差し出したと言っていた。

　俺が出会った凄すご腕うでの魔女は全員美女だったし、未熟者のアルバスだって十年もすればそうなるだろう。男のナナも見た目はよかった。

　つまり、悪魔は美び貌ぼうを好む。

　ジェマが困り果てていると、バルセルがジェマの口元を覆う布を目の下ギリギリまで引き上げ、マントのフードを深くかぶらせた。

「声も上げるな。美声もまずい。焦あせるな、隊長。まずは館長とやらの姿を見てからだ」

「──こちらへ」

　促うながされて、俺たちは塔の内壁に張り付いている石階段を昇る。

　二階に上がると鋲びようを打った頑がん丈じような木の扉があり、やはりそれもほとんど自動的に開かれた。

　どういう仕組みになっているのかと観察してみると、小さな黒い影がさっと床を走り抜けていくのが見える。

「──虫？」

「館長。招待客が到着なさいました」

　扉の裏を覗のぞき込こもうとしていた俺は、司書の声ではっとする。

　人間の気配がなかったから気を抜いていたが、顔を上げると、確かに頭からすっぽりとボロ布を纏まとった人影があった。

　人影──としか表現できないのは、男か女か判別がつかないからだ。

　館長と呼ばれたそいつは読書机にへばりつき、その周りには大量の本が壁のように積み上げられている。

　館長は手を上げて「少し待て」の合図を送り、区切りのいいところまで読み終えた本を静かに閉じた。

　顔を上げる。それでも顔が分からない。

　覆面だった。──と言っても、趣向を凝こらした芸術的なものじゃない。真っ黒に染めた継つぎ接はぎの革を被かぶっている。

「……客……招きに、応じた……嬉うれしい……」

　革の覆面の向こうで、館長はギチギチと奇妙な音を出した。あれが笑い声だとは思いたくないが、ほかの可能性はもっと考えたくない。

　館長は立ち上がる。その途端、ぼたぼたと何かが床に落ちた。

「待ってくれ冗談だろ……！」

　バルセルが喉のどを引きつらせ、背後の壁に張り付いた。

　虫だ。

　館長が立ち上がり、一歩歩くたび、その体から虫が落ち、それは再び館長の靴を這はい上あがって服の中に潜もぐり込こんでいく。

　館長の体に虫が這はっているというより、虫で体を形成していると言った方が近いだろう。しかも立ち上がった館長の体からは、手足の他に更に一対の腕が生えている。

　合計で三対六本の手足は、いかにも昆虫でございという感じだ。

　こいつが人間じゃないのは明らかで──つまり、本来のニエドラ砦とりでの館長は生きてはいないって事になる。

「なあ魔女。はっきり言って俺、今すげービビってる」

　思わずゼロに弱音を吐くと、ゼロはいつもと変わらない様子で、

「たかが虫だ」

　と不敵に言った。

　すると〝たかが虫〟の集合体がぴたりと動きを止め、ゼロを見る。──見たんだと思う。とにかく覆面をした顔がゼロに向いた。

　次の瞬間、館長はざらざらと地面に崩くずれ落おち、波が迫るような勢いでゼロに近づくと、そのすぐ正面で再び人の形をとってピタリと止まった。

　ゼロの息がかかるくらい近くに、館長の革の覆面がある。

「あ……あ……なんと、美しい……」

　館長の手が──つまり虫が詰まった手袋だ──がゼロの頰ほおに触れそうになり。俺は全身の血の気が凍る。

「触るな！　下がれ！」

　ほとんど無意識にゼロの腕を摑つかんで背後に庇かばい、剣を抜いて威い嚇かくした。

　すると館長の体を構築する虫の群れが怯おびえたようにざわめき、広がり、だがすぐに縮んでずるずると引き下がる。

「あんたの、か……その〝美〟はあんたの……なら、ワタシのにならない……あんた怒らせる、恐ろしい……ああ、惜しい……とても惜しい……」

「や、やけに素直だな……」

　拍子抜けして呟つぶやくと、こちらも少しは緊張していたらしいゼロが軽く息を吐いた。

「戦闘に長たけた悪魔ではないのやもしれん。……しかし、迂う闊かつだぞ傭よう兵へい。二度と悪魔から我わが輩はいを庇かばおうとするな。君が危険だ」

「好きでやったんじゃねえよ。体が勝手に動いたんだ……と、なんだ？」

　ジェマが俺の服を引っ張った。

　ゼロに喋しやべるなと言われているから、声を出さずにいるんだろう。何かを質問してくれと訴えているようだが……。

「あー、失礼、館長。発言しても？」

　少しこの状況に慣れたのか、ジェマの意図を察したバルセルが声を上げた。

　館長は声を上げる事はなかったが、覆面の顔をバルセルに向ける。

「なんだ……もう一人……いたか……」

　いかにも興味なさそうに言って、館長はふいとバルセルから顔を背そむける。

「不覚にもちょっと傷つきますね……」

「無理もない。普通の人間と、魔女や獣の戦士を並べれば、悪魔はどうしたって後者に意識を向ける」

　バルセルはゼロの言葉に、情けなく眉まゆ尻じりを下げた。

「あたしに興味がないのは、どっちかって言うとありがたい話なんですが……客人として扱われてるって話の、先発隊の連中を返していただきたいんですよ。それと、現在行軍中の教会騎士団の安全の確保を。我々は招きに応じた」

「……客人、町にいる……餌えさ、やった……つがい、やった……きっと、満足」

　バルセルの表情が引きつったまま固まる。

「……餌えさ？　と、つがい……？」

「応じた人間、客……守る。応じない人間……守るのは、無理……」

「そんな──ちょっと待ってください！」

「部屋と女と食事を用意しました。みなさんくつろいでいらっしゃいます。望むなら会う事もできますが、皆様もお疲れでしょう。お部屋にご案内いたします」

　バルセルが前に出ると、控えていた司書がそれを遮さえぎり、俺達に退室を促うながす。

　館長はもう俺達から興味を失ったように、ぼたぼたと虫を落としながら読書机に戻ろうとしていた。

「うわ！」

　突然ジェマが悲鳴を上げた。フードの中に虫が入り込んだらしい。

　ジェマは慌あわててフードを脱ぎ、覆面を剝はぎ取とって虫を払い落とした。

「く、首を咬かまれ──！」

「よせ、喋しやべるな！」

　ゼロが再びジェマの頭にローブをかぶせ、口を塞ふさいだが遅かった。

　読書机に戻りかけてきた館長がすっ飛んでくる。まずいと思った時にはジェマの腕は館長に摑つかまれ、フードを剝はぎ取とられていた。

　蠢うごめく虫の集合体に抱きすくめられる形になり、ジェマが声にならない悲鳴を上げる。

「は……肌の色……美しい……珍しい……黒い瞳……黒い髪……」

　革の覆面の隙間から、赤黒い舌がぬるりと這はい出だし、ジェマの頰ほおを舐なめ上あげた。

　そして、ジェマがキレた。

「この、化物があぁあぁあ！」

　女のものとは思えない、恐ろしくドスの利きいた怒号とともに、ジェマが館長に向かって斧おのを振り下ろした。それは館長の体に直撃したが、鈍く、重々しい音がしただけで、鋭い戦せん斧ぷの刃は弾はじかれる。

　硬かたい。

　だが、それで諦めるジェマではなかった。一撃目が弾はじかれても、すぐさま二撃目を振り下ろせるのが、防御を無視した片かた手て斧おの両手持ちの利点だ。

　二撃目は館長の肩に直撃し、見事に切断された腕が床に落ちる。腕と一緒に落ちた虫がウゾウゾと床を這はい回まわり、部屋の四方へ散っていく。

　凄すさまじい緊張感が部屋に走っていた。

　俺はすでに剣を抜いているし、バルセルも弓に矢をつがえている。

　だが、館長の見せた反応は怒りでも痛みでもなく、楽しげな笑いだった。

「ヒ、キヒヒ……アハ、痛い、痛い……アー、これが痛みか……ああ、褐かつ色しよくの女……気に入った、気に入った」

　笑っている間にも、ジェマが斧おので切り落とした腕がみるみるうちに新しく生えてくる。同時に虫が絡からみつき、館長はあっという間に元通りの姿になった。

「客人、休め……それから、話そう……いろいろ、話そう……楽しみ、楽しみ」

　そっと、床に落ちた館長の手に視線を下ろす。

　その黒い甲こう殻かくに覆われた、関節の多い腕は、まるで虫の足のようだった。
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　司書に案内され、塔を出て町に戻った。

　宿屋のような建物で部屋を与えられたが、部屋割りが奇妙で、俺とゼロが同室なのに、バルセルとジェマは各自個室を与えられている。

「この部屋割りは誰が決めたんだ……？」

　司書が立ち去ったあと、俺がなんとなく疑問を口にすると、木き桶おけに湯を張っていたゼロが「我わが輩はい達が決めたのだ」とわけの分からない答をよこした。

「くじ引きをした記憶はねぇがな」

「君はあの悪魔に、我わが輩はいに対する所有権を主張し、悪魔は了承した。ならば奴やつにとって、我が輩と君は〝つがい〟だ。そして隊長に手を出した時、従卒は何も言わなかった」

「ありゃ竦すくんでただけだろう」

「竦すくむのは、隊長の身より自分の身が可愛かわいいからだ」

　そう言われてしまうと、まあそうなるか。

　つっても、バルセルは打たれ弱い普通の人間だ。悪魔相手に隊長を守れってのも、さすがに酷こくな話じゃねえか？

「悪魔は隊長を欲しがっている。それを他の男と同室にするような事はしない。そういう事だ」

「悪魔が愛だの恋だのに配慮して部屋を決めたってのか？」

「奴やつは教会騎士団にも女を与えたと言っていただろう？　人間とは〝そういうものだ〟と考えているのだ。男と女は常に一組。欠けていると据すわりが悪い」

　言いながら、ゼロは服を全て脱ぎ捨てると、木き桶おけの中に体を沈めた。

「傭よう兵へい、背中を手伝ってくれ」

「なんで俺が」

「ほかに誰が？」

　いや、自分でやれよ。今までだってそうしてきただろうが。

　つーかなんでこいつは俺の前で平然と裸なんだ？

　そして俺はなんでそんなゼロを見て平然としてるんだ？

　これが慣れか。慣れって怖ぇな。

「早くするのだ。湯が冷める──君は我わが輩はいの〝つがい〟だろう？」

　催さい促そくされて、俺は溜ため息いきとともにゼロの背中に歩み寄った。

　髪についた灰を洗い流し、石せつ鹼けんを泡立てた布を背中に滑らせると、ゼロがふと顔を上げて肩ごしに振り返る。

「──と考えると、今頃従卒には、女があてがわれているやもしれないな」

　それはそれは、と俺は呟つぶやく。

「羨うらやましい限りだな」

　完璧過ぎて芸術の域に達しているゼロの背中を前に、思ってもいない感想を呟つぶやくと、ゼロがずぶ濡ぬれのまま俺の体を木き桶おけの中に引っ張り込んだ。

　頭から木き桶おけの中に突っ込んで、俺は溺おぼれかけてジタバタともがいた。

「ば……！　何しやがんだ！　殺す気か！」

「一緒に入りたいのかと思ったのだが──女をあてがわれる従卒が羨うらやましいのだろう？　今まで秘密にしてきたが、傭よう兵へいよ。実は我わが輩はいも女なのだ」

「……へえ？　そいつは初耳だ」

「嬉うれしいだろう？」

「何が？」

　むう、とゼロは不満そうに唇くちびるを尖とがらせると、バシャバシャと桶おけの湯を俺にぶっかける。

「やめろ馬鹿！　部屋が濡ぬれる！」

「自分が濡ぬれる事には頓とん着ちやくがないのだな……」

「錆さびる装備は外してあるし、俺が濡ぬれてもどうせお前が乾かすだろ？」

　俺の答に、ゼロはますます不機嫌そうな表情になっていく。

「君は本当に、我わが輩はいを便利な乾燥機としか思っていないのだな……」

「お前が俺を寝心地のいい寝床としか思ってねぇからな」

　俺が舌を出して切り返すと、ゼロは何か言いかけ、諦めたように木き桶おけから立ち上がる。

　そして、今度こそ俺をまるごと木き桶おけに叩たたき込こんだ。

　勢いよく水しぶきが上がって部屋はびしょ濡ぬれになり、当然俺も服ごとずぶ濡ぬれだ。

「……おい」

　としか、さすがに言いようがない。

　しかしゼロは唸うなる俺の不機嫌にまったく頓とん着ちやくせず、石せつ鹼けんを泡立て始めた。

「今度は我わが輩はいが君を洗ってやろうというのだ。知らなかったか？　実は我わが輩はいは、洗濯機能付きの乾燥機なのだ。極めて便利だ」

「それなら俺は、お前の寝床で椅子で運搬係だぞ。極めて便利だろう？　せいぜい気合入れて毛並みを整えろ」

　これだけ濡ぬれれば、もうやけくそだ。

　俺は木き桶おけの中で服を脱ぎ、ついでにざぶざぶと洗濯を始めた。

「──なあ魔女」

「うん」

「あれ、悪魔なんだよな？」

　司書と名乗った女に、館長と呼ばれていた虫の獣けもの堕おちだ。

「そうだろうな。名前が分からない以上、どんな能力を持つ悪魔かは分からないが……悪魔の緑りよく門もんでの出来事を考える限り、人間の記憶に関係する力を持つ悪魔だろう。虫を操っているようだが、あれは獣けもの堕おちとしての能力で、悪魔の力とは別口だ」

「悪魔が持つ力ってのは一つなのか？」

「そうだ。ゆえに魔女は、求める結果に応じて様々な悪魔を呼び出す。人探しが得意な悪魔、水を毒に変える悪魔、恋を実らせる悪魔──色々だ」

「道具かよ……」

「極めて危険である事を除けば、そうだ」

　それじゃあ、と俺は続けて質問をぶつける。

「前に、俺の体を使って悪魔を召喚した事があっただろ？　あいつは？」

「〝無〟だ」

　俺はゼロに振り向いた。

「能力がないって意味か？」

「そうとも言えるかもしれないな……しかし、極めて高位の悪魔だ。あれは独自の能力は一切持たないが、自分より位の低いあらゆる悪魔の力を行使できる。言うなれば〝なり代わり〟の能力なのだ」

「最強じゃねえか」

「そうだ。かの者の呼び名は〝名も無き悪魔の王〟──すなわち、この悪魔は魔女に名前を知られていない。そして魔女は、名前を知らない悪魔を使役できない。つまり、本来なら召喚などできない存在なのだ。それがある日、どういうわけか向こうから我わが輩はいに接触してきた」

　ははぁ、と俺はただただ感嘆の息を吐く。

「よく分からねぇが……お前が凄すごい事はよく分かった」

「それが分かれば上出来だ」

　くつくつと笑って、ゼロは俺の頭に濁にごった湯をぶっかけた。
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　ゼロと傭よう兵へいが、付き合いたての恋人同士のように──あるいは家畜とその主人のように──睦むつまじく体を洗い合っているまさにその時、バルセルの部屋にはゼロの予想通り、一人の少女が来訪していた。

　ゼロと同じく湯を浴びて体を清め、人心地ついたまさにその時、戸を叩たたく音に応じて扉を開けると、バルセルの年齢の半分程度にしか見えない可か憐れんな少女が立っていた。

　ほっそりとした体に、白い肌、愛らしいそばかすに、柔らかく二つに結んだ亜麻色の髪。手入れの行き届いた柔らかそうな指先と爪を見るに、裕福な家庭の出だろう。不安げに背を丸めてはいるが、立っているだけで育ちの良さがにじみ出ている。

　そんな少女が震える声で、

「あ……あなたが私のつがいだと聞きました」

　と言う。

　バルセルの脳は一瞬その言葉を理解するのを放棄した。
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「……つがいって、意味分かっておっしゃってます？　お嬢さん」

　放棄ついでに、その意味を問うてみる。

　少女は頰ほおを赤らめ──れば良かったのだが青ざめて、はい、と弱々しく頷うなずいた。

　なるほど、これは本格的に〝分かっている〟ようだ。

　バルセルは扉から身を乗り出し、廊下の左右を確認する。どこかに女ぜ衒げんでもいるのかと思ったが、そういうわけでもなさそうだ。

「誰に言われてここに？」

「館長に……」

「じゃ館長にお伝えください。あたしは教会騎士団に身を捧ささげてますし、禁欲の誓いを立ててます。女の世話はいらねぇし、いるとしても、もう十歳は年食ってて欲しいなって」

「わ、私ではご不満ですか？」

　少女の目に絶望が宿った。

　おっと、これはとバルセルは口を閉ざす。──追い返すとまずい案件、というのが世の中にはある。このままバルセルが少女を帰せば、この少女はまずい立場に立たされる。

　だからと言って、館長の思惑通りに手を出せるものではない。

「……お嬢さん、お名前は？」

「ミナです」

「生まれた時からこの町にいるんです？」

「はい」

「他の人達も？」

　ミナは首を左右に振る。

「昔は、人なんてほとんどいなかったんです。でも、あの夜からどんどん増え始めて……館長が人を集めてるんです。もっと小さな砦とりでだったのに、今はまるでお城みたい」

　ははーん、とバルセルは無ぶ精しよう髭ひげの顎あごを撫なでた。

　つがいうんぬんは別として、この少女は砦とりでの過去を知っている。何も分からない現状においては、素晴らしい情報源のように思われた。

　バルセルはニッコリとミナに笑いかける。

「ミナさん、ちょっとおじさんといいところに行きましょっか」

「──バルセル？」

　凍りついたようなジェマの声が、ミナの背後からバルセルに飛んだ。

　顔を上げると、明らかに何かを誤解した表情のジェマが絶望の目で立っている。

　まるで頃合を見計らったような登場に、バルセルは青ざめた。

「隊長、これは違うんですよ？　あたしはミナさんにこの町についての情報を伺うかがおうとですね、思ってですね……あ、ちょっと隊長!?」

　バルセルの言い訳を最後まで聞かず、ジェマはくるりと踵きびすを返し、つかつかと自分の部屋に戻っていく。

　叩たたきつけるように閉められた扉の音に肩を竦すくめ、バルセルはあちゃあ、と額を押さえた。
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　それぞれの部屋で湯を浴びたら、ゼロの部屋に集合するという話になっていた。

　だから手早く湯を浴びて、部屋までバルセルを迎えに行ったのに、バルセルはあんなに幼い少女を自室に連れ込もうとしていた。

　その光景があまりに信じられなくて、現実逃避のように逃げてきてしまった。

　わけもなく窓辺に立って、多くの人が行き来する往来を見下ろす。

　この光景もまた、信じられなかった。ウェニアス王国を出てからずっと、死体と廃はい墟きよばかりが目に付いた。

　ノックス大聖堂に生き残りがいるのか不安に思いさえしたが、皮肉にも、この町のおかげで希望を取り戻せた。

　──けれど。

「……笑ってる」

　子供の笑い声が聞こえてきて、ジェマは顔を顰しかめた。

　連れ去られた先発隊。

　人間で作られた道しるべ。

　骨の門。

　不気味な館長──悪魔。

　それらを総合すれば、この町を表現すべき言葉は「地獄」であるはずだ。

　だが子供がはしゃぎ、笑える世界を地獄とは呼ばない。壊れていない建物に、柔らかなベッド、清潔な水に、熱いお湯──。

「──あ」

　ジェマは身を乗り出した。すぐさま廊下へと飛び出す。と同時に、今まさに部屋の戸を叩たたこうとしていたバルセルにぶつかって、ジェマは軽くよろけた。

「た、隊長？　そんなに慌あわてて一体──」

「先発隊だ！　追いかけるぞ、ついてこい！」

　鋭く命じて、ジェマは宿を飛び出した。

　先発隊として送り込んだ教会騎士団員──そのうち一人が歩いているのが、窓から見えた。危険な任務に送り出した五人の顔を、ジェマははっきりと覚えている。

　バルセルもすぐに状況を察して、ジェマに続いて走り出す。

「こっちだ！」

　降りしきる灰で霞かすむ視界の中、背中を丸めて歩く男を見つけ、ジェマは声を上げた。

「止まれ！　私だ！　教会騎士団の──！」

　丸まった男の背筋がピンと伸び、まさか、というように振り返る。

　背の低い瘦やせ型がたの若者で、馬の扱いに長たけている事から先発隊として選出した。男はジェマの姿を見るなり目を見開き、馬の尻尾のように結んだ後ろ髪をなびかせながら駆け寄ってくる。

「ジェマ隊長！　どうしてここに──」

「決まっているだろう、お前達を助けにきたんだ！　他のみんなは？」

「全員無事です。──ホーディーは？」

　先発隊は全部で五人。連れ去られたのは四人で、戻ったのは一人──ホーディーは戻ってきた兵の名だ。

「無事だ。大きな怪け我がもなく、今は本隊にいる」

　男は胸をなでおろした。

「よかった……それだけが心配で……ですが、隊長が直々に救出にきてくださるなんて」

「当然じゃないか！　お前達を先発隊に選んだのは私だ。当然私が助けにくる」

　男は微笑ほほえんで、しかしすぐに苦い表情を浮かべた。

「……館長には？」

「先ほど会った。着いたばかりなんだ」

「それじゃあ、まだつがいは──」

　反応したバルセルに、ジェマは振り返る。

「さっきの少女か？」

「ええ、館長に送り込まれてきたんです。何かここの情報を得られるかと思いまして、とりあえずそばに置いておこうかと」

　そういう事だったのか、とジェマは安あん堵どした。同時に、館長が〝客につがいを与えた〟と発言していた事を思い出す。

「では、お前も……？」

「……こちらへ。往来ではなんですので、我が家にご案内いたします」

　ジェマは戸惑ったが、男は背を向けて歩き出した。

　バルセルに促うながされ、ジェマはその後ろをついて歩く。

　大通りから路地裏に入ると、三階建ての民家が道の左右にごたごたと連なっている。そのうちの一軒に、男はジェマ達を案内した。

　そして、

「あんた！」

　女に出迎えられる。

　ジェマは面食らった。女は男に駆け寄って、戸惑いがちにその頰ほおにキスをする。

　まさか、とジェマは女と男を交互に見た。

「結婚……したのか……？」

　男は頷うなずいた。とても幸福そうには見えない顔で。

「館長に送り込まれてきた彼女を妻に迎えました……昨日の話です」

「なぜそんな馬鹿な事を！」

「助けがくるとは思わなかったのです！　ならばこの町の決まりに従わねば……あの副隊長が、たった四人のために兵をさくとは、とても……」

「隊長は私だ！　副隊長がどうだろうと、私は誰一人見捨てたりしない！」

　男は目を見開き、項うな垂だれる。

　──ここまで、兵に信用がなかったか。

　ジェマはイライラと手袋を嚙かんだ。では、ほかの三人も妻を娶めとっているのだろうか。

　こうして家を与えられ、この町に暮らすようにと。

「……逃げようとは思わなかったんで？」

　バルセルは問うた。責めるようではなく、純粋な疑問というような口調に、男は少しだけ緊張を和らげる。

　座るようにと促うながされたが、ジェマとバルセルは遠慮した。──長居をする気はない。

「館長は、全てを見通す目を持っています。我々がどこからきて、どこに行くつもりかも知っていた。部隊の規模や、隊長の名前まで。逃げる事はできませんし、俺が逃げたら、つがいに選ばれた彼女が罰せられる」

「罰だと？」

　ジェマは女を見た。

　女は怯おびえた目をして、夫の腕にしがみつく。

「この町じゃ、館長が絶対なの。館長が司書を使って人を集めて、仕事を割り振って、つがいを決める。そのつがいに逃げられたりしたら、あたしの責任って事になる！　あの門を見たでしょ？　逆らったらあれの一部にされる。そうでなくても、ここを追い出されたら……」

　行くあてもなく、悪魔や獣に怯おびえながら、ただ死を待つ事になるだろう。

　この町にいて、館長の命令を聞いてさえいれば、衣食住と命の安全は保証されているというわけだ。

「ほかの三人もそうです。館長に妻を与えられました。せっかく助けにきていただいて、心苦しいのですが……彼女達を見捨てては逃げられません」

「なら、一緒に連れてきゃいいでしょう」

　男は首を左右に振った。

「妻には家族や友人がいます。この短期間で、俺にも友人ができました……彼らを置いては行けないし、連れて行くには危険過ぎる。ここを出たら、館長は他の悪魔から俺達を守ってはくれません。それに……奇妙に聞こえるかもしれませんが、隊長」

　男は微妙な笑みを浮かべてみせた。

　ジェマに安心を与えようとするような、どうにか言い聞かせようとするような、そんな笑みだ。

「館長は人間を愛しています」
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「館長は人間を愛している……ねえ。司書もそんな事言ってたけどよ」

　ジェマとバルセルが持ち帰ってきた話を聞いて、俺は溜ため息いきを吐ついた。

　なんと言うか、悪魔に上手い事懐かい柔じゆうされたって感じだろう。

　無理やり連れ去られはしたが、安全な住すみ処かと女をあてがわれ、その女に情が移り、逃げるに逃げられなくなったというわけだ。

「で、俺達も同じように懐柔しようと、下したっ端ぱのつがいとして、このガキが送り込まれてきたわけだ」

「あ……」

　不機嫌な俺の視線を受けて、ミナと名乗ったガキは行儀よく頭を下げた。意外と肝きもが据すわってるな……と思ったが、館長の見てくれに比べりゃ俺なんてマシな方か……。

「しかし、妙だな。悪魔の緑りよく門もんでの一件で、てっきり館長の能力は記憶に関係するものだと思っていたが……全てを見通す目を持っているだと？」

「獣けもの堕おちとしての能力じゃねえのか？　チビもネズミを使って情報集めてただろう」

　いや、とゼロは左右に首を振る。

「虫の言葉が理解できるからと言って、我わが輩はい達がどこからきて、どういう目的で、どこに向かうかまで分かるとは考えにくい。虫が人間の言葉を聞いて、その作戦を理解できるか？　ネズミのとて、仲間から聞き出せる情報はせいぜい〝この臭においの人間がこっちにいる〟という程度のものだった。──少女よ。君は館長についてどの程度知っている？」

「あんまり、よくは……姉さまが、館長には近づいちゃダメだって……」

「賢い姉だな。今はどこに？」

　ミナは首を左右に振った。

「姉さまはいつも、砦とりでの外にいるんです。特別な仕事があるから……」

「特別な仕事……？」

「人を集めてくるんです。砦とりでの外は危ないから、安全なこの砦とりでに……」

　あ、と思わず声を上げた。俺以外の全員も気づいたようで、全員がはっとしてミナを見る。

「君の姉は──あの司書か！」

　あ、と今度はミナの方が声を上げる。

「そっか。皆さんも姉さまに連れてきてもらったんですよね。じゃあ、姉さまも砦とりでに戻って……？」

「そのはずだ。我わが輩はい達が砦とりでに着いたのは今日の今日だからな」

　ミナの表情がぱっと華はなやぎ、思わずといったふうに立ち上がる。

　だがすぐに自分の立場を思い出し、力なく座り直した。

「前から……世界がこうなる前から、姉さまは大陸中を飛び回っていました。本を集める仕事をしてたんです。砦とりでには、数ヶ月に一回だけ戻ってくる感じで……」

「はーん。それで〝司書〟って名乗ったわけか。それがなんで人間集めなんか」

「あの……館長がそうしろって……私は姉さまに危ない目にあって欲しくないから、行かないでって言ったんですけど、姉さまは〝それが仕事だから〟って」

　どう考えても、人間集めは司書の仕事じゃないと思うんだが……。

　まあ、ゼロが言うにはあの司書は魔法使いだ。砦とりでの外に出かけて行けるのは、この砦とりでじゃ館長と司書くらいのもんだろう。

　なんで魔法使いがこの砦とりでにいて、なんで館長を名乗る悪魔に仕えているのかは、謎と言うしかないが……。

「私が〝もっと姉さまと一緒にいたい〟と言ったら、姉さまが出かけた時に、館長が私のところにきたんです。私が誰かとつがいになって子供を産んだら、姉さまはもう遠くに行かなくてもよくなるって……」

「なんでお前さんが誰かと結婚すると、司書の仕事がなくなるんだ？」

「分かりません。でも、館長はそうだって……だから、私……」

　冷静に見えたミナの瞳から、うっかりしたように涙がこぼれた。

　あ、とミナは声を上げ、慌あわててごしごしと目元を拭ぬぐう。ジェマはそんないたいけな少女の様子にたまりかねたように、ミナの体を抱き寄せた。

「大丈夫だから、泣かないで。あなたは好きでもない人と結婚したりしなくていいの。私達と一緒においで。教会騎士団が守ってあげるし、ウェニアス王国に行けば、悪魔に襲われる心配もないの。ここよりずっと安全だから……」

　ミナは目を見開いた。

「……ニエドラ砦とりで以外にも、安全なところがあるんですか……？　本当に？」

「神に誓って。ここが嫌なら、一緒に行きましょう。もちろん、あなたのお姉さんも」

　ミナの表情に希望が溢あふれた。だがそれも一瞬で、すぐにしおしおと俯うつむいてしまう。

「無理です、そんなの」

「なぜそう思うの？」

「館長には、なんでも分かってしまうんです。ここで私が何を言ったかも、きっと砦とりでから見ています。私がウェニアスに行くなんて言ったら、姉さまはきっと館長から罰を受ける。そんなの絶対ダメなんです」

　自分が逃げたら、大切な誰かが罰を受ける──それは教会騎士団の連中と同じ言い分だった。ふうむ、とゼロは気難しげに顎あごを撫なでる。

「館長は人間を愛している……か。寄よる辺べをなくした人々を砦とりでに集めて安全を確保し、それでいて砦とりでから出て行く事をよしとしない。愛というより、これは……」

「領主と領民って感じですね。──しかもかなり古い制度を踏とう襲しゆうしてる」

　バルセルの言葉に、俺達は天井を仰いだり、肩を落としたり、目頭を押さえたりと、思い思いに暗あん澹たんたる気持ちを表現した。

　領地の運営には、とにかく人手が必要だ。

　田畑を耕す農民に、貨か幣へいを集めてくる商人。城の建造維持をする大工も必要だし、領主の身の回りの世話をする召使に、税金を納める町人などなど。

　人が入ってくる分には構わないが、土地を離れられると非常に困る。そこで領主は、あの手この手で民を領地に縛り付けた。

　まさにこのニエドラ砦とりでで、かき集めてきた人間を縛り付けているように。

「幸い、領民への虐ぎやく待たいはないようですが……館長が〝領地運営〟をしようとしてるなら、ここの住民を全員ウェニアス王国へ──なんて話は問答無用で拒否されるでしょう」

「つーか、俺らを砦とりでから出してくれるかどうかも怪しいぞ」

　部屋の空気が重苦しくなってきたのを察して、バルセルが軽く手を叩たたいて立ち上がった。

「まあ──うだうだと考えてみたところで、どうしようもありません。とりあえす、ミナさんはあたしの部屋で寝泊りしてください。このままノコノコと自分の家に戻っちまうわけにはいかんのでしょう？」

「あ、でも……どうせ館長には全部……」

「バレちまうんでしょう？　だったら余計にだ。教会騎士団としても、ミナさんをこのまま帰すわけにはいかんのですわ。あたしは隊長と同室で大丈夫ですんで……ねえ、隊長」

「長い軍隊生活だ。男と同室になるくらい、今更わけもない」

　ジェマの言葉に、緊張で震えていたミナに少しだけ笑顔が戻る。

　ぎゅっとジェマの首にしがみつき、ありがとう、と囁ささやいた。

「少女の相手は隊長が適任のようだな。その子を従卒の部屋に連れていってやってくれ。眠るまで、手を握っていてやるといい」

「引き受けよう」

　ゼロに促うながされて、ジェマはミナの手を引いて立ち上がった。二人が部屋を出て、足音が遠ざかり始めてから、ゼロは再び口を開く。

「しかし、我わが輩はいも少々驚いた。まさか本当に、お互いの感情などお構いなしに、館長の意思でつがいにさせられるとは……」

「あたしも正直ぞっとしましたよ。家畜の繁はん殖しよくじゃねぇんだからって」

「家畜……か。その表現はなかなか的を射いているぞ、従卒よ」

「そりゃ……あまり射いたくはない的でしたね」

　弓兵らしい切り返しだ。状況がもう少し和やかだったら、笑ってるところだ。

　ゼロは話を続ける。

「館長は人間を愛している──それは事実なのだろう。館長は人間を丁寧に扱っているし、他の悪魔から守ってもいるようだ。生きている人間をこの砦とりでに集め、繁はん殖しよくさせ、増やすつもりなのだろう」

「増やしてどうする？　食うのか？」

「愛あい玩がんするのだ。生いけ簀すを泳ぐ魚のようにな」

「あぁー！　チクショウ、理解できちまった」

　忌いま々いましげに叫んで、バルセルが髪を搔かき乱みだした。

「……隊長のお父上は鹿が好きでした。牡お鹿じかの角が芸術的だと言って……森で鹿を殺してはその首を広間に飾ったし、肉も食った。庭で飼育もした。あの悪魔にとって人間は、そういう対象って事でしょう？」

　人間が好きだからこそ、人間を素材にして何かを作る。その考え方は人間そっくりで、共感できるせいでよりいっそう気分が悪い。

「あの悪魔は、明らかに〝人間〟を模も倣ほうしている。保護の名目で人間を集め、領主を名乗って手元で飼育し、そうかと思えば我わが輩はい達に招待状を送って客として呼び寄せる。一貫性がないよう見えるが、これが〝人間〟という種族の真ま似ねだと考えれば合点がいく」

　ふむと、自分で自分の言葉に頷うなずいて、ゼロは立ち上がった。

「少しばかり、司書と話す必要がありそうだな。妹の口ぶりから察するに、悪魔に心しん酔すいしている部類の魔女ではなさそうだ。館長の手前、簡単には口を割らないだろうが……妹を使えば少しは優位に立てるだろう」

　いかにも魔女らしい邪悪な笑みを浮かべたゼロに、バルセルが「非人道的な行いはやめてくださいよ」と懇こん願がんする。

「──あん？」

　廊下に出た瞬間、俺は違和感に足を止めた。

　すんすんと鼻を蠢うごめかせ、違和感はますます強くなる。

「どうした、傭よう兵へい」

「いや、隊長さんとお嬢ちゃんの臭においが……」

　俺は鼻の頭に皺しわを寄せ、二人がいるはずの部屋の扉を開けた。

「二人がいない……どころか、部屋に戻ってすらいねぇぞ」

「なんですって!?」

　バルセルは声を上げ、宿の外に飛び出した。降りしきる灰は、人影も臭においもこの町から消していく。

　二人で気分転換に散歩にでも出かけたか？　だとしたら余計な心配かけやがってという感じだが、残念ながらその可能性は低そうだ。

　何より〝そう〟じゃなかった場合の事を考えれば、俺達が向かうべき場所は一つだ。

「──塔に」

　誰からともなくそう言って、俺達は塔に走った。

　そして、塔の扉の前で待ち構えている司書と鉢はち合あわせする。

「止まりなさい」

　司書は命じた。

「あなた方を通すなと、館長から仰おおせつかっています」

　バルセルは足を止めた。

　と同時に、弓を構えて矢をつがえる。

「旦那！　援護します！」

　俺がやるのかよ、と文句を言いたくなったが──まあ弓兵に前衛をやれと言うほど俺もさすがに馬鹿じゃない。

　司書には申し訳ないが、軽く一発くらい殴なぐらせて頂こう。──それで大人しくなってくれればだが。

　だが正面から突っ込んでくる獣けもの堕おちを前に、司書は慌あわてた風もなく、腕を空中に差し伸べた。

「クトル　ザフ　ヘクト」

　その口から呪文が滑り出てきて、俺は愕がく然ぜんとなって足を止めた。

「しまった、こいつ魔法が──！」

　使えるんだったな、と思い出した時にはもう遅く、司書は詠唱を終えた。

「霹へき靂れきの残ざん滓しよ集い愚者を貫け　捕ほ縛ばくの章・第五頁けつ──〈青衝グロムレウス〉！　承認せよ、我が名はマディア！」

　瞬間、青い光が空中を駆け、俺の横を素通りしてバルセルに直撃した。バルセルは後方に大きく弾はじき飛とばされ、俺は駆け戻ってバルセルの体を助け起こす。

「下したっ端ぱ！　無事か！」

「う……ぁ……」

　よかった。痺しびれて気を失ってはいるが、息はある。

　バルセルを標的にしたのは、俺を狙ってもさほど効果が見込めないと踏んでの判断だろう。俺なら一瞬体勢を崩くずす程度だろうが、これでバルセルはしばらく立つ事もままならない。

　しかし──。

「おい魔女！　やっぱりあの女、〈不完全なる数字セストウム〉の──」

「いや、違う」

　応じて、ゼロは一歩前に出た。

　だが、交戦の意思はなさそうだ。司書──堂々と宣言したんだから、マディアという名前だろう──もゼロの冷静な様子を見て、警戒を緩める。

「司書が使った魔法は、捕ほ縛ばくの章・第五頁けつ。聞きかじっただけにしては練度が高いが、ここで生まれ育った司書は、年単位でこの砦とりでを離れた事はないはずだ。ならば本を〝所持〟しない限り、司書は魔法を学べない」

「本を所持って……原本はウェニアス王国だろ？」

「そうだ。そしてサナレめが作った【ゼロの書】の写本四冊──一冊は聖女が持ち、一冊は教会に焼き捨てられ、一冊はサナレから回収した。では、残る一冊は？」

「……あ」

「そう。捕ほ縛ばくの章の写本だ。これをサナレは市場に流した。失われた最後の写本──あるとするなら、なるほどこの〈禁書館〉こそがふさわしい」

　そう説明されてみれば、司書が〈ゼロの魔術師団〉や〈不完全なる数字セストウム〉だと言われるよりしっくりくる。

　聖女の手にある守護の章。

　焼き捨てられた狩猟の章。

　回収した収穫の章。

　そして市場に流れた捕ほ縛ばくの章は、ニエドラ金貨を産出する〈禁書館〉が、法外な値段で買い上げたというわけか。

「相違ないな？　司書よ」

「──五年前に〝魔法の本〟が市場に流れたという噂うわさを聞きつけ、すぐに回収いたしました。それが本物である事を私は知っていましたし、いくら積んでも惜しくはなかった」

「ほう？」

「──こちらへ。現物をご覧になりたいでしょう」

　待て、とバルセルがうめき声を上げた。

「本なんざどうだっていい！　それより……隊長を……ッ！」

　俺の肩を摑つかんでどうにか起き上がろうとするが、やはりまともに動けそうもない。マディアはそんなバルセルに一いち瞥べつをくれ、ゆるゆると首を左右に振った。

「……館長は、美しい方を傷つける事はなさいません。特にジェマ様の事は強く欲していらっしゃいましたから、もてなして機嫌を取るほどでしょう」

「それで、あたしが安心できるとでも？」

「館長は無理強いを嫌い、取引を好みます。館長はジェマ様に取引をもちかけました。ジェマ様が否と言えば、それで終わる話です」

「取引だと？」

　ゼロが片かた眉まゆを吊つり上あげると、マディアは一瞬言いよどんだ。

「……館長は、ずっとご自分のつがいを欲していました。もしジェマ様が館長に何かを要求した場合、館長はその対価にジェマ様をお望みになるでしょう」










【幕まく間あい　慢心の代償】










　人は生まれながらに罪人であるという。

　幼子は泥棒の概念を知る前に人からものを盗み取るし、暴力を振るって弱者を支配する。人の心は弱く、だからこそ神の助けが必要だ。

　罪を犯した幼子は罰を受け、規律を知り、自己犠牲と忍耐と愛を学ぶ。

　しかし悪人は──悪に心を蝕むしばまれた人間は、正義を退しりぞけるために正義を学ぶ。

　満たされているくせに飢えた者から根こそぎ奪い、研ぎ澄まされた剣を手に、武器を持たない弱者を虐しいたげる。

　親の愛も、神の倫りん理りも届きはしない。

　奴やつらは平然と人を踏みつけ、利用し、命までも笑顔で奪う。──あたかも、それが神に与えられた当然の権利だとでも言うように。

　それは魂の汚けがれだ。

　そして汚けがれた魂は、血とともに脈々と受け継がれる。

　虫の子が虫であるように。

　獣の親が獣であるように。

　かくして、奴やつらは覚えるのだ。

　汚お濁だくにまみれた醜みにくい魂を、美び辞じ麗れい句くで飾り立ててたくみに隠す方法を。

　まさに、騎士を騙かたる獣の娘──ジェマのように。

　あるいは、まんまと教会騎士団に潜もぐり込こんだ魔女のように。

　今この時、世界には悪魔が溢あふれ、罪なき大勢の民が死に、絶望の淵ふちに立たされながら神の救いを待っている。

　彼らは喜びをもって迎えるだろう。悪あしき者による偽いつわりの救済を。

　その日、悪あしき者は救世主となり、世界は真実の地獄となる──それを、どうして見過ごせようか。教会騎士団長により選任された隊長を追放し、結果逆ぎやく賊ぞくの汚お名めいを着る事になったとしても、果たさねばならぬ使命がある事をレイラント・タンガーは知っている。

　おお、七柱の守護神を従え、民を愛する慈悲深き神よ。

「我に民を守らせたまえ。我に悪を見破らせたまえ。我に敵を退しりぞけさせたまえ。この身、この命、この魂を賭として、我は神の剣つるぎを振るう者なり」

　神がレイラントの祈りに応えてくれたかのように、数日は滞とどこおりなく行軍できた。

　悪魔が北の大地を支配した事など、すっかり忘れてしまうほどのどかな道のり──このまま無事にノックス大聖堂に到着するとさえ思えた。

　しかし、神はいつだって慢心に試練を与える。

　長く伸びた隊列──その最後尾から、少しずつ人が減っている事に気づいたのは、数十人の兵を失ってからだった。

　何かがおかしいと察したレイラントは即座に対策を講じ、隊列を二つに分け、お互いの最後尾を監視するように行軍させた。

　その結果、分かった事が一つ。

　全員が自分の意思で隊列を離れ、森にふらふらと誘われていくのだ。

　レイラントは驚きよう愕がくした。

　悪魔の緑りよく門もんで教会騎士団の命を奪ったおぞましい悪魔の誘惑は、あの場所に限定された現象ではなかったのだ。

　レイラントはすぐさま、兵達に「決して背後からの呼び声にも答えるな」と徹底させた。

　追放した魔女と同じ命令を自分が下している事に気がついて、苦々しく思う──だが、ほかに方法がない。

　しかしこれも上手くはいかなかった。

　悪魔の誘惑は朝な夕なと、時と場所を選ばず人を誘う。先日などは悪魔の声に惑わされた兵の一人が、仲間を五人殺して自害した。

　人員はじりじりと減っていき、誰からともなく、魔女が悪魔の緑りよく門もんで作らせた縄を握るようになった。それが心の拠より所どころだとでも言うように。

　それは信仰の敗北だ。

　魔女の力に縋すがるのかと憤ふん慨がいしたレイラントに、部下は怯おびえた目をして問うた。

「では守ってくれるのですか」

　遠征部隊には、荷運びや料理に従事する非戦闘員も多くいる。

「副隊長の信仰心は、我々を悪魔の力から守ってくださるのですか。私の信仰心は、どうやら私を守ってはくれません」

　なぜ魔女を追放したのだ、と囁ささやく声がレイラントの耳に届くようになるまで、そう時間はかからなかった。守れる自信があるからそうしたのではないのか。しかと対応してみせた魔女に対して、副隊長は手をこまねいているしかないのかと。

　それが悪魔の囁ささやきか、部下達の溜ため息いきかは分からない。

　ただ一つ確かな事があるとすれば、その疑問と疑念を最も声こわ高だかに叫んでいるのは悪魔でも部下でもなく、レイラント自身の心であるという事実だった。
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　書庫に案内すると言って、マディアは俺達を砦とりでの地下に連れていった。バルセルはまともに歩けないので、仕方なく俺が担かついで歩いている。

「なんで俺がおっさんを担かついで歩かなきゃなんねえんだよ……」

「あたしだって暑苦しい獣けもの堕おちに担かつがれたかないですよ。そもそもあたしは、隊長を探しに行きたいってのに……」

　いて、と呻うめいてバルセルが口を閉じる。痺しびれてろれつが回らないのに、担かつがれながら喋しやべったから舌を嚙かんだらしい。

　しかしまあ、世界崩ほう壊かいのゴタゴタで探すのを諦めていた【ゼロの書の写本】が、まさかこんな形で見つかるとは思わなかった。

「こちらに」

　階段の終わりには古い木製の扉があり、赤黒いインクで魔法陣が描いてある。

「……悪あく魔ま除よけか」

　ゼロが扉を見て呟つぶやくと、マディアは頷うなずいた。

「初代館長が悪魔の召喚に成功した時のものです」

　しれっと答えたマディアに、ふーんと何気なく頷うなずいてから、一歩遅れて理解が追いついてくる。あの悪魔を、ニエドラ砦とりでの初代館長が──。

「召喚しただぁ!?」

「やはり、あれは此こ度たびの騒動で召喚された悪魔ではなかったか」

　俺の驚きよう愕がくとは対照的に、ゼロはまるで予想通りとでもいうふうだ。

「気づいてたのか？」

「最近召喚されたばかりにしては、この場所に馴な染じみ過ぎているし、この砦とりでも悪魔に馴な染じみ過ぎている──少なくとも数十年、おそらく百年はこの土地は悪魔とともに存在しているはずだ」

「百年て……」

　信じられない話だが、マディアもゼロの言葉を肯定する。

「私はこの砦とりでで生まれ育ちました。父が言うには、私が生まれるずっと前から、あの悪魔はこの砦とりでにいると……ニエドラ砦とりで当主の末代が死に絶えるまで、代々の当主に〝世界を見渡す目〟を与える事。対価として、古今東西のあらゆる書物を悪魔に捧ささげる事──そういう契約を、初代館長はあの悪魔と結んだのです」

　マデイアは扉を開けた。

　その先に広がる、本、本、本。

　天井まで届く本棚が、部屋を貫く煙突を中心に螺ら旋せん状じように折り重なり、まるで本棚でできた迷路のようだ。

　俺は啞あ然ぜんとして顎あごを落とし、ゼロは歓喜の声を上げる。

「すごい！　これが〈禁書館〉か！」

「これで三分の一程度です。価値の高い本だけをこうして本棚に並べていますが、そうでもないものは、さらに地下の書庫に積み上げてあります」

　ゼロは書棚に飛びついて、手近な本を手に取ってパラパラと目を通す。

　それから俺に振り向いて、

「すごいぞ傭よう兵へい！　美しい娘を監禁して次々に陵りよう辱じよくするための指南書だ！」

「今すぐ書棚に返せそんな悪あしき本！」

「だから言ったじゃないですか。〈禁書館〉の本はほとんどエロ本だって」

　吐き捨てるように言ったバルセルを、俺は床に下ろして壁にもたれかけさせる。

　マディアは不本意そうに唇くちびるを引き結び、床に座り込んだバルセルを睨にらみ下おろした。

「酷ひどい風説ですね。確かに猥わい褻せつな本も多いですが、芸術性の高い禁書も多くあります。教会を批判するからという理由で禁書扱いになりましたが、例えばこの本などは──」

　マディアはざっと本棚を眺めて、一冊の本を抜き出す。

「主教様が悪魔の力を用いて民を癒いやす物語です。二百年も昔の本で、著者は火ひ炙あぶりにされたそうですが、あまりにも詳細に書かれているせいで、当初はこれが事実なのではと噂うわさされたほどだと言います」

「君は、この書庫の本を全て読んだのか？」

「ええ、司書ですから。本の位置も全て把握しています。【ゼロの書の写本】は、中央の机に」

　マディアに導かれて、広大な書庫の中央に足を進める。自分の事は置いていってくれて構わないと言うので、バルセルは入口に放置だ。

　俺は天井まで届く本棚をぐるりと見渡し、ただただ間抜けにぽかんと口を開ける事しかできなかった。一万や二万じゃきかない量がありそうだ。一日一冊読んだとしても、とてもじゃないが時間が足りない。

　螺ら旋せん状じようの本棚の中心は、人間が通れるだけの幅を残して六角形に並べた本棚で、ちょっとした小部屋のようなものが作られていた。

　その中央に机があり、【ゼロの書の写本】が開かれた状態で置いてある。ゼロはマディアの許可も得ずに本をめくり、

「確かに【ゼロの書の写本】だ」

　と、少しだけ安あん堵どしたような息を吐ついた。

「この書庫は、砦とりで内で唯一館長の目が届かない聖域です。この書庫での出来事だけは、館長の力をもってしても見る事はできません」

「〝世界を見渡す目〟──か」

　ゼロは【ゼロの書の写本】から、ちらとだけマディアに視線を投げた。

「それで……？　君はどこまで知っていて、我わが輩はいに何を求めているのだ？　略式でいこうではないか、司書──いや、〝館長〟と呼ぶべきか？」

　ゼロが何を言い出したのか、俺にはさっぱり理解ができなかった。

　しかしマディアはゼロの言葉に、初めて動揺のようなものを見せる。

「……どうして」

　と問うたマディアに、ゼロは平然と答えた。

「先ほど自分で言ったのではないか。〝世界を見渡す目〟を、代々の当主に与える契約だと。そして君は、出会い頭に我わが輩はい達を〝見ていた〟と言った。これの意味するところは一つ。君が現在のニエドラ砦とりでの当主だ」

　しばし呆あつ気けに取られてゼロの話を聞いていたマディアは、自分の間抜けさを笑うように小さく吹き出し、初めてフードを脱いで素顔をさらした。

　──想像に反して、恐ろしく庶民的な顔だった。

　野暮ったい団子鼻に、眠たげな印象を与える細い目。最大限好意的に表現して〝愛あい嬌きようのある顔立ち〟って感じだが、全身から滲にじみ出でる物もの憂うげな雰囲気は、せっかくの愛あい嬌きようを台無しにしている。

「お恥ずかしい……〝世界を見渡す目〟など持っていなくても、ゼロ様にはなんでも見えてしまうのですね。申し遅れました。私はマディア・ニエドラ。──先代の館長が世界崩ほう壊かいのおりに死んだ今、ニエドラ砦とりでの五代目館長です」

　と言っても、とマディアは苦笑する。

「今、この砦とりでの館長を名乗っているのは、あの悪魔ですけれど……」

「聞こう」

　どっかと、ゼロは読書机に腰を下ろした。

「ニエドラ砦とりでと、悪魔と、君にまつわる物語──読書よりも面白そうだ」




　マディアの話を要約すると、こうだ。

　ニエドラ砦とりでの初代館長が悪魔の召喚に成功したのは、今から百年ほど前だと言う。

　当時四十過ぎだった館長は、その生涯を古今東西の本を集める事に費やしていた。そうした本の中には、魔術に関する本も多くある。

　初代館長はそれらの全てを読破し、ついに、より効率的に本を集めるには、悪魔の力を借りるのが合理的だという結論に至った。

　初代館長が欲しがった力は〝世界を見渡す目〟──すなわち、失われようとする本の在あり処かを知る能力だ。

　対して、召喚に応じた悪魔が求めたのは知識だった。

　悪魔は〝人間から見た世界〟がどういうものかを知りたがり、〝本〟という媒ばい体たいは悪魔が求めるものにピッタリと当てはまった。

　館長は本を集め、悪魔は集められた本を読む。

　かくして、ニエドラ砦とりでは凄すさまじい勢いで本を集め始めた。

　悪魔と契約した初代館長は、恐ろしく長く生きた。あまりにも長く生き過ぎたために当主を退しりぞき、館長と呼ばれながら書庫で過ごした。

　記録によれば、百歳に届く勢いだったという。だが悲しいかな、本への情熱がどれほど強くても、その身に宿す魔力はさほど大きくなかった。

　偉大な魔女の多くは──ゼロもそうだが──魔力でもって、その肉体の若さを維持している。館長の体はじりじりと衰おとろえ、その命がついに尽きる時、一族で最も本を愛している青年を二代目の館長に指名した。

　二代目館長も熱心な収集家であり、本の虫だった。悪魔との関係は良好と言えるほどで、書庫の本はますます増えていった。

　とは言え、二代目館長は初代館長ほど長くは生きられなかった。そもそも魔術師の素質があるわけではないし、悪魔と契約したのはあくまで初代館長だ。義務と能力だけを引き継いだ二代目館長は、同時に当主として、人間として年齢を重ねて死んでいった。

　ここから、ニエドラ砦とりでの当主を〝館長〟と呼ぶ慣習ができた。

　だが、三代目で問題が起きた。

　三代目館長は三人の息子に恵まれ、そのうち二人は本好きだった。

　しかし長男だけは本を読まない。

　小さい頃から読書に興味を抱けず、悪魔の事も疎うとんじていた。教会に知られたら、一族は破滅だと。

　同時に金に卑いやしかった。

　本も悪魔も嫌いだが、金脈の権利は欲しい。

　そう考えた長男は兄弟を殺し、親を殺し、金を溶かす溶よう鉱こう炉ろに放り込んだ。

　すると、悪魔との契約は、自動的にこの家族殺しのクズに引き継がれる事となる。




「〈禁書館〉の本は猥わい褻せつなものばかりだと噂うわさが立ったのは、この四代目がそういう本しか集めなかったからです」

　待てよ、と俺は口を挟む。

「……四代目がそのクズで、五代目がお前さんって事は──」

「おっしゃりたい事は分かります」

　マディアは深く嘆息した。

「そのクズこそが私の父──私が悪魔に隷れい属ぞくする事になった元げん凶きようです」

　忌いま々いましげに吐き捨てて、マディアは話を続けた。




　そもそも本に興味のなかった四代目館長は、とっとと本集めの義務から解放されたかった。

　しかし悲しいかな、契約者が初代館長である以上、契約内容である〝末代が死ぬまで〟この契約は継続する。魔術師ではない四代目は、悪魔と契約を終わらせる方法も知らない。

　そこで、自分の娘に目をつけた。

　四代目館長の娘は二人。

　そのうち長女は当時十歳で、次女は生まれたばかりの赤ん坊だ。

　長女は祖父である三代目館長にべったりで、毎日のように書庫に出入りしている、典型的なニエドラ砦とりでの人間だった。

　祖父の突然の死を嘆き、悲嘆に暮れている娘に、四代目館長は囁ささやいた。

「おじい様のしていた仕事をさせてやろう。お前は本が好きだろう？」

　つまり、再び館長と城主の役目を分けようと考えたわけだ。

　娘に館長としての役目を押し付け、自分は当主としての甘い汁しるだけを吸おうと。

　しかし同時に不安が沸き起こった。

　悪魔の力を得た娘が成長した時、自分に復ふく讐しゆうするのではないか──自分が父や兄弟を殺したように、自分も殺されるのではないかと。

　そこで四代目は、悪魔に契約の変更を申し出る。




〝娘を下僕として差し出す。そいつを使って好きなだけ本を収集すればいい。その代わり、その娘を監視しろ。決して私に害をなさないように〟




　しかし皮肉な事に、四代目は〝あの方〟──つまりゼロの師匠だが──が引き起こした世界の崩ほう壊かいで命を落とした。大量のニエドラ金貨を手に外遊に出ていたせいで、領地に棲すむ悪魔の恩恵が受けられなかったわけだ。

「父が死んだ日の夜、悪魔は館長を名乗り始めました。領地は自分が守る──他の悪魔に侵させはしないと」

　その言葉通り、ニエドラ砦とりでの悪魔はかなりの範囲にわたり、他の悪魔に対して縄張りの主張をしているようだ。その領地内には、館長より格下の悪魔は入れない。

「本はどうやって集めているのだ？　今や世界の半分は崩壊し、本の収集どころではないだろう。まともに道も歩けないはずだ」

　それは、とマディアは眉まゆをひそめた。

「……初代館長が、悪魔と交わした契約は〝知識〟です。本が集められなくなった今、新たな知識は〝人間〟を集める事でしか得られません。本を書くのは人間ですから……これに違反すれば私は消滅してしまいますし、私が消滅すれば、妹が契約を引き継ぐ事になる」

「ああ、あのミナとかいうお嬢ちゃんな」

　名前を出すと、マディアの表情が少しだけ和らいだ。

「ええ……私の宝物です。つがいに出されたと気づいた時には青ざめましたが、その相手があなた方でよかった。私は──」

　マディアは表情を引き締めてゼロを見る。

「妹を救いたいのです。悪魔の呪じゆ縛ばくから逃がしてあげたい……こんな契約、私で終わりにしたいのです。私はずっと、【ゼロの書】の存在に気づいた時から、その作り手であるゼロ様を見ていました。あなたならきっと、妹を救えると」

「救うって……あの悪魔を俺達に殺してくれって話か？」

「できるのですか？」

　勢い込んで聞いたマディアに、ゼロは険しい表情を向ける。

「館長の能力は〝世界を見渡す目〟──それで間違いないか？」

「はい。私も同じ能力を持っていますから……」

「それってどんな感じなんだ？　常になんでも見えてんのか？」

「いえ、私は見たいものだけ……遠くを見ると、近くは見えなくなりますし。ですが館長は、世界の全てを同時に見ています。本を読んでいる時だけは、文字通り何も見えなくなるようですけど……」

「悪魔の名は？」

　ゼロの問いに、マディアは目を瞬またたいた。

「悪魔に名前があるんですか？」

　馬鹿な、とゼロは顎あごを落とした。

「まさか……知らないのか？　悪魔を使役するうえで、その名を知る事の重要性を！　初代館長が悪魔の召喚に成功したのなら、魔術に関係する書物はいくらでもあるだろう」

「それがその……悪魔に全て焼かれてしまったんです。自分にとって不都合な知識が書いてある本を、私に読ませまいとしたのでしょう。書名を指定して書庫から持ってくるように命じられたら、下僕の私は逆らえません。ですから私が魔術めいたものに触れたのは【ゼロの書の写本】が初めてで……これについては、悪魔も黙認していましたし……」

「手抜かりなし、という事か……しかしそれでは、書庫に悪あく魔ま除よけがしてある意味がないだろう。自由に出入りできるのと変わらない」

　確かに、そうだ。

　そもそも書庫の本は悪魔のために集められたものなんだから、その悪魔が出入り自由でもなんら問題はないだろう。

　マディアが下僕にされている状況だから顕けん著ちよに見えるだけで、この無意味さは最初から変わらない。

「悪魔はお前さんに、封印を壊せって命令はしないのか？」

「されましたが、魔術の知識を持たない私には壊せなかったのです。ですから、悪魔が気に入っている本はここから運び出して、悪魔の自室に」

　ゼロは改めて部屋を見回す。

　そして、

「……なるほど。抜かりないな」

　と、今度はどこか感心したように呟つぶやいた。

「で、悪魔の名前がどうしたって？」

「名前が分かれば、その能力が確定する。無力化する事も不可能ではない。だが何より重要なのは、館長が〝見る事しかできない悪魔〟だという事だ」

「それの何が──」

　言いかけて、気づいた。館長の能力が〝見る事〟に限定されているなら──悪魔の緑りよく門もんで教会騎士団を森に誘い、殺したのはいったい何者だ？

「まさか……ほかにも……!?」

「そういう事だ、傭よう兵へい。教会騎士団にちょっかいをかけていた悪魔は一体ではなかった。そればかりか、館長が教会騎士団を守ろうと尽力していたのなら、その力が及ばないところに至った時──教会騎士団は全滅するやもしれん」

「じょ……冗談だろ!?　一万人以上いるんだぞ！」

「悪魔の前に、頭数がいったいどれだけ重要だ？　我わが輩はいがここにいる以上、教会騎士団を守れる魔女がいない。ぬかったぞ……悪魔が二体いる可能性を考えるべきだった……！　司書よ。君は知っていたのか？」

　マディアは首しゆ肯こうした。

「ですから館長は、教会騎士団の全員がおいでになる事を期待していました。虫を使役し、あの緑りよく門もんを用意したのは館長ですが、それは自分の領地に無事皆様をお連れするためで……森に迷い込んだ教会騎士団も、光る蝶ちようを導き手として本隊に誘導を」

　光る蝶ちよう？　と聞き返しかけて、俺は副隊長のジジイが生還した時の事を思い出した。





──しかしその時、光り輝く蝶ちようが現れ、私を副隊長のもとに導いてくれたのです。







──神がレイラント副隊長をお認めになった。






　って──確か教会騎士団の連中が騒いでいたが……。

「神の奇跡どころか悪魔の導きだったのかよ！」

「とても教会騎士団には聞かせられんな……」

　俺が叫ぶと、ゼロもげんなりとして額を押さえる。マディアも同じ調子で相あい槌づちを打った。

「ええ……相手は教会騎士団ですし、館長の事を説明しても取り合ってもらえるとは思えず、先発隊の方々を人質にして呼び寄せる形に……まさか隊長だけを使いによこし、そのまま進軍するとは思わなかったのです」

「それに関しちゃ俺も同感だがよ……どうする、魔女」

「どうするもこうするも……急ぎ、戻るしかあるまい」

「砦とりでの連中を置いてか？」

　ゼロはむむむと顔を顰しかめて、しばし考えを巡らせる。

　そうして、

「あ」

　と顔を上げた。

　上げたはいいが、すぐに「あー」と難しげな表情に戻る。

「なんだその顔」

「いや一つ、考えがあるのだが……」

「あるなら言えよ」

「恐らく、従卒が反発するだろう。冷酷な魔女であるという自負を持つ我わが輩はいですら、少しばかり抵抗がある」

「そりゃおぞましそうだな。ますます興味が出た」

　俺が促うながすと、ゼロは溜ため息いきを吐ついてマディアを見た。

「司書よ。館長は隊長と取引をする気だと言ったな。隊長が何かを望めば、その対価に隊長を求めるだろうと」

「ええ、はい……」

「では砦とりでの解放を望んだら、どうなる？」

　マディアは顎あごを落とした。

　俺もさすがに、一瞬呼吸を忘れそうになる。

「……隊長さんに、あの化物のつがいになれって話か？」

「そういう話だ。隊長の一人の犠牲で、砦とりでの全員が救われる」

「なるほど……そりゃあ……血も涙もない傭よう兵へいで鳴らした俺ですら、少しばかり抵抗があるな」

　だろう？　とゼロは微妙な表情で俺を見た。

「しかしどの道、教会騎士団を守るため急ぎ砦とりでを発たたねばならない。その時、砦とりでの全員をここに捨て置くか、隊長一人を置いて全員を連れて行くかだ」

「そんな！　どうか、妹だけでも連れて行ってください！　どうにかしてウェニアスへ……！」

「それが一番の問題だ。たとえ隊長を差し出したとしても、館長は君達姉妹だけは諦めない。隊長を諦め、君達姉妹を取るほどだろう」

「どうして！」

「悪魔が地獄に還かえる条件を知っているか？」

　マディアは頷うなずいた。

「お……お互いの合意か、契約の完了か、悪魔の死か」

「そうだ。しかし館長を殺せば、この地に他の悪魔がやってくる。我わが輩はいがいれば守り切れるが、砦とりでの人員を守りながらウェニアス王国に戻っていては、教会騎士団が全滅する」

　ああそうか、と俺は頷うなずいた。

「じゃあ、館長を殺すのはナシの方向なのか」

「そうだ。そして館長がこの世界に留まりたいと望んでいる限り、契約終了の合意は有り得ない。そればかりか、館長は明らかに、契約を引き継ぐ者の血筋が絶える事を恐れている。だから館長は、新たな後継者を作るため、君の妹に急ぎ後継者を産ませようとしているのだろう」

　館長がマディア本人につがいを与えないのは、出産そのものが死と隣り合わせだからだろう。しかも無事に子供を身ごもったら最後、マディアは契約を果たすための人間集めに出かけられなくなる。そうしたらマディアは契約違反で消滅するし、自動的に契約を引き継ぐミナも、当然人間狩りなどできずに消滅する。

　つまり館長には、現行で契約を遂すい行こうするマディアと、子孫繁栄を担になうミナの両方が必要だ。

「では、打つ手無し……という事ですか？」

「いや打つ手はある。少しばかり博ばく打ちになるが……」

「博ばく打ち……？」

　打ってみるか？　とゼロは聞いた。

「〝世界を見渡す目〟を持つ悪魔をたばかる大おお博ばく打ち──賭かけ金きんはさしずめ、教会騎士団一万数千の命といったところか」

　マディアは青ざめた。

「ミナを救うと……教会騎士団が？」

「我わが輩はいが妹を連れ出したと、悪魔に気づかれないわけがない。我わが輩はい達は逃れられても、報復として教会騎士団が襲撃される事は念頭に入れるべきだろう」

「おい、待てよ魔女。さすがに割に合わねぇぞ」

　教会騎士団全員の命と、マディアの妹一人の自由。博ばく打ちにしても、賭け金があまりに釣り合わない。

「無論、我わが輩はいは善人ではない。自分だけが割を食う賭けに乗ったりはしないとも。だがこの賭け、勝てば我わが輩はいにも得がある」

「得って？」

　ゼロはにやりと笑った。

　そして計画を語り出す。
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「……少し、考えさせてください」

　ゼロの語った作戦を聞いて、マディアは即答を避けた。

　館長は人間を愛しているし、可愛かわいらしい容姿のミナを気に入ってもいる。だから自分が死ぬまでに、どうにかミナが苦しまずに済む方法を見つけられるかもしれないと。

　それくらい、ゼロの語った作戦は「うまく行ったらお慰なぐさみ」って感じのものだった。

　一応バルセルにも作戦の内容を話したが、この作戦はまず、ジェマを館長に差し出すところから始まる。そんなもんを、バルセルが笑顔で受け入れるわけがない。

　とは言えだ。

「決めるのは隊長だ」

　とゼロに言われてしまえば、確かにそうだと言わざるをえない。

　とにかく、今はジェマと合流する事が先決だ。北部遠征部隊が危ない事を、ジェマに伝えなけりゃならん。

「──あ」

　階段を昇って塔の広間に戻ると、ジェマの後ろ姿が見えた。

　虚きよを突かれて俺が声を上げると、ジェマがゆっくりとこちらを振り返る。

　妙に表情が硬かった。あの虫の化け物と今の今まで二人きりだったんだ、それも無理はないと思うが、俺達を見てもその緊張が解けていない。

　まるで俺達を警戒しているようだ。

　だがバルセルはそんな警戒をものともせずに、ジェマに駆け寄ってその体を抱きすくめた。

「隊長！　よかった、急にいなくなるから、心配したじゃないですか……！」

　ジェマは何の反応もしない。

　バルセルに抱きすくめられたまま、黙って俺を見ていた。

　その目に、全身の毛がぞわりと逆立つ。──俺はあの目を知っている。

　明確な憎ぞう悪お。

　今までの嫌けん悪お感かんなんて比べ物にならない、殺意に近い感情。
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「……隊長？」

　さすがにバルセルも違和感を無視できなくなったのか、ジェマから少しだけ体を離し、その顔を覗のぞき込こむようにする。

　ジェマは口を開いた。

「ここの悪魔は……〝世界を見通す目〟を持っているのだそうだ」

　俺は軽く尻尾を揺らした。

　悪魔本人から聞いたんだろう。情報共有の手間が省けたが、雰囲気からして喜んでいい場面じゃなさそうだ。

「悪魔はこの百年に及ぶ歴史を、全てこの砦とりでから見ていたと言った。ウェニアス王国の動向や、名も無き農民の一生……偉大な魔術師の死……一番興味深かったのは」

　ここで、ひと呼吸。

「獣けもの堕おちに父を殺され、教会騎士団に入った娘の話だ」

　バルセルは呼吸を止めた。

「面白い事にその娘の境遇は、私とよく似ていた……聞きたいか？」

「隊長。あの悪魔に何を言われたのか分かりませんが、そんなのは……」

「噓うそか？」

　バルセルの両手が、無意識にジェマの肩から離れる。

「ああ……噓うそだろうとも。お前が私の父を殺したなんて、きっと噓うそだ。そこの獣けもの堕おちに命じて殺させたなんて……真実のはずがない」

「ッ……！」

「では私の父が、お前の家族を殺したというのも……噓うそか？」

　バルセルが表情を変えた。

　噓うそだ、という言葉が、その口からどうしても出てこない。

「父が七柱の守護神を答えられなかった子供の指を、切り落とした話はどうだ？　魔女の情報を知らないと答えた女の口を、糸で縫い付けた話は？」

「隊長！　あたしは……」

「黙れバルセル！　お前の口から、もう何も聞きたくはない！」

　ジェマの唇くちびるは震え、浅く吐いた息は濡ぬれている。どうにか自分を落ち着かせようと、ジェマは手袋を強く嚙かんだ。

「十五年前……お前は私の父に……妻を犯されたのだろう？　腹の子は流れ、妻も命を落としたのだろう。それを父は嗤わらったのだろう!?　そんな話を、本当に私に隠しておけると思っていたのか？　何度も……何度も聞かされたさ。多くの高潔な騎士達が、父の醜しゆう聞ぶんをこぞって私に囁ささやいた。だが信じなかった。なぜだと思う？　お前を信じていたからだ！　父は悪魔のような男ではなかったと、お前が私に信じさせた！」

　ジェマの性格を思えば、悪魔の言葉に散々抵抗したはずだ。

　噓うそだ、そんなはずがない、バルセルが私を騙だますはずがない──ってな。だが、無理だった。

　何せ、全部事実だ。

　少なくとも、バルセルは俺に殺しを依頼する時にそう話した。

　世界を憎んでいるような暗い目をして、あの男を殺すためなら神などいくらでも裏切ると。ずっと復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっていた。今こそがその時だと。

　正直言って、俺はバルセルがジェマの従卒をやっていると知った時、娘にも復ふく讐しゆうするつもりなのだと思った。

　そう、まさに──。

「お前が父を殺し、私のもとに戻ったのは……私に復ふく讐しゆうするためだろう……！」

　今のジェマが、そう信じて疑わないのと同じように。

「私を監視していたんだろう？　お前もレイラント副隊長と同じく、私が父と同じ穢けがれた魂を持っていると思っているんだろう！　だからお前はいつも私に厳しかった。私に何も決断させなかった。私をずっと支配していた！　愚かなものだな……！　私は──」

　ジェマは拳こぶしを振り上げ、バルセルの胸を弱々しく殴なぐった。

「そんなお前を慕したっていた……！　私の事を慮おもんぱかってくれるのはお前だけだと。憎まれているとも知らずに！　さぞ愉快だっただろう。憎い男の娘が、自分を慕って尻尾を振る姿は！」

　数秒の沈黙を挟んで、ジェマは唇くちびるを嚙かみ、俯うつむいた。

　バルセルは言い訳の一つもできずに、人形のように突っ立っている。

　ジェマはどうにか隊長としての威厳を保とうと、滲にじんだ涙をぐいと拭ぬぐって胸を反らした。

「喜べ、バルセル。私の監視も今日で終わる。悪魔と取引をした。私一人がここに残り、あの悪魔の妻となれば、砦とりでの人々を解放すると。悪魔の領地を通る間の安全も保証するとな」

「──なんですって!?」

　父を殺したのかと聞かれた時より、よっぽど動揺して聞き返したバルセルに、ジェマはひどく不器用に笑ってみせた。

「どうせ、教会騎士団に私の居場所はない……戻る事など望まれていないんだ。せめて殉教者にさせてくれ。父が死に、殉教者として扱われたようにな」

　言うなり、ジェマは戦せん斧ぷを手にし、三つ編みにした横髪を切り落とした。それをバルセルに押し付け、背を向ける。

「最後の頼みだ。それを墓に埋めてくれ。皆が安全にウェニアス王国の土地を踏んだら、私は自害する。教会騎士団の隊長が悪魔の妻など、これ以上の醜しゆう聞ぶんはないからな」

「いけません隊長！　そんな重要な事、隊長お一人で決めるなんて……！」

「ではほかに誰が決める！　お前か？」

　バルセルはジェマの腕を摑つかんだが、ジェマはそれを力任せに振り払う。

「お前が私に〝悪魔の妻になれ〟と命じるか？　これ以外に方法がないと。私は自己犠牲の精神に陶とう酔すいし、お前の提案を吞のむだろう。どちらにせよ結果は同じだ。私はここに残る」

「あたしは反対です。隊長を一人残して行くなんて、できるわけがないでしょう！」

　ジェマは嘲ちよう笑しようした。

「十五年もの間、憎い男の娘の従卒をするよりは簡単な事だろう。私に殉教者になられては気分が悪いか？　教会騎士団で孤立して、無様に後ろから部下に殺されるところを見たかったか」

「隊長！」

　怒鳴られて、ジェマが一瞬怯ひるんだ。

　しかしすぐに頭を振って、その怯おびえを振り払う。

「……夜明けまでに、砦とりでの人間を集めて発たて。──魔女殿」

「うん？」

「教会騎士団を頼みます。館長が言うには、もう一匹悪魔がいると。急がねば、館長の影響が及ばぬところまで、彼らは進軍してしまう」

「の、ようだな。急ぎ戻る必要があると、君に話しに行こうと思っていたところだ」

　なんという事もないように答えたゼロに、ジェマはふっと微笑ほほえんだ。

「……私の今までの人生で、あなたを信じた事だけは正しい決断だったようだ」

　ジェマは最後に俺に一いち瞥べつをくれ、だが何も言わずにバルセルを振り払うと、塔の上り階段に足をかけた。その上では、うぞうぞと這はい回まわる虫の群れがジェマを待ち受けている。

「これで少しは、バルセルおまえも私を誇りに思ってくれるだろう？」

　その言葉を最後に、ジェマは虫の大群に飲み込まれるように塔の上階に消えた。

　と同時に、忍び笑いが天井から降ってきた。

　上に、何かが──。

「うわ、気持ち悪ぃ！」

　思わず叫んで、俺は全身の毛を逆立てた。

　天井に、大量の虫が厚く層をなしている。それがボタボタと塊になって床に降ってきたかと思うと、瞬またたく間まに人間の姿を取った。

　悪魔が大量の虫と一緒に、天井に張り付いて俺達を観察していたらしい。

　悪魔は塔の上階へ至る階段に立ちふさがるように立ち、四つの手を打ち合わせながらケタケタと笑った。

「選んだ……選んだ……これであれは、ワタシのつがい……ヒヒ、アハハ……」

「──随分不利な取引に応じたものだな」

　嬉うれしそうに手を叩たたく悪魔に、ゼロが声をかけた。

「つがいならば、砦とりでの女から選べばよかっただろう。隊長は確かに美しいが、そこまでの価値があるか？」

「……愛に……理由、必要か？」

「……ほう？　悪魔が愛とは、大きく出たな」

「ほかの人間……また、集まる……あれは一人だ……あれしかいない……あれが欲しい。一番欲しい。──去れ。客人、もう……用はない……。司書」

　呼ばれて、マディアは前に出た。

「祝宴……上げる……肉屋……行け……」

「では遣いを──」

「お前が」

　え？　とマディアは聞き返す。

「特別な肉……最高の肉……つがいに食わせる……お前、行け……」
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　なぜだかマディアが真っ青になって肉屋にすっ飛んで行ってしまったため、俺達だけで宿に戻る運びになった。

　さて──どうしたもんか。

　作戦の一手が、ジェマの決断によって強制的に進んじまったって状況だ。

　マディアが賭かけに乗るのか、乗らないか。それによって変わってくるが、このままジェマもミナも見捨てちまうのが一番簡単で、かつ安全だ。

「どうするつもりだ、下したっ端ぱ」

「何がです？」

「このままでいいのかって話だよ。反対なんだろ？　隊長さんを置いてくのは」

「いえ、まぁ……隊長が決めた事ですから」

　ジェマが悪魔の妻になると決め、引き止めるも振り払われ、すっかり意い気き消しよう沈ちんしたかに思われたバルセルは、俺の質問にへらりと笑って答えた。

　相変わらず、塔の外では灰が雪のように降っている。

　バルセルは灰色の空を見上げて目を細めた。

「あたしはそれに従うまでです」

「ま、隠してた事全部バレちまったわけだしな。今更一緒にいるってのもやりにくいか」

「やっぱそう思います？」

「俺らは隊長さんの父親殺しと、その首しゆ謀ぼう者しやだぞ。仲良くやってけって方が無理がある。お前だって隊長さんに心底忠誠を誓ってたわけじゃねえだろう」

「──猫を埋めてたんです」

　突然、なんの脈みやく絡らくもない言葉を吐いたバルセルを、俺は疑問を含んだ目で見下ろす。

「最初はね、確かに隊長も殺す気だったんです。で、お父上を殺したあと、その死を知らせる従順な従卒の顔をして屋や敷しきに戻った。そしたらね、傷だらけの隊長が、泣きながら庭で猫を埋めていて……町の悪ガキが、棒で叩たたいて猫を殺したんです。隊長は猫を守ろうとして戦ったけど、助けられなかったって」

「そりゃ美談だな」

「でしょう？　あたしはその子が、父親みたいなクズになるのが我慢できなかった。だからあたしがきちんと育てようと決めたんです。隊長のお父上はあたしから妻と子供を奪いましたが、あたしは隊長から父親を奪った。その時は、神がそう望んでると信じていましたが……今にして思えば、生きる理由が欲しかっただけですね」

「……つまり君は、隊長を憎んではいない、と？」

　ゼロの率直な質問に、バルセルは肩を竦すくめた。

「正直、自分でもよく分かりません。隊長がアリを潰して遊んでるのを見た時なんて、ムチで打って地ち下か牢ろうに一晩閉じ込めた。子供なら誰でもやるような残酷な遊びですがね、隊長がやってるのを見たら頭に血が昇っちまって。猫には愛を示せるのに、なぜアリを殺すのかって……」

　バルセルは細く編んだ自分の三つ編みをいじった。──少し前までジェマとお揃そろいだったそれは、今はもう違う。

「早い段階で、隊長はあたしの顔色を窺うかがうようになりました。あたしはそれも気に入らなかった。従者の顔色を窺うかがう貴族がどこにいる、誇りを持てと教えた」

「ムチで打ちながらか？」

　バルセルは苦笑する。

「そんな歪ゆがんだ教育方針でしたが、隊長はあの通り、正義一いつ辺ぺん倒とうの人間に育ちました。自分に厳しく、他人に優しく、決して迫害を許さない」

「〝千を救うために一人を犠牲にしはしない。一と千を救う〟」

　ゼロが口にしたのは、以前ジェマがウェニアス国王に向かって叩たたきつけた演説だ。

　千人のために一人を犠牲にする者は、万人を救うために千人を犠牲にする。切り捨てられる一人の存在を軽視する権力者を、決して許してはならない。

「我わが輩はいはこの演説が好きだ。効率を無視した清すが々すがしいまでの理想論──これを隊長に教えたのは、君か？」

「いいえ。あたしはどっちかって言うと、一人のために一万人を犠牲にする方ですんで」

「……奇遇だな」

　ゼロはにまりと笑った。

「我わが輩はいも、傭よう兵へいのためなら世界を滅ぼせる」

　俺はそっと拳こぶしを握り締め、久方ぶりにゼロの頭を殴なぐりつけた。

「ゆ、油断していた……！」

「時と場所と発言に気をつけろ。こいつも一応教会騎士団だぞ」

「一応って言うか、まあ……教会騎士団です」

　痛む頭をさすりさすり、ふん、とゼロは鼻を鳴らす。

「ならば教会騎士団の一員らしく、囚とらわれていた先発隊を使って砦とりでの人間を集めろ、従卒。明朝まで時間がない。おっと──」

　歩き出しかけて、ゼロはくるりと踵きびすを返した。

「【ゼロの書の写本】を忘れた。回収してくるついでに、出立までしばし読書を楽しませてもらうとしよう。傭よう兵へい、先に宿に戻っていてくれ」

「へいへい……ご自由に」

　うきうきと、きた道を戻っていくゼロの後ろ姿を見送って、ふと、俺は空を穿うがつ塔を見上げた。

「──おお、高い、高い」

　と言っても、一年前、ゼロを助けるために登った断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに比べりゃあ低い方だろう。とっかかりも多そうだ。

　だから、まあ──。




　俺ならどうにかなるだろう。
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　悪魔に命じられた通り、マディアは肉屋へと走った。

　息を切らして飛び込んだ肉屋の小屋には、生々しい血の臭いが漂っている。

「──誰か！」

　マディアの声は、恐怖と焦あせりで震えていた。

　いくらも待たずに、店の奥から店主が出てくる。──血の滲にじんだ麻袋を持っていた。

　それをマディアに投げ渡す。

「館長から話は聞いてる。持っていけ」

　受け取った袋はずしりと重かった。革かわ紐ひもでキツく縛られた麻袋の口を、マディアは恐る恐るほどいて開く。

「あ……あぁ……あ……！」

　中には腕が入っていた。

　白く柔らかい、人間の腕が。

　大きさからして、女だろう。まだ育ちきっていない少女の腕だ。

「うそ、うそうそうそうそ……ああ、ミナ！　どうしてこんな……！」

　マディアは肉屋に飛びついた。

「あの子はどこ？　どこにいるの！」

　飛びつくと、肉屋は店の奥に顎をしゃくる。

　マディアは袋を胸に抱えたまま、奥の部屋に駆け込んだ。

　いつか、この日がくると覚悟していた。

　魔女が世界の破壊を宣言したあの日──ニエドラ砦とりでの悪魔が館長を名乗り始めたあの夜から、館長は人間の肉を食べるようになった。

　館長は虫を操る事ができる。

　近隣の村や町から、さながらアリが餌えさを運ぶように大量の死体が運び入れられ、次々と肉屋に積み上げられた。

　そして当然、時間が過ぎれば死体は腐る。

　北の地に転がる死体のほとんどは、全て同じ日に死んだ人々だ。館長が「新鮮な肉が欲しい」とぼやく声を、マディアは恐れおののきながら聞いていた。

　いつか悪魔が生きた人間を屠と殺さつし、食卓に並べる日がやってくると。

「ミナ！」

「──姉さま！」

　部屋に駆け込むなり、愛いとしい妹の名を呼ぶと、元気よく返事があった。

　ベッドの上にミナがいた。

　本を抱えて、嬉うれしそうにマディアを見ている。──その、両腕。

　どっと、全身から力が抜けていった。

「ミナ……どうしてここに……私は、てっきり……」

　肉屋が館長に命じられて、ミナの腕を切り落としたのだと思った。マディアは胸に抱えていた腕入りの袋を床に置き、ミナに駆け寄ってその体を抱きしめた。

「肉屋には近づいちゃダメと言っておいたでしょう」

「ごめんなさい。でも……館長が、ここにいれば姉さまに会えるって」

「館長が……」

　聞き返し、マディアはその意図に気づいて唇くちびるを嚙かんだ。

　これは館長の警告だ。

　殺しはしないが、もし裏切ればミナもただでは済まさないと。命を奪わなくても、罰を与える方法はいくらでもあるのだと。

　館長は狡こう猾かつな悪魔だ。

　強大な力を持つゼロを迎え入れ、マディアが何か企たくらんでいると勘ぐらないほど愚かではない。

　だが、館長はしくじった。

「姉さま……？　どうしたの？」

　不安そうなミナの声に、マディアはこわばっていた表情を和らげた。

「大丈夫よ。いらっしゃい……新しい本を選んであげる。今夜は書庫で寝ていいわ」

「本当!?」

「ええ……今夜はね、砦とりでの皆がお引越しするの。うるさくなるから、今夜だけ特別」

　やった、とミナは喜んだ。

　本を愛するミナは、あの書庫が大好きだ。だがあの書庫に入ってしまうと、魔封じの結界の効力で、〝世界を見渡す目〟の力が及ばなくなる。

　砦とりでを留守にしがちのマディアは、せめていつでもその姿が見えるようにと、ミナに勝手に書庫に入る事を禁じていた。

　だが今夜は、ミナをあの部屋に置いておく。

　館長も疑問を抱きはしないだろう。これだけの脅おどしをかけた直後に、マディアがミナを書庫に連れていく事になんの不自然もない。

　脅しなどしなければよかったのだ。

　そうすればきっと、マディアは黙ってゼロ達を見送った。

　館長は、今まで一度も、自ら望んで人間を傷つけた事はない。マディアの実の父よりも、よほど冷静で理知的で、ある種尊敬にすら値する存在だと思っていた。

　だからミナを救うため、教会騎士団や砦とりでの全員を犠牲にする覚悟があるかと問われ、マディアは迷い、悩んだのだ。

　だが、マディアの心は今決まった。

　人間を支配するようになった館長は。

　人間を食うようになった館長は。

　人間を脅おどすようになった館長は。

　もはや、ミナにとって安全な存在では有り得ない。




　妹一人を守るためならば、千人の犠牲だってマディアは厭いとわなかった。










[image: 五章　〝つがう〟という事]
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　塔の上階には、城主の奥方の居室がある。

　豪ごう奢しやな装飾品に彩いろどられた部屋を与えられ、ジェマはベッドにずらりと並べてあるドレスを、チラとだけ見て捨て置いた。

　悪魔と同じ砦とりでにいるのだ、一時たりとも甲かつ冑ちゆうを脱ぐ気はない。

　窓に張り付いて外を見れば、降りしきる灰の中、囚とらわれていた人々が砦とりでを出る準備を始めている。

　指揮をとっているのはバルセルだ。砦とりでに残ると言い張っていた教会騎士団の先発隊も、張り切って民を整列させ、誘導している。

「……バルセル」

　呟つぶやくと、届くはずのない声が届いたように、バルセルが塔に振り返った。

　はっとして、ジェマは窓から数歩下がる。

　その拍子に何かを踏み潰したようで、足元でパキリと乾いた音がした。見下ろすと、ジェマに頭を踏み潰された虫が、びくびくと手足を痙けい攣れんさせて死んでいる。

「う……わ……！」

　虫の侵入は、悪魔が近づいている証拠だ。

　ジェマが思わず飛とび退のくと、部屋の扉が細く開いて虫がなだれ込んできた。

　それに運ばれるように、ボロ布と革の覆面、靴に、手袋を纏まとった悪魔が入ってくる。

　腕を切り落とせたのだから、実態がないわけではないはずだ。それでも、こうして常に虫をまとっていると、奇きっ怪かいな不定形生物のように見える。

「──服……着てない……なぜ……？」

　ベッドの上に投げ出されているドレスに気づき、悪魔がぼそぼそと呟つぶやく。

「私には必要ない」

「……美しい女……美しい服……着る……喜ぶ……」

「必要ないと言っている！」

　ジェマが警戒して斧おのを摑つかむのを、悪魔は見もせずにベッドに近づいた。ドレスを両手に持って広げ、ジェマにひらひらと振って見せる。

「気に入らないなら……別の、ある……たくさんある……色がダメ……？　それとも、形？」

「出て行け。彼らが無事ウェニアスに着くまで、私には近づかせない」

　ジェマが強い拒絶を示すと、悪魔の手からドレスが落ちた。

　絹きぬで織られたドレスは、虫にとってはご馳ち走そうだ。大量の虫がたかり、途方もない値段がつくだろうそのドレスは、あっという間に穴だらけになる。

「必要ない……アア……必要か……そうか……アハ、アハハ……」

「何がおかしい！」

「──分かった、分かった……思いついた」

　ジェマの背中で、何かがちぎれる音がした。と思うと、甲かつ冑ちゆうが緩んで床に落ちる。

「なん──!?」

　どうして、と思っている間に手足の装具も外れて落ち、ようやく革製の留め具が虫に食われてちぎれたのだと気づく。

　鎧よろい下したは綿でできている。それを、ジェマに群がる大量の虫が食い荒らす。

「い……嫌だ！　よせ！　やめろ！　やめないか！」

　ジェマが必死に払い落とそうとしても、踏み潰して殺しても、虫の数は少しも減らない。鎧よろい下したが虫に奪い去られ、肌着までも食い尽くされ、ジェマはついにその場にしゃがみ込んだ。

　ようやく虫が引いた時、ジェマが身に纏まとっていられたのは、靴と手袋と、いくらかの布の切れ端だけだ。

　肌を隠すようにうずくまっているジェマに、悪魔は笑ってドレスを投げつけた。

「これで、必要。晩ばん餐さん、もうすぐ……楽しみ、楽しみ」

　満足げに言って、悪魔は大量の虫を引き連れて部屋から出ていく。

　ひとり残されたジェマは投げつけられたドレスを握り締め、怒りに任せて投げつけた。

　子供のように膝ひざを抱えて手袋を嚙かみ、泣くのを堪こらえながら体を前後に揺する。

「ここは嫌だ……ここは嫌だ、ここは嫌だ……」

　自分でここに残ると決めた。

　だが、残りたかったわけではない。それが正しい選択だからだ。

　何より、誰もジェマの事など必要としていない。

　副隊長を筆頭とする教会騎士団の面々は、ジェマにその父の影を見て疎うとんじた。──ずっと、疎うとんじられてきた。

　幼い頃からそばにいて、ずっとジェマを気にかけくれていたバルセルでさえ──いいや、あの男こそが、真実、心底からジェマを疎うとんじていた。

　お前の父はクズだと誰かに言われるたびに、ジェマはバルセルのもとに走って、父の武勇伝をねだった。

　優しい父だった。──少なくとも、ジェマの前ではそうだった。幼い頃の記憶にちらつく父の顔は、いつも優しい笑みを浮かべていたし、両腕いっぱいのお土産を抱えていた。

　だから信じたのだ。父は高潔な騎士だったと。

　どんな悪評を耳にしても、それは誤解だと信じてきた。自分が高潔な騎士として振る舞えば、父への誤解もいつかは消え去るだろうと。

　父がバルセルの家族を殺したなどと──どんな愚か者がそんな悪趣味な風評を流しているのかと憤いきどおってさえいた。

　そんな憎い男の娘を、こうまで献身的に育ててくれるわけがないではないかと。

　けれども、結局全ては真実だった。

　──言い訳一つ、しなかった。

　ジェマがまくし立てた言葉に反論の一つもせず、ただ黙ってジェマの激げつ昂こうを受け止めたバルセルは、いったい何を思っていたのだろう。

　ゆるゆる首を左右に振り、立ち上がる。

　床に落ちたドレスを拾い上げて、ぽつりと呟つぶやく。

「……いっそ裸で過ごそうか」

　悪魔のために着飾るよりは、そちらの方が誇り高いように思えたが──。

　砦とりでの人々がウェニアスに着く前に、肺炎で死にでもしたら笑えないと思い直し、諦めてドレスに袖そでを通す事にした。




　翌朝早く、砦とりでの人々は骨の門を通ってウェニアス王国へと出発した。

　ジェマは悪魔に与えられたドレスを纏まとい、最後の一人が門を出て、その背中が灰の雨の向こうに霞かすんで消えるまで見送り続けた。

「……〝あーあぁ。本当に置いて行っちまいやがった。冷酷なもんだねぇ〟」

　自分達を置いて進軍する教会騎士団の背中を見て、バルセルが口にした言葉が、何気なく口をついて出た。

「失礼します、奥方様。お食事をお持ちしました」

　戸を叩たたく音がして、するりと人影が入り込んでくる。

　まだ人間が残っているとは思わなかったジェマはぎょっとして、それが司書である事に気がついた。

　不思議なもので、相手が悪魔の下僕だと分かっていても、自分以外の人間が──それも女が砦とりでに残っている事に少し心が救われる。

　救われてしまってから、ジェマは慌あわてて首を振った。

「……司書、と言ったか。お前は去らなかったのか？」

「私は館長の下僕ですので」

「しかし、全員を解放すると約束したのに……」

「私は自分の意思でここにいます。──お休みにならなかったのですか？」

　食事の載のった銀盆をテーブルに置き、司書は乱れていないベッドを目に留める。

「昨晩の晩ばん餐さんはひどいものだった……虫の塊が人間の腕を食っているのを目の前で見せられては、さすがの私も眠れない」

「ええ……分かります。晩ばん餐さんもほとんど召し上がっていらっしゃらなかったので、朝食は少し多めにお持ちしました──窓を開けますね」

　司書はベッドに歩み寄り、枕元の窓を大きく開いた。

「灰が入るぞ」

「閉め切っていては空気が澱よどんでしまいます。代わりに布を下げますので……」

　そう言いながら、司書は窓に鮮やかな赤に染め抜いた薄絹をかけた。

「美しいな」

「館長は赤がお好きですので」

　ジェマはぎくりとした。

　この部屋に、あの悪魔を夫として招くのだと言われた気がして、全身が粟あわ立だつ。

「あ……の……妙な事を聞くが……あの悪魔は……その……人間のように、するのか？」

「は？」

「な、なんでもない！　いいんだ、忘れてくれ」

　慌あわてて質問を取り消して、ジェマは再び窓に張り付いた。

　聞いたところで覚悟などできないし、不安がますます増すだけだ。

　もう少し一緒にいて欲しかったのに、司書は布をかけ終えると、さっさと部屋を出て行ってしまった。

　用意された食事を横目で見やり、食べる気が起きるわけもなく、ジェマは、なぜか野営地で食べた獣の傭よう兵へいのスープを思い出していた。
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　悪魔は上機嫌だった。

　ニエドラ砦とりでの一族は、どいつもこいつもまったく美しくない。美しい女がいたかと思えば、それは誰かの妻であり、欲しがる事は〝人間としての礼儀〟に反する。

　ミナは美しく育ったが、一族の中ではかろうじて、という程度だ。

　それに比べて、あの女はどうだ。

　銀髪の魔女の美しさとは比べるべくもないが、それを除けば間違いなく、この砦とりでに集った全ての人間の中で一番の美しさだ。

　何より、あの褐かつ色しよくの肌がいい。

　恐怖と嫌けん悪おに揺れる黒い瞳がいい。

　叫ぶまいと引き結んだ唇くちびるがいい。

　恐怖を覆い隠して振り下ろされた、あの斧おのの衝撃を思い出すたび、心が揺さぶられるようだ。

　この感情を、きっと人間は愛と呼ぶのだろう。多くの本に書かれていた、愛という不可解な感情の正体を、ついに悪魔は摑つかんだのだ。

　女一人のために、ほかの多くを手放した。これを愛の奉仕と言わずになんと言う？

　今夜、あれを手に入れる。

　悪魔は体に纏まとった虫を追い散らし、ボロ切れを脱ぎ去って覆面を取り払った。

　あらわになったその体は、全身黒い甲こう殻かくに覆われている。

　触覚の伸びた頭部に、ぎょろりとした二つの巨大な目。顎あごは真ん中で二つに割れており、口を開くとギザギザとした歯の隙間から、生々しい舌がぬるりと這はい出だしてくる。

　首は甲こう殻かくが蛇じや腹ばら状じように重なって鎧よろいの様相を呈しており、胸部はさらに力強く、頑がん健けんだ。

　それに反して、肩と脇腹から伸びる二対四本の腕は貧相で、手には指ではなく鉤かぎ爪づめがあった。このせいで、悪魔は虫の力を借りなければまともに本もめくれない。

　腰は胸部に不釣り合いなほど細く、そこから伸びる足は関節の機構が剝むき出だしになった操り人形を彷ほう彿ふつとさせた。

「……醜みにくい」

　吐き捨て、悪魔は衣装棚から服を取り出した。

　人間の生活に興味を示した悪魔のために、初代館長が用意してくれた一着だ。

　それなりに、良好な関係だった。

　初代館長は、まるで悪魔を旧知の友人のように扱ってくれた。書庫には決して入れてくれなかったが、望めばどんな本でも与えてくれた。

　悪魔はそれだけで満足だった。

　悪魔の目は、世界で起こるあらゆる事象を観測する事ができる。声を聴く事はできないが、誰が、どこで、何を成したかは、常に頭に流れ込んでくる。

　だが〝なぜか〟だけがいつも分からない。

　館長はその疑問に答えてくれた。

　疑問をぶつけると、その答になる本を与えてくれた。

　もっと長く生きて欲しかったのに、人間の体のなんともろく、か弱い事か──。三代目など、まだほとんど生きていないのに四代目に殺された。

　その四代目に至っては、自分が殺した三代目よりも早死にだった。

　契約は血とともに受け継がれてはいるが、悪魔にとっての契約者は──〝館長〟は、初代館長ただ一人だ。

　悪魔の〝なぜ〟に答えてくれたのは、この百年で初代館長だけだった。

　だからその考えを、どうにか理解できればと思っていた。館長は人間を愛していた。だから悪魔も人間を愛そうと努めた。

　──愛という感情が、どういうものかも知らないままで。

　悪魔はいびつな下半身を隠すズボンに、四本の腕が出るジレと、腰まで届くゆったりとした上着を身に付ける。

　百年も前に流行したひどく時代遅れの服だが、これを着ると少しだけ人間のように見えた。特別な服は、特別な時に着るのが〝人間の礼儀〟だ。悪魔の蓄えた知識によれば、つがいとの初夜は特別な日で間違いない。

　口を開くと顎あごが左右に大きく開き、中から長い舌が、別の生き物のようにうねうねと這はい出だしてくる。これが悪魔にとっての笑顔だ。

　朝に砦とりでが空になり、午後に新鮮な肉をたっぷり食った。

　夜まで待つのが〝人間の礼儀〟だろうか──だが、気がはやってもう待てない。

　降りしきる灰の向こうに、夕暮れの赤が燃えていた。

　悪魔は呼び集めた虫の波に乗るようにして、ジェマの部屋を目指して階段を昇る。

　固く閉じた扉をゆっくりと押し開けて──悪魔は花嫁と対面した。

　その、つがいにあるまじき圧倒的な殺意に、悪魔は首を傾かしげる。

「ソレ……は……何の、まねだ……？」

「近づかせない──と言ったはずだ」

　悪魔は虫を下がらせ、自らの足で立った。一歩足を踏み出すと、ジェマはさらに強く斧おのを握り込む。

「ワタシ……が……死ぬ……と、困るのは……そちら、だ」

　悪魔がそう言うなり、ジェマは斧おのを自分の首筋に押し当てた。

　無理に近づけば自害するつもりだと気が付いて、悪魔は一瞬足を止める。

「……お前、が、死ぬのは……契約……違反、だ。砦とりでの人間……連れ戻し……教会騎士団、も、守りは……しない」

　ジェマの表情が苦し気に歪ゆがんだ。

　斧おのを握る手から力が抜け、重たい音を立てて床に落ちる。

「……もう少し、時間をくれ……私は──」

「ダメだ」

　悪魔はジェマの懇こん願がんを拒絶した。

　さらに一歩足を進めると、ひ、とジェマの喉のどから悲鳴がこぼれる。

「い……いやだ……頼む……」

「ダメだ」

　耐えられない、とでも言うように逃げようとしたジェマの体を担かつぎ上あげ、ベッドの上に放り出す。服を引き裂くと、鉤かぎ爪づめがジェマの肌に食い込んで傷が付く。溢あふれた血が褐かつ色しよくの肌を伝い、それは胸の谷間を柔らかく流れて脇腹へと垂れ、シーツを汚した。

　悪魔は長ちよう舌ぜつを伸ばす。舌先ですくい上げた血の味に、香りに、粘りつくような舌触りに、体の内側に秘めた全ての欲望が膨れ上がる。

　このまま柔らかな肉に食らいつき、血をすすって飲み干してしまいたい。

　その時だ。




「──〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟！」




　悪魔は動きを止めた。

　今、名を呼ばれた。

　誰も知らないはずの真の名を。

　ジェマの首筋に鉤かぎ爪づめをあてがいながら、悪魔はゆっくりと振り返る。

「彼女から離れなさい。五代目館長としての命令です」

　開け放した戸の向こうに、悪魔の下僕が──ニエドラ砦とりで五代目館長が立っていた。

「……どこで、その名を？」

　魔術に関する本は全て焼いた。初代館長の手記まで端から読んで、自分に関する記述の頁ぺーじは切り取ってその場で食った。

　自分の名前を示すものは何一つ、この砦とりでに残っていないはずなのに、なぜ。

「……初代館長は、悪あく魔ま除よけの結界を施した書庫に全てを残しておられました」

「ウソだ！」

　悪魔はジェマを放り出し、マディアの鼻先まで瞬またたく間まに迫った。

「お前は下僕だ……ワタシに、逆らえない……ワタシの名前を記した本は……ない……！」

「いいえ、館長。あの書庫自体が本なのです。〝本棚〟に全て書いてありました」

　悪魔は呆ぼう然ぜんとなった。

　そうか、と思う。本が持ち運べる大きさでなければならないと、誰が決めた？　紙が生まれる前の時代、本とは石せき板ばんであり、壁画だった。

　初代館長は、自分が召喚した悪魔の暴走を予期していた。契約者から魔術の知識を奪い、意のままに操る未来を見越していた。

　だからこそ、魔術の知識を持たない者には決して破壊できない〝本〟を用意したのだ。

　まんまと、してやられた。

　悪魔は心が震えるのを意識した。耳元に初代館長の吐息を感じるようだ。──あの賢く、美しかった、年老いた女の吐息を。

「何を笑って……」

「──それで、終わりか？」

「……え？」

「名前……知った……それが自慢か？　たかが名前……お前は下僕……魔女でもない。変わらない……何も、変わらない……」

　相手が初代館長ならば、次の一手があるはずだ。

　狡こう猾かつな魔女らしく、悪魔である自分を出し抜く次の一手が。それが何か──初代館長が自分のために、いったい何を残したのか知りたくてたまらなかった。

「……何……見ている？」

　マディアは何も答えない。

　ただ食い入るように、悪魔の背後を凝ぎよう視ししていた。

　悪魔は体をよじった。

　窓では赤い薄絹がはためいている。

　その窓辺で、ぐったりとしたジェマが空中に浮いていた。信じられない光景に、悪魔は身を乗り出して、よくよく目を凝こらしてみる。

　だが何も見えない。

「これ……は……まさか──」

　と、

「へぇええ。本当に〝見えなく〟なるんだな。魔女の護符も大したもんだ」

　声だけが聞こえた。

　誰かがいる。

　姿は見えないが、誰かがジェマを抱き上げているのだ。

「その声……その声は……！」

　悪魔は喘あえいだ。

「あの女のつがい……！　銀髪の魔女の……！」

　悪魔が名前を知られるという事は、その力が届かなくなるという事だ。

〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟。

　その能力は〝世界を見渡す目〟。もし力ある魔女にその名を知られ、護符など作られてしまったら、悪魔には相手の存在そのものが見えなくなる。

「悪いなぁ、館長さんよ。こう言っちゃなんだが、〝計画通り〟だ。お前さん、魔女にまんまと詐は欺かられたな」

　計画？　と聞き返したのはジェマだ。後で説明する、と答える声がそれに続く。

「同情するが、あいにく俺は雇われの身であの魔女に逆らえない。──じゃそういうわけで、隊長は返してもらうぜ」

「待ッ……！」
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　ジェマの手首に、銀色の髪の毛が一本結び付けられる。途端に、その姿までが悪魔の視界から消えてしまう。

　足音が窓から飛び降りて、遠ざかっていくのを聞きながら、悪魔はマディアに摑つかみかかった。

「いつからだ！　いつから……！」

「最初からです、館長。ゼロ様は書庫に入ったその時に、館長の名を見つけました。名前さえ知ってしまえば、もうゼロ様に〝世界を見渡す目〟は届かない。あとは素知らぬふりを通して砦とりでの民を解放させ、最後にこっそりジェマ様を連れ去るという計画でした」

　ここで、くく、とマディアは楽しげに肩を揺らす。

「あなたが下品にがっつくものだから、こっそりと──というわけにはいかなくなってしまいましたけど。私が時間稼ぎをしなければ、今頃ジェマ様は館長のつがいどころか、今夜の晩ばん餐さんだったでしょうね。阻そ止しできてよかった」

　マディアは朗ほがらかに笑った。

　その笑顔が、一瞬初代館長と重なって見え、悪魔はさっと体を引いた。

「逃げたのはジェマ様だけじゃないわ。私がここに残っているから、油断していたでしょう？　ミナは書庫にいるのだと思っていたでしょう。おあいにく様。ゼロ様の護符で見えなかったでしょうけど、あの子なら今朝、砦とりでの人々と一緒に出て行ったわ」

　ニエドラ家の血筋が絶えた瞬間、悪魔はこの世界にとどまってはいられなくなる。

　そしてミナがニエドラ砦とりでを離れたという事は──それが悪魔の名を知る魔女のもとにいるという事は。

「ゼロ様のところにいるミナを、あなたは決して見つけられない。そしてあなたがミナを見つけない限り、契約の〝引き継ぎ〟が行えない。──そうなんですってね？　だから父は私とあなたを引き合わせ、あなたは私に契約内容を教えてくれた」

　自動的に引き継がれた契約でも、その契約内容を知らなければ執行できない。つまり悪魔には、ミナに面と向かって契約内容を伝える〝義務〟が発生するのだ。

　それを違たがえれば、ミナではなく悪魔の方が消滅する事になる。

「そしてミナの安全が確保された今、私はもういつ死んでしまってもいいの」

　契約違反の代償は〝消滅〟だ。だがマディアが自分の命に興味を失ったのなら、もう悪魔の下僕に甘んじている必要はない。

　悪魔はよろめいた。

　──連れ戻さなければ。

　ミナを見つけて、ここに連れ戻さなければ。

　間違っても命を落とさぬように、安全な部屋に閉じ込め、健康なつがいを与え、毎日食事を与えて世話しなければ。

　悪魔は窓から飛び出した。四方から大量の虫が集まり、折り重なり、悪魔の体を包んで空中へと持ち上げる。

　ミナを連れ去った魔女達は、姿を隠してはいなかった。砦とりでを去る人間全員が、同時に悪魔の知覚から消えれば逆に怪しまれると思っての事だろう。

　アレは恐ろしく賢しい魔女だ。

　しかし──なぜ。

　ジェマを連れ戻そうとするのは理解できるが、なぜミナまで連れ去った。

　マディアに頼み込まれたとして、なぜそれを引き受けた？

　いいや。

　今はそれより、ミナを取り戻す事が重要だった。

　そのために。




「殺す……魔女……殺す……見えるもの、全部……全部……！」
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「計画通りっつってもな……さすがにこれは予想外だぞ……！」

　大量の虫が塔の窓という窓から溢あふれ出だし、空の四方八方から飛んできて、あっという間に塔の高さに匹敵する巨大な虫の塊ができあがった。

　それが瞬またたく間まにゼロ達を追って飛んでいき、建物の陰にしゃがみ込んで虫の大群をやり過ごしていた俺は、ひとまず安あん堵どの息を吐つく。

　──と。

「……どういう事だ」

　首筋に斧おのの刃を押し付けられて、俺は腕の中で全身をガチガチに緊張させているジェマを見下ろした。

「俺は一応、お前さんを助けにきたんだがな……」

「何を今更──！」

「なんのために、わざわざ塔を登って窓からお前さんの部屋に入り込んだと思ってんだよ。司書が窓に赤い布を下げたのは、なんのためだと思ってたんだ？　司書も巻き込んで、最初から全部計画通りだよ」

　ジェマのこの反応は予想通りだ。

　俺はうろたえもせず立ち上がり、抱えていたジェマの体を地面に下ろす。すると、ジェマが破けた服を気にして体を隠したので、マントを脱いでかぶせてやった。

　まったく、自分で自分の紳士さに恐れ入る。

「お前さん、鎧よろいはどうした」

「あれは……まだ、部屋に……と、留め具が壊れて……」

「その程度ならまだ使えるな。取りに戻るぞ。装備は貴重品だ」

「わ、私に命令するな！　貴様のような汚けがらわしい獣けもの堕おちが……！」

　マントなんぞ貸してやるんじゃなかったかな……と一瞬思ったが、一人だけ作戦を知らされていなかったジェマが、仇きゆう敵てきである俺に助け出されて素直に感謝するはずもない。

「傭よう兵へい様！　ジェマ様！」

　息を切らして走ってくる黒装束に、俺は腕を上げて答えた。

「よかった、ご無事で……！」

「ご無事かどうかは、まだ分かねぇぞ。魔女達が失敗すりゃあ、俺達は全滅するし、お前さんの妹も連れ戻される」

　足を止めたマディアに冷静な状況を伝えると、マディアも表情を引き締めて「そうですね」と頷うなずいた。

「──さっきは助かった。お前さんが気を引いてくれてなきゃ、隊長さんを無傷で連れて帰れないところだったからな」

「いえ。本当なら、私がもっと館長の気を引いていなければいけなかったのに……すみません、ジェマ様。怖い思いをさせてしまって。ですがおかげで、館長を欺あざむけました」

　状況が理解できていないジェマが、俺とマディアを交互に見て何か言いたげにしているが、質問の仕方も分からないようでイライラと舌打ちする。

　なので俺は、心優しくも一から説明してやる事にした。

　俺達の目的は明快だ。

　一つ。砦とりでに囚とらわれていた人間を解放し、ウェニアスに連れて行く。

　二つ。もう一匹の悪魔に襲われている教会騎士団を守る。

　三つ。悪魔との契約にとらわれている、マディアとミナを救済する。

　そして、これら全てを解決できる作戦を、ゼロが考えた事。

「その第一歩として、隊長さんには生いけ贄にえになってもらったわけだ。もちろん、後からこうやって助け出す前提でな。計画を教えなかったのは、生いけ贄にえ役のお前さんに安心されちゃ、悪魔に感づかれる可能性があったからだ」

「すみません、ジェマ様。私がお教えできればよかったのですが……そもそも博ばく打ちのような計画でしたので、少しでも確度を上げたくて」

　ジェマは数歩よろめいた。

「わ……私は……あ、悪魔と刺し違える覚悟で……」

「ああ、その覚悟のおかげで悪魔も騙だまされた。──それより狼煙のろしだ、司書」

　悪魔がゼロ達を追って砦とりでを出たら、狼煙のろしを上げてすぐに知らせる手はずになっている。

「ええ、すでに手はずは──ほら」

　マディアは塔を指さした。

　常に白い灰を吐き出し続けていたその先端から、ゆらり、と赤い煙が立ち上る。

「溶よう鉱こう炉ろの炎に、狼煙のろし用の染料を投じました」

「見事に染まるもんだなぁ……これなら街道からでも見えそうだ」

　そうですね、とマディアは頷うなずく。

「こういう立地ですから……遠方に異変を知らせる備えは整っています。これならゼロ様達にも届くでしょう」

「……大丈夫なのか？」

　空高く上がった狼煙のろしを見上げながら、ジェマが不安げに聞いた。

「悪魔はウェニアスに向かう人々を追っていったんだろう？　なぜ私を助けにきたんだ。私を助けさえしなければ、もう少し時間が稼かせげたかもしれないのに……！」

　確かに、隊長さんを助けさえしなければ、館長がミナを奪われた事に気づくにはもう少し時間がかかっただろう。

　マディアが上手くやれば、気づかれずにウェニアスにたどり着く事もできたかもしれない。

　だが。

「気づいてもらわなきゃ困るんだよ。館長は虫を操る。狭い砦とりでの中で戦ったんじゃ、どう考えたってこっちが不利だ」

　だから、砦とりでから館長をおびき出す必要があった。

　姿を隠して後ろからこっそり──なんて事ができりゃよかったんだが、いくら名前を知って姿を隠せるようになったって、虫を踏めばそれだけで館長に気づかれる。

「戦うって……忘れたのか？　悪魔を殺せば、この領地での安全は失われるんだぞ！」

「誰が殺すって言った？　殺す以外にも、方法なんていくらでもある。まあ、心配すんな。こっちには最強の魔女がついてる」

「しかし──！」

「心配なのは私も一緒です、ジェマ様。大切な妹を預けているんですもの……」

「俺は別に心配しちゃいねぇがな……」

　これから世界を救うために悪魔の群れに乗り込もうって魔女が、悪魔一匹に殺されるようじゃどのみち世界はおしまいだ。

　マディアはそんな俺の態度に少しだけ肩の力を抜いた。

「信頼しているんですね……さすが、ゼロ様の〝つがい〟だけの事はあります」

　だからそういうんじゃねえって──と否定するのも疲れてきた。

　俺は無言のままジェマの装備を回収し、足の遅いジェマとマディアを担かついで荒地を駆けた。
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　山の向こうから立ち上る赤い狼煙のろしに気づいて、ゼロとバルセルは足を止めた。

「──狼煙のろしか」

「つってもこれじゃあ……狼煙のろしなんて必要なかったですかねぇ……」

　引ひき攣つりつつ、バルセルは迫りくる黒い煙──否、虫の大群に総毛立つ。

　不安に苛さいなまれながらウェニアスへの道を歩く数百人の人々が迫る脅きよう威いに気づけば、混乱は免まぬかれない。

　ゼロは野営を宣言し、巨大な〈岩蔵エトラーク〉で急造の宿場を作り上げた。魔法で明かりを灯ともしてやれば、人々は自分達の背後に死が迫っている事にも気づかず喜びの声を上げる。

　その〈岩蔵エトラーク〉の屋上にゼロを一人残し、バルセルは手近な木を見つけてよじ登った。

　小指には、ゼロがまじないをかけた髪の毛が縛り付けてある。これで、悪魔にはバルセルの姿は見えないはずだ。

「本当に上手くいくのかね……」

　いってくれなきゃ困るんですがね、とバルセルは三本の矢を見つめる。

　その矢尻に浮かび上がった、不気味な黒い文様──。




　──心臓を狙え。




　そう、ゼロはバルセルに命じた。




　──心臓に当たれば、その矢は絶対に貫通する。




「ったく……教会騎士団が魔術に頼って悪魔を倒すって……」

　まったく、こんな伝記を書いたりしたら、著者は処刑され、本は即刻〈禁書館〉行きだろう。

　バルセルは深呼吸し、矢を──これは普通の矢だ──を弓につがえる。

　迫りくる虫の集団に目を細め、バルセルは違和感に足元を見た。

「……なんだ……？　地面が……」

　地面が動いている。──いや、これも虫か。

　砦とりでの方からだけでなく、四方八方から虫が集まり、地面を蠢うごめき、山火事の黒炎のように空を覆い尽くそうとしていた。

　まるで大陸中の虫が、この一箇所に呼び集められているようだ。

　一般的に、獣けもの堕おちが生物を操れるのは〝見える範囲〟や〝声の届く範囲〟と言われているが……どうやらあれの場合、〝見える範囲〟の虫を操れるようだ。

　それが悪魔の能力である〝世界を見渡す目〟と合わされば、こんな状態にもなるだろう。

　空を旋回する虫の大群が月と星を覆い隠し、地面を這はう虫の群れが〈岩蔵エトラーク〉を飲み込んでゼロに迫る。

　バルセルは唇くちびるを嚙かんだ。──まだ、距離が。

　限界まで弦つるを引き絞っても、悪魔には届かない。だがこのままでは、ゼロが虫に食われて死んでしまうのではないか。

　不安に思ってゼロを見つめ、バルセルはその口元に浮かぶ穏やかな笑みに気づいた。

「──笑って……」

　ぞっと、背筋に冷たいものが走った。

　この状況で笑えるゼロという存在への畏い怖ふは、あるいは迫りくる悪魔への恐怖よりも強いかもしれない。

　笑顔のまま、ゼロの体は虫の群れに飲み込まれた。

　ゼロが死ねば、護符の効果も切れてしまう。そうすればミナや砦とりでの人間は連れ戻され、ジェマは悪魔のつがいになるかもしかない。

　バルセルは唾つばを飲み込んだ。

　悪魔は今も凄すさまじい勢いで、こちらに向かってきている。──じき、届く距離だ。

　だがわんわんと飛び回る虫が邪魔して、その姿もろくに見えない。

　たまらず、バルセルは目を閉じた。それと同時に、ゼロの声が聞こえた気がして再びはっと目を開く。

「──これは」

　詠唱だ。

　うるさいほどの虫の羽音に紛れる事なく、ゼロが詠唱する声が聞こえてくる。

　バグ・ド・ワル・フェル・ド・アル




　焦熱に眠る大蛇よ




　集いし業ごう火かの揺ゆり籠かごより




　今こそ目覚め焼き尽くせ




　蛇だ、と思った。

　炎を纏まとった蛇がどこからともなく現れたかと思うと、虫に飲み込まれたゼロの周りをゆるゆると旋回し始める。

　その炎に焼かれてゼロに集たかりついていた虫は全て灰となって崩くずれ落おちた。

　そして──。

「収穫の章・第七頁けつ──〈緑焼風フイーラム〉！　承認せよ、我はゼロなり！」
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　詠唱が終わると同時に、炎の蛇が膨れ上がり、螺ら旋せんを描いて空へと駆け抜けた。

　凄すさまじい数の虫が炎の蛇に巻き込まれ、次々と焼かれ落ちていく。と同時に目を開けていられないほどの上昇気流が巻き起こり、難を逃れた虫をも巻き込んで空高く舞い上げた。

　──と。

　悪魔の体を支えていた虫が燃やし尽くされ、その体が無防備に投げ出される。

「今だ従卒！　やれ！」

　──今。

　今だ。

　言われるまでもなく、バルセルは弓を構えていた。

　放つと、それは悪魔の肩に当たり、その硬い外骨格に弾はじかれる。

　狙い通りだ。放った一の矢は、ゼロが細工を施していない普通の矢だ。一の矢の衝撃で、悪魔の胸部がこちらを向いた。

　乱れた気流で揺れる矢の軌き道どうを頭に叩たたき込こみ、二の矢をつがえて心臓に狙いを定め──放つ。それは飛び回る虫の群れに弾はじかれ、無様に回転しながら地面に落ちた。

　舌打ちしてすぐさま三の矢をつがえ、放った。ひぃん、と空気を切り裂く鋭い音が耳に心地よく抜けていき、矢はまっすぐに飛ぶ。

　最後の一本は、放ったばかりの三の矢を追いかける形で放った。──絶対に外さないという決意と、決して外れないという確信を込めて。

　二本の矢はほぼ一列に並んで飛び、その寸分違たがわぬ狙いは、的に突き立った矢に、次の矢が命中するほどだろう。

　しかし、三の矢は虫に当たって狙いが反れる。

　だが、そのおかげ四の矢の軌き道どうが確保された。四の矢は虫の大群の隙間を奇跡のようにすり抜けて、悪魔の心臓を貫いた──ように、見えたのに。

「──なんだ!?」

　バルセルは驚きよう愕がくして叫んだ。

　あれほど硬い骨格だ。矢が命中すれば間違いなく突き立つはずなのに、矢は悪魔の胸部をするりと貫通し、不気味な肉の塊を地面に縫い止めた。

　ゼロの言葉の通りだ。だが、それでも目を疑う。

「あれは……」

　バルセルは肉の塊に目を凝こらす。

　それは脈打つ心臓だ。

「どうなって……！」

「でかした従卒！　──見ていろ」

　困惑するバルセルをよそに、ゼロは明るくそう言うと、突然弓を引く動作をした。その手に光の弓と矢が出現し、放つと一直線に心臓めがけて飛んでいく。

　光の矢が見事心臓に命中するのと同時に、悪魔が凄すさまじい絶ぜつ叫きようを上げた。地面に墜つい落らくして長々と転がり、のたうち回って穴の開いた胸を搔かき毟むしる。

　虫の大群が我に返ったように四散して、黒い霧のように消えて──悪魔は動かなくなった。

　落ちた獲物を確認すべく悪魔の元へと駆け寄って、バルセルはしばし立ち尽くす。

　あらかじめ、説明は受けていた。

　だがこうして実際に見てみると、やはりまだ信じられない。

「……すげぇ」

　バルセルは感嘆の息を吐いた。

「本当に、あの化物が人間になってる……」
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「……ひでぇ有あり様さまだな」

　俺がジェマとマディアを連れて、ゼロ達のいる野営地に着いた時には、全てが片付いていた。──と言っても、降り積もった凄すさまじい量の灰はまったく片付いちゃいなかったが。

　燃えカスの形からして、もとは虫だったんだろう。マディアの持つ〝世界を見渡す目〟で大体の状況は分かっていたが、実際にこうして目にすると、凄すさまじいとしか言いようがない。

　そんな灰の山の真ん中に、ゼロが〈岩蔵エトラーク〉で作った即席の宿場があった。

　入口が作られていて、人がのどかに出入りしているのが見える。

　マディアはそれを見るなり俺の腕から飛び降り、ミナの無事を確認すべくすっとんでいった。

「わ、私も降ろせ。もういいだろう……！」

「隊長！　旦那！」

　俺達を見つけて、バルセルが息を切らして駆け寄ってきた。

「ご無事ですか」

「見ての通り、かすり傷一つねえよ」

「旦那に聞いてんじゃありませんよ」

　吐き捨てて、バルセルは俺の腕からジェマを奪い返した。

「よせ、バルセル！　私に触るな！」

「隊長、怪け我がしてるじゃないですか！」

　嫌がるジェマの抵抗をものともせずに、バルセルは悪魔が鉤かぎ爪づめでつけた胸の傷を見て悲鳴を上げる。

「すぐに手当しないと、傷が……」

「よせと言っているだろう！　私はもう、お前など……！」

「傷の手当に感情が重要ですか？」

　鋭く聞かれて、ジェマは黙った。

「──無事、ノックス大聖堂に着いたら、ちゃんと話しましょう。この先あたしを信じるも、信じないも、そこからにしてください。でなきゃ、この行軍は乗り切れない」

　ね？　と最後になだめるような笑顔を向けられ、ジェマはその体を突き放した。

「いいだろう……だが、傷の手当くらい自分でできる」

「かすり傷一つで大げさな奴やつらだな……それより悪魔は？」

「ええ、はい。作戦通りです。今は魔女殿が監視を」

「私の手当より、そちらの方が優先だ。案内しろ」

　ジェマに命じられて、バルセルは宿場から少し離れた場所に作られた、もう一つの〈岩蔵エトラーク〉まで俺達を案内した。

　中に入ると、まずゼロの後ろ姿が目に入る。その向こうに、後ろ手に縛られて転がされている人間の男が一人。

「……そいつは？」

「〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟」

　ゼロの答えに、俺は「ですよね」と敬語で答える。

　しかし作戦の内容を知らないジェマは飛び上がって驚いた。

「なんだと!?　あの悪魔がなぜ──！」

「落ち着くのだ、隊長。魔女は獣の戦士を人間の姿に戻せる」

「……人間に？」

　本当なのか？　と問いたげに、ジェマは条件反射的にバルセルを見た。直後に、自分達の気まずい関係を思い出して目を逸そらす。

　バルセルはジェマのそんな一連の行動に苦笑を浮かべ、

「間違いありません。たぶん、あたしもその儀式に加担したんで……」

「お前が？」

「うむ。従卒には感心したぞ。彼方かなたに見える悪魔の心臓を、飛び交う虫の隙間を縫ぬって見事射い抜ぬいてみせたのだからな」

　ジェマは難しげな表情でバルセルを見上げる。

「お前、ちゃんと弓が使えたんだな……」

「──知らなかったのか？」

　俺の質問に、ジェマは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「何がだ？」

「こいつの弓の腕だよ。混戦中でも絶対に的を外さない。この行軍の初日だって、あんたこいつの矢に救われてるんだぞ」

　隊長の背中に食らいつこうとした獣の目玉を貫いた、あの奇跡のような流れ矢──バルセルがジェマの従卒をしてると知って、すぐにあれは流れ矢じゃなかったと気がついた。

　俺が戦場のバルセルを見たのは十年以上前だが──当時の奴やつは、走り回る人間の急所をあくびしながら射い抜ぬいて回るような凄すご腕うでの弓兵だった。

　しかしそう言えば、当時の隊長──つまりジェマの父親だが──も、バルセルを臆病者の役立たずだと言っていた。

　戦場から一歩下がり、茂みに身を潜めて遠距離から黙々と敵を殺す作業は、確かにまったく目立たないし、弓ってのは誰が殺したのかいまいち分からない部分がある。加えて、貴族の連中ってのは、平民の働きを認めたがらないふしがある。

　だからこういう評価になるのも無理はないかもしれないが……ジェマがこうして生き残ってるのは、バルセルの後方支援が一万回は命の危機を救ってるからだろう。

「大げさに言わないでくださいよ、旦那。あたしだって外す事はあるんですから……過大評価されるとろくな事がねぇ」

　今回の事もそうだと言わんばかりの口ぶりだが、実際、バルセルはやってのけた。

　そうだったのか、と、ジェマはどこか釈然としないような表情で呟つぶやく。

「強きよう靭じんな獣の戦士の体を失った今、この悪魔の力はほぼ失なわれている。虫を操る力は使えない上、しばらくは体の構造が違い過ぎて立ち上がれもしないだろう。危険はない」

「し、しかし……なぜ殺さないんだ？　人間の姿に戻っても、悪魔である事に変わりはないんだろう？」

「この悪魔は、辺り一帯を縄張りにしていた。弱体化してもそれは変わらない。殺せば混乱が増すばかりだ。──それに、我わが輩はいが使おうと思ってな」

「使う？」

「この悪魔が行使する力、〝世界を見渡す目〟だが……お師匠様を探すのに役立ちそうだ。是非欲しい」

「しない！」

　叫んだのは悪魔だ。俺達に背を向けた状態から動けずにいるようで、その表情は分からない。

　俺は手足をもがれた虫のように蠢うごめいている男に近づき。その体を仰あお向むけに転がしてやった。

「……わけぇ」

　そんな第一印象だ。たぶん、ミナと同じくらいの年齢だ。

　悪魔召喚に使われた時、この体の年齢がそのくらいだったんだろう。口の動かし方がよく分からないのか、もごもごと口を動かし、舌っ足らずにどうにか喋しやべる。

「ワタシ……は……しない……！　お、おまえ……に、れれ、れいぞく……など……」

「でなければ、地獄に還かえるまでだぞ〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟よ。それほど退屈な地獄に戻りたいか？　二度と本を読めなくなるぞ」

　悪魔は黙った。よほど地獄に戻るのが嫌らしい。

　ゼロはそんな悪魔の体をまたぐようにしてしゃがみ込み、首をぐいと摑つかんで引き寄せる。

「我わが輩はいはある魔女を探している。もし見つける事に協力すれば、貴様を地獄に叩たたき返かえすのを考え直してやろう。それに……どうだ？　もしこの世界が再び安あん寧ねいを取り戻せば、人は多くの本を書くだろう。あんな砦とりでに引きこもり、哀あわれな人間を蜘く蛛もの巣すのように絡からめ取とっているより、よほど楽しいとは思わないか？」

　すげえ、悪魔相手に交渉してる。

　そいうや、魔女ってのは本来は交渉で悪魔との契約をとりつけるんだったな。──たぶん、本来はこんな交渉の仕方はしないだろうが。

「わ……ワタシは……しない……館長以外と……契約は……」

「誰が貴様ごときと契約などするか、図々しい。貴様は契約もなく、ただ我わが輩はいに隷れい属ぞくするのだ。貴様が生きるも死ぬも、我わが輩はい次第。役に立たなければ容よう赦しやなく殺すし、断るならば今殺す。さあ──選べ」

　こええ。

　最近すっかり忘れてたが魔女こええ。

「傭よう兵へい」

「はい！」

　悪魔に凄すごんでいたゼロに突然呼ばれて、俺は反射的に背筋を伸ばして、自分史上最高に礼儀正しい返事を口にした。

　ゼロはいつものように──いや、いつもより数倍晴れやかな笑みを浮かべ、ギリギリと悪魔の首を絞め上げながら俺を見た。

「我わが輩はい、ちょっとこの下僕の躾しつけに時間をかける。この先も道のりは厳しい。我わが輩はいにかまわず、先に休んでいてくれ」

「……はい」

　俺とジェマとバルセルは、返事一つでそそくさとその場を立ち去った。

　地面に降り立ち、三人で顔を見合わせる。

「とりあえず……飯でも食うか……」

　幸いにして、食料は砦とりでから大量に持ち出せた。肉屋いわく、砦とりでにあるほとんどの肉は傷んでいるので持ち出しを諦めたが、小麦やイモ類なら豊富にある。

「じゃあ飯場にご案内しますよ。隊長もお腹が減ってるでしょう」

「……私は……」

「飯に感情が重要か？」

　バルセルが言ったのと同じ言葉を俺に向けられ、ジェマは表情を硬くした。

「ま……俺が言えた義理じゃねえか。どの道、ノックス大聖堂に着くまでは嫌でも一緒に過ごさにゃならん。一緒にとは言わねぇが、食うだけは食っとけよ。俺は食材だけもらって、適当に自分で作る。魔女もそっちの方が喜ぶだろうしな」

「待て！」

　立ち去ろうとした俺の背中を、ジェマの怒声が呼び止める。

「なんだよ。膝ひざついて謝れとか言い出したら、さすがに俺も殊しゆ勝しような態度はとってやれねぇぞ」

「食べないとは言っていないだろう。勝手に決めて、勝手に話を進めるな」

　……本当だ。一言も「食べない」とは言ってない。

「じゃ食うのか？」

「……お前が作ったスープは……とても美お味いしかった……」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で言われても、これっぱかしも嬉うれしくねぇな。

　だがこれは、ささやかな休戦の提案だ。

　問題を先送りにする事への合意とも言えるだろう。舞い上がる灰の隙間から見える月を見上げ、俺は溜ため息いきを吐ついた。

「お前ら……獣けもの堕おちが作った料理を食えるのか？」

「言わせてもらうが、私はあの悪魔と晩ばん餐さんをともにしたんだぞ」

　想像しちまった。そりゃ俺のスープを食うより、はるかに苦行だっただろう。

　俺はバルセルを見る。

「お前は？」

「あたしは別に、最初から獣けもの堕おちにどうこうって感情はありませんし。あの化物が人間の姿になるところ見ちゃったら余計にねえ」

　獣けもの堕おちも元は人間なんですねえ、とバルセルは気の抜けた声で言う。

　俺はそんな二人の求めに応じて、久々に大人数分の料理を作る事にした。
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「本当に、私もウェニアス王国に行っていいのでしょうか……館長との契約を果たさなくても、大丈夫なんでしょうか……？」

「君と悪魔の合意の上で、契約は変更された。君の父が、君を下僕として差し出し、契約から逃れたのと似たようなものだ」

「ええ……確かに、父は契約を果たさず、外遊ばかりしていました」

「そして君の〝世界を見渡す目〟は、ウェニアスにとっても有益に働く。王に向けて手紙を書いた。君を歓迎するだろう」

　行軍は順調に進み、無事に街道に出た。

　砦とりでの人間はそこからウェニアス王国に向かい、俺達はレイラントのジジイを追って北上だ。

　捕ほ縛ばくの章の魔法が使えるマディアと、先発隊の教会騎士団員四人がいれば、ウェニアスまでの道中くらいは安全に進めるはずだ。

「〝千せん眼がん〟の力が弱まった影響が、どう出るかまだ分からない。くれぐれも気をつけて行ってくれ」

　別れの挨あい拶さつもそこそこに、ゼロはマディアに背を向け歩き出した。

　俺はそれに続き、ジェマとバルセルも続いて歩く。

〝万ばん里りを掌しよう握あくせし千せん眼がんの哨しよう〟……くそ、長いから俺も〝千せん眼がん〟って呼ぶか。とにかく〝千せん眼がん〟はまだまともに歩けないので、荷馬車に乗せて引きずっていく事になった。

　この役目を誰がやるかでしばらく揉もめたが、結局こういう力仕事は俺がやる事になる。

　ゼロの調教の成果は目覚しく、〝千せん眼がん〟はすっかり大人しくなったが、こいつをレイラントのジジイが受け入れるとは思えない。

　悪魔である事実は隠しておく必要があるだろうが……。

　まったく先が思いやられる話だった。




　レイラントが率いる本隊と俺達の間には、徒歩で七日以上の開きがあるはずだったが、五日目で追いつく事ができた。

　というのも、本隊は本格的な野営地を展開し、そこから数日動いていないらしい。

　野営地の周囲には、かなりの数の死体がある。

　人間のもの、獣のもの、名状しがたい化物のもの──俺達はそんな死体を乗り越えて、ざわつく野営地を副隊長の天幕を目指して進んだ。

　その時点で、気づく。

「……減ったな、随分」

　俺が呟つぶやくと、ジェマは唇くちびるを嚙かんだ。とても一万を超えている軍勢には見えなかった。せいぜい、多く見積もって八千かそこいらだろう。

　医療用の天幕からは人が溢あふれ、ひっきりなしにうめき声と悲鳴が聞こえてくる。

　天幕に着くと、先触れを受け取っていたらしいレイラント副隊長が、甲かつ冑ちゆう姿すがたで俺達を待ち構えていた。その鎧よろいは血泥にまみれ、年老いた顔には憔しよう悴すいの色が濃い。

「……戻ったか、ジェマ」

「副隊長。一体、何が──」

「一晩で千人失った」

　ジェマは目を見開いた。

「次の夜に、さらに千人──殺し合いを始めるのだ。兵達が悪夢に囚とらわれ、誰彼構わず襲いかかる。取り押さえて檻おりに入れれば自害する。その上、水場の水を飲んだ兵が、次の瞬間腹から溶けた。見慣れた果実には毒がある。北に一歩進むごとに、状況は悪化するばかりだ──ジェマ。私にはこれ以上進めない」

　一瞬話を聞いただけで心がくじけそうだ。

　さしもの副隊長も、辛かろうじて引き返す事を踏みとどまっているという感じだった。

「……私をあざ笑うか？　信仰心で悪魔が退しりぞけられると慢心し、半分近くも兵を失った。魔女を護衛として連れていれば、犠牲を出さずに済んだかもしれないというのに……！」

「いいえ、副隊長」

　自分の行動を悔いる副隊長に、ジェマは毅き然ぜんとして言った。

「副隊長の判断は、部隊の事を考えた正当なものでした。だから私は従った。失った兵は確かに多い。あまりに多い。ですが並の指揮ではこれほど生き残れはしなかったでしょう。皆散り散りになり、全員が死んでいたかもしれない」

「綺き麗れい事ごとはよせ！」

「教会騎士団が綺き麗れい事ごとを捨てたら、誰が理想を語るのですか！　レイラント副隊長──私はあなたを誇りに思う」

「……ジェマ」

　副隊長の顔が顰しかめられたが、不快さからではなさそうだ。

　ジェマの感動的な言葉に涙でも流すかと思ったが、そこは老ろう獪かいな副隊長、顔を顰しかめるだけで堪こらえてるって感じだろう。

「──若いの。君は野営地に結界を張ったのか？」

　突然のゼロの質問に、副隊長は顔を上げた。

「特定の悪魔を拒絶する結界だ。多くの部下を殺し合いで失ったと言っていたが、今はその影響下にない」

　副隊長の表情に安あん堵どが浮かんだ。

「……そうか。張れていたか」

「どうやった？　いくら教会が悪あく魔ま祓ばらいに秀ひいでていたとしても、悪魔の名前が分からなければ結界を張るのは難しい。君は悪魔の名に気づいたのか？」

「ほぼ、当てずっぽうだが……」




「〝悍おぞましき夢ゆめの唄うたい手て〟」




　ゼロと副隊長の声が重なる。

　驚いた。正解だ。

　悪魔の名前は、事前に〝千せん眼がん〟の力で割り出してある。悪魔が名前を知られる事で弱体化するんなら、この〝千眼〟が他の悪魔に強い影響力を持つ理由も分かる。

　ゼロは笑みを浮かべたが、副隊長の表情は晴れない。

「──五百年の歴史のなかで、一度判明した悪魔の名は、その事例とともに記録される。昔、この悪魔の力によって、夢に支配され殺し合いを始めた部隊があったと言う。それに近いような気がしてな……効果があったのは神の奇跡と言えよう」

「神の奇跡は強い信仰と心からの祈りによる──ならば、君の信仰心は本物だったのだろう」

　副隊長は目を剝むいた。

　魔女のゼロがこんな事を言うとは思いもよらなかったんだろう。

　ジェマは、そんな副隊長の肩を叩たたく。

「副隊長。まだ進めます。力を合わせれば、道を阻はばむ悪魔とて倒せるでしょう」

「……そう……かもしれん……な……」

　この時、副隊長は初めて相そう好ごうを崩くずした。

　すぐに表情を引き締め、胸を張って声を上げる。

「──皆の者、隊長が戻った！　合わせて、部隊の再編成を行う！　怪け我が人にんは魔女による治療を受け次第、私の指示に従って行軍の準備を！　我々の任務まだ道半ばだ！　明日より行軍を再開する！」

　一息で言い切ってから、副隊長はジェマに向き直った。

「よろしいですね、隊長」

「え、ええ……もちろん」

「では魔女殿、事後承諾で申し訳ないが……治療をお願いできますか」

「任されよう」

「──うん？」

　ようやく周りを見る余裕が出てきたのか、副隊長が〝千せん眼がん〟に気づいた。

「そちらは……」

　くると思った。さて、どう説明する？

　これについては、ジェマが「任せてくれ」と言っていたが……。

「この方は」

　ジェマはよどみなく答えた。

「ニエドラ砦とりで……〈禁書館〉の若き館長です。我々を招いた悪魔は〈禁書館〉を支配していました。しかしゼロ殿の尽力により、館長の体に悪魔を封じる事に成功したのです。その結果、彼はこのような体に……しかし同時に、悪魔の力である〝世界を見渡す目〟を得る事になりました」




　普段噓うそを吐つかない人間が、ここ一番で吐つく噓うそってのは、凄すさまじい力を発揮する。

　突とつ拍ぴよう子しもない説明を副隊長は完全に信じ込み、〝千せん眼がん〟を教会のために身を捧ささげた健けな気げな男として、尊敬を持って受け入れた。

「よかったのか、あれ。こいつ特別待遇になっちまうぞ？」

　いくらゼロの下僕になったからって、こいつは悪魔だ。頑がん固こ者ものの副隊長に受け入れさせるためとは言え、さすがに〈禁書館〉の館長を名乗らせるのは破格の待遇過ぎる。

「必要な待遇を与えるには、ああ言うしかなかった」

　片かた手て斧おのを手に森の中を進みながら、ジェマはぶっきらぼうに言う。

　バルセルはその背後で肩を竦すくめ、「隊長がいいならいいんじゃないですかね」とまったく主体性のない台詞せりふを吐いた。

「必要な待遇……ね」

　実際、俺達は今〝千せん眼がん〟の導きに従って行軍していた。実際、便利だ。〝千せん眼がん〟の力があれば、探すまでもなく狩りの獲物の居場所が分かる。

「よし──追い込んだぞ、傭よう兵へい。これだけ結界に囲まれれば、奴やつはもう我わが輩はい達と正面から対たい峙じするしかない」

　木に何やら文様を描き込んで、ゼロは得意げに微笑ほほえんだ。

「──思ったんだがよ、魔女」

「うん？」

「〝悍おぞましき夢ゆめの唄うたい手て〟だっけ？　その悪魔の能力に、妙に覚えがあるんだが……」

「だろうな。君は一度この悪魔の力で悪夢を見ている」

　ははぁ、と俺は頷うなずいた。

「サナレの魔法か？」

「サナレの魔法だな」

　つまり、俺がテオに責められる幻にそそのかされて、ゼロを殺そうとした魔法だ。

　魔女の力は、全て悪魔に起因すると言う。サナレが俺にかけた魔法の大本が近くにいるってんなら、是非ともご挨あい拶さつしたいもんだ。

「──いたぞ！」

　ジェマが声を上げ、戦せん斧ぷを握り締めた。ざ、と音を立てて逃げようとした獲物の進路を塞ふさぐように、バルセルが矢を放つ。

　破れかぶれになってこっちに突っ込んできた獲物の心臓に、俺は容よう赦しやなく剣を突き立てた。

　そのまま太い木の幹に磔はりつけにし、もがく獲物を見下ろす。

　山や羊ぎの獣けもの堕おち──それに取とり憑ついた悪魔、〝悍おぞましき夢ゆめの唄うたい手て〟。

「こいつが、教会騎士団に悪夢を見せ、殺し合いをさせていた悪魔……」

　緊張した面持ちのジェマの背中を、安心させるようにゼロが叩たたいた。

「恐れるな。副隊長のお粗末な結界で手出しができなくなるほど、低位の悪魔だ。見たところ、人の言葉も話せない」

「全部の悪魔が喋しやべれるわけじゃねぇんですねえ」

「我わが輩はいがついていれば、悪夢に惑わされる事もない。名前まで分かっていればなおさらだ」

　だろうな。

〝千せん眼がん〟を前にした時に感じた威圧感を、こいつからは少しも感じない。能力としては明らかにこっちの方が凶悪なんだが、奇妙なもんだ。

　俺は一度、ゼロが召喚した小さな悪魔を見た事があるが、今回の一件ではあの程度の連中も召喚されてるって事だ。

「それで、魔女さんよ」

　俺は剣から手を離し、ゴキゴキと指を鳴らした。

「悪魔ってのは、どうやったら殺せるわけだ？」





２






　その日、北の方角から突如として飛来した竜の姿に、誰もが顎あごを落として空を見上げた。

　竜の実在すら疑われる時代である。

　少し前に黒こく竜りゆう島とうでその姿が確認されたが、それがまさかルートラ大聖堂で目撃される日が来ようとは、さしもの主教も想像さえしなかった。

　ルートラ大聖堂の主教は、五十の半ばを過ぎた老人だ。南の人間らしく、よく日に焼けた浅黒い肌をしており、対照的に真っ白な髭ひげが胸元まで伸びている。

　趣味と言えば大聖堂の裏手で作物の手入れをする事であり、民の悩み事に耳を傾け、町の維持発展に心を砕く尊老である。

　ウェニアス王国には教会騎士団が集結し、魔女の国を滅ぼそうと決起してしばし──使いの手紙がぱたりと途絶えた。

　それは満月の夜、魔女の幻が空に現れ、世界の破壊を口にした日とぴたりと重なる。

　ひどく嫌な予感がしていた。彼らが無事であるようにと日々女神に祈りを捧ささげ、ルートラ大聖堂が祀まつる豊ほう穣じようの守護神に葡ぶ萄どう酒しゆを捧ささげた。

　そんな主教──名をコルドアと言うが、本人ですらその名を忘れそうだ──でさえ、竜が教会広場に降り立った時は、神の愛を疑いかけた。

　竜が飛ぶのは厄さい災やくの前兆だと言う。

　では竜の背に乗る者があるとしたら、それは厄災の遣い手か──。

「主教様！」

　竜の背には二つの人影があった。もう一つ、小さな獣がへばりついているように見えたが、主教の目はとりあえず人間の方に向く。

　まっさきに飛び降りてきたのは、両目を眼帯で覆った翠すい髪はつの神父だった。

[image: ]

　主教はこの〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官を知っている。

　民を苦しめた裁定官〈背はい徳とく〉の処刑を見事遂すい行こうし、このルートラ大聖堂の誇りを守る事に尽力した裁定官だ。

「〈隠いん匿とく〉──！　おお、いったいどうなっているのだ。魔女の監視任務についている裁定官が、こともあろうに竜の背に乗り、大聖堂に舞い降りるとは……！」

「どうか、無礼をお許しください。火急の用向きがございましたので、このような形で民を騒がせてしまいました。──こちらは」

〈隠いん匿とく〉に促うながされて、もう一方の人影が竜の背から飛び降りてくる。甲かつ冑ちゆうを纏まとった、若いながらも精せい悍かんな騎士だった。

「ゴーダという名の騎士です。黒こく竜りゆう島とうにて竜を倒し、その主となりました。竜はこの男に従いますので、危険はありません」

「何!?　しかし黒こく竜りゆう島とうは禁止海域に──」

「島を解放するため、彼は単身黒こく竜りゆう島とうに。神は彼に、剣つるぎの守護神の勇気と盾たての守護神の加護をお与えになったのです」

　おお、と主教は勇者を見る目でゴーダを見る。見られた方がひどく居心地悪そうにしていたが、〈隠いん匿とく〉に軽く杖つえで叩たたかれてしゃんと背筋を伸ばした。

「なるほど、なるほど……これは確かに火急の用向きだ。人を乗せて竜が飛ぶとは……私は偉大なる歴史の目撃者となった。この命尽きる前に、詳細に書に残そう」

「いいえ、主教様。火急の用向きは別に……」

「なんと!?　この上、何が……！」

〈隠いん匿とく〉は声を潜ひそめ、主教にそっと耳打ちした。

　民に聞かれては困る内容なのだろう。

「ウェニアス王国を取り囲んで八万の教会騎士団を、悪魔の軍勢が襲撃しました。悪魔はそのまま北に進軍──おそらく、祭さい壇だんを目指したと思われます」

　人間、あまりにも想像を超える話を聞かされると、逆に冷静になるものである。

　主教は「おお、それは」と口にしたきり黙り込み、長い髭ひげをゆるゆるとしごく。

「ウェニアス王国以南において、その被害はほぼ見られませんが……いつ悪魔の手がこちらに伸びるかも分かりません。教会騎士団はウェニアス王国の魔女と手を組み、その強固な結界によって民を保護する事を決めました。現在、大陸各地の大聖堂に人員を派遣し、その救助、保護活動を開始しております。主教様も、どうかご決断を」

　ふむ、ふむと主教は頷うなずく。

　ご決断をと言われても──さて、何を決断したものか。

　まずはこの〈隠いん匿とく〉を信じる決断を下そう。

　つまり、魔女が世界の破壊を宣言し、大陸の北半分が悪魔の手に落ちた。教会騎士団と魔女が手を組み、生存者を救い出す任務が始まっているという、にわかには受け入れがたい話をだ。

　呼吸するように噓うそを吐つく、必要とあれば教会すら騙だます裁定官だが、民を思う心は疑うべくもない。

　しかし、そうすると、だ。

「……私一人が、民を見捨ててウェニアス王国に逃れる事はできんぞ、〈隠いん匿とく〉」

「それはもちろんです。しかし、ウェニアス王国は現在、教会の指導者がいらっしゃらずに混乱しております」

「だからと言って私がここを離れては、ルートラの民が混乱してしまう。何より、南の民全員がウェニアスになだれ込んでは、ウェニアスは立ち行かなくなるだろう」

〈隠いん匿とく〉の表情が曇った。

　主教が何を決断したのか悟ったのだろう。

「……ここに残られるおつもりですか？」

「各地の大聖堂へと救助を送ったのならば、お前も分かっているだろう。大聖堂はそれ自体が悪魔に対する結界だ。大聖堂だけでなく、各地の教会施設のほとんどは、魔女や悪魔に対抗するために作られている」

「ですが……このままでは民も危険です！」

「信仰の力を疑うか？　お前が空を駆けてもたらした知らせは、とてつもなく重大なものだ。知れば対策も取れる。逃げる以外の対策も。──きなさい。お茶を入れてしんぜよう」

　主教は二人を招き、歩き出した。

　一瞬、〈隠いん匿とく〉が躊ちゆう躇ちよする。

　どうかしたかと足を止めた主教は、意外なものを目にした。

　先ほど竜の背中にへばりついていた小さな影──それが、今度は〈隠いん匿とく〉の脚にへばりついている。

　ネズミの獣けもの堕おちだった。

　主教は〈隠いん匿とく〉が獣けもの堕おちを毛嫌いしている事を知っている。それだというのに〈隠いん匿とく〉は、獣けもの堕おちを振り払う事をしなかった。

　そればかりか、その頭を撫なでてやりさえした。

「リーリ、両親のところへ行っていなさい。事情を説明して連れてくるといい」

「……行っちゃわない？」

「……はぁ？」

「リーリの事……おいて、行っちゃわない？」

〈隠いん匿とく〉は口をへの字に曲げるなり、杖つえで小突いて獣けもの堕おちを引ひき剝はがした。

「そう思うなら、ずっとヒースにへばりついていればいいでしょう」

「あう……」

　リーリと呼ばれた獣けもの堕おちは、大きなネズミの耳をぺたりと伏せて、細い尻尾を力なく地面に垂らす。

　ゴーダはそんなリーリを見下ろして、

「明日までヒースは休ませる。さすがにここまで無理をさせたからな。ヒースが飛ばなければ、我々も出発しようがない」

　と伝えた。

「ほんと？」

「ヒースはなんて言ってる？」

　ゴーダの言葉に竜はぐるぐると喉のどを鳴らし、リーリの体を鼻面でぐいと押す。

　置いて行かれる心配がないと分かって、リーリは耳と尻尾をピンと立て、どこかに向かって走り去った。

　その後ろ姿を、〈隠いん匿とく〉は苦々しげに見送る。

「どうして私ではなく、ここ数日の付き合いでしかないあなたの言葉を信じるんですかね、あのネズミは……」

「俺ではなくヒースの言葉を信じたんだろう、あれは」

「私より竜の言葉を信じると？」

「〝噓うそつき〟よりは信用できる」

　しれっと答えたゴーダは、なるほど〈隠いん匿とく〉の性質を理解しているようだ。

「吐つくべき噓うそしか吐つきませんよ、私は……質が下がりますから」

　主教は闊かつ達たつに笑った。

　その笑い声で、〈隠いん匿とく〉がはっとして気を引き締める。

「失礼いたしました。無駄話を……」

「いやいや〈隠いん匿とく〉。息そく災さいで何よりだ。友人が増えたようだな。それに獣けもの堕おちに触れるようになっているとは……子は見ぬ間に成長するものだな」

　ゴーダはぎょっとして〈隠いん匿とく〉を見た。

「親子なのか？」

「主教様の御ご前ぜんでなければぶん殴なぐってますよ、破は竜りゆう王おう。馬鹿はあの傭よう兵へいだけで十分です。死刑を言い渡された私を、主教様が裁定官に取り立ててくださったんです。……と言っても、当時も子供というほどじゃありませんでしたが……」

「……その子供とも言えない時分に、獣けもの堕おちが怖くて触れなかったのか？」

　ゴーダの質問に、〈隠いん匿とく〉は「黙っていなさい」と声を荒げる。

「私から見れば、小さな子供のような年齢だった。今でさえ、私には二人が子供に見える」

　主教は昔話をする事にした。

「〈隠いん匿とく〉はご覧の通りの目なのでね、親に捨てられ、獣けもの堕おちに拾われた。それはずる賢い女め狐ぎつねで、この子は女め狐ぎつねのもとで詐さ欺ぎや盗みを覚えていった。しかしある日どういうわけか、女め狐ぎつねはとある村をまるごと焼いて、その罪をこの子に着せて逃げていった」

「……だから狐きつねが嫌いなのか」

　ゴーダが納得したように呟つぶやくと、〈隠いん匿とく〉は忌いま々いましげに舌打ちする。

「では、神父は冤えん罪ざいで死刑に？」

「罪はあっただろうが、殺されるほどの罪ではなかったと私は思っている。──しかし、悪い事に、殺された村人の中には、領主と懇こん意いにしている大商人の娘も混ざっていた。誰かを死刑にしなければ収まらない。この子の証言は全て無視され、死刑が決まった。〝何を言っても、誰も信じてはくれない。だから噓うそしか言わないんだ〟と、当時はよく言っていたものさ」

「主教様……今は昔話をしている場合では……！」

　これ以上聞いてはいられないと言うように主教の言葉を遮さえぎった〈隠いん匿とく〉と、どこか面白がる風なゴーダを、主教は穏やかな目で眺める。

　主教にとっては、どちらもまだ子供のような年齢だ。

　そんな二人を伴って、主教は聖堂の客間に腰を落ち着けた。

「──さて。何から話そうか。まずはそうだな……教会騎士団へと、急ぎ伝えて欲しい伝言がある」

　二人は神妙な面持ちで、主教の言葉を待っている。

　主教はそんな二人の目を交互に見て、ゆっくりと嚙かんで含めるように言った。

「危険を冒おかして祭さい壇だんに行く必要はない──必要ならば、新たな代行を選出すべしとな」

　そんな、とゴーダが声を上げた。

「教会の最高権力者を見捨てろと言うのか！」

「そうではない、竜の友よ。そもそも、〝代行〟などという役職の人間はいないのだ」

　主教の言葉が理解できず、ゴーダは〈隠いん匿とく〉に目を向ける。だが心情的には〈隠いん匿とく〉も同じだ。ただ困惑して、主教による説明を待っている。

「この話は、七大聖堂の主教しか知らない話だ。初代の主教から今に至るまで、口く伝でんで伝えられてきた。教会の始まりに関する……そう、極めて不名誉な」

「教会の始まりが……不名誉？」

「魔女に対抗する力を持つ、〝教会〟という組織を立ち上げた最初の人……七人の主教を従え、魔女との戦争に向けて邁まい進しんした人物──それが〝魔女だった〟と言ったら、お前達は正気を保っていられるだろうか」










　　あとがき




　八巻だよ！　全員集合！　恐らくネタが古くて伝わらない人も多いかと思いますが、お久しぶりです、虎こ走ばしりかけるです。

　七巻の終わりから登場している、褐かつ色しよく騎士のジェマ大活躍（？）の八巻でしたが、いかがでしたでしょうか。新キャラ、バルセル（昔一瞬出したパーセルってキャラと語感がかぶるので変更しようか悩んだ）とセットで、けっこう好きな二人です。

　あと〈禁書館〉ね。いいでしょ。私好きなんですよ、図書館ステージみたいなの。これで「写本の回収」にも決着がつきました。

　派手に燃やすべきかどうかものすごく悩んだんですが、結局残してしまった。無人のまま灰を降らせ続ける〈禁書館〉っていうのも、なんだかロマンがあっていいなと思いまして。

　悪魔もね「いっそマスコットキャラ化しようか」って思ったんですが、ちょっと作品の雰囲気とズレ過ぎる気がして我慢しました。

　八巻では、ジェマとの因縁にきちんとした決着がつきませんでしたが、九巻でいろいろなもやもやを解消できたらいいなと、思うだけは思っています。

　神父とリーリも、別働隊としてちゃんと出てくるよ！　神父の過去に触れられればなと思ったんですが、これも九巻でもうちょっとしっかりやりたいですね。

　北の大地、ノックス大聖堂にたどり着いたゼロ達が見るものとは？　教会創設の真相は？　そんな事が気になりましたら、第九巻でもお会いできると嬉うれしいなと思います。

　そろそろラブコメもしたい。

　さて。

　すでにご存知の方も多いかと思いますが、八巻までお付き合いいただいている読者の皆様に重大な！　お知らせが！　ございます！

　そうアレ。私がイラストレーターだったら、十三番をメカにしたイラスト描いて「兄メカ」っていう鉄板ギャグをやるアレ。

『ゼロから始める魔法の書』が二〇一七年春にアニメ化です！　やったー！

　これもひとえに、読者の皆様のおかげです。

　そしてしずまよしのり神のおかげです。

　この本に関わってくださっている、全ての方々のおかげです。全方位に足を向けて寝られなくなって久しい私ですが、直立不動で眠る方法を模索する毎日。

　今後も全力で作品に取り組んでいきますので、何なに卒とぞよろしくお願いいたします。
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虎こ走ばしりかける

寅年の射手座。東京の下町育ち。だんだんここに何を書けばいいのか分からなくなってきた。最近海の美しさに気づき、シュノーケリングにいきたいなとぼんやりと考えながらプールに通っている。
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イラスト／しずまよしのり

埼玉県在住。主人公が獣人という一風変わった作品なので最初、傭兵を描くのにてこずりましたがさすがに慣れてきました。ゼロと傭兵のこれからの物語を楽しみにしつつイラストでより魅力のある作品に出来たらと思います！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「虎走かける先生」係

「しずまよしのり先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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